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　信じてるよ、相あい川かわ君。

　ずっとずっと、どんなことがあっても、君のことだけは諦あきらめない。

　また会えるって、信じてる──。























　笑ったっていいよと、路みち葉ば響きよう子こはなかば自じ嘲ちよう気味に語る時がある。

　なにせ彼女の初恋は、高校入学の第一日目、薄うす紅べにの桜舞い散る校門の前ではじまったのだから。

（うそ──ナニコレ！）

　まずしょっぱなから寝ね坊ぼうと自転車のパンクのＷパンチで、到着予定時刻から大幅に遅刻。通りがかりの自転車屋に愛あい車しやを預け、なんとか汗だくでたどりついてからも、まったく知らない裏門側に到着してしまった運の悪さだった。

（ど、ど、どどど、どうしよう。門しまっちゃってるよ！　入れないよ！）

　普通に大回りして、正門から入ればいいじゃないという、簡単なことにさえ気づかなかった。突発的なトラブルに弱い女、路葉響子十五歳であった。

　思えば昨日の夜は、ひさしぶりに両親の言い争いも少なくて、ぐっすりすっきり爆ばく睡すいしてしまったのがいけないのだ。頭の中は完全に真っ白。閉まった門もん扉ぴを握りしめ、『カリブの海かい賊ぞく』のアトラクションに出てくる囚しゆう人じんみたいにおろおろしていた。

「も、もうやだぁ……なんでこうなるの……」

「あの──どうかしたんですか？」

　その時だった。

　響子の後ろにいたのは、これから通う高校の制服を着た、ひょろりと背の高い男の子。真新しいブレザーは、きっと同じ新一年生なのだろう。

　完全に涙目の響子を前にして、ちょっとびっくりしたように息をのむ。

「き、気分とか悪かったりします？　大丈夫ですか？」

「ち、ちがっ。あ、あの、あたし、ち、ちこくしちゃって。い、一年で、ほ、ほんと、は、はじめての日なのに。どうしようって」

　せめて日本語を喋しやべろう、自分。

　ただもう、本当にどうしていいかわからないのだ。

　どうしてよりによって、今日この日に寝坊してしまったのか。自転車の後輪がパンクしてしまったのか。道を間違えて知らない門にやってきてしまったのか。すべてが裏目裏目で、呪のろわれているとしか思えない。

　もうきっと、入学式もはじまっているだろう。いやそれ以前に、自分が何組かもわからない。大事な友達作りも完全に出遅れた。だめだ。もはや回れ右して引き返して、家の布団ふとんをかぶって寝てしまうに限るのだ。それしか道はないのだ。

「なんだ。それならべつに大丈夫だと思うよ」

「え？」

「そんなに心配しなくても、君だけが目立って困るってことはないんじゃないかな。たぶん。だってほら、僕も立派に遅刻だし」

　言われてみれば、なぜこの彼は、遅れているのにこんなに落ち着いているのだろう。別に不良といった感じでもないのに。

　穏おだやかそうな外見は、違い反はんとは無む縁えんの優等生ぜんとして見えるぐらいだった。

「……後からまだ二十人ぐらい向かってくるはずだよ」

「に、二十人？　なにそれ」

「ほら」

　彼はブレザーのポケットから、白い紙し片へんを取り出して、響子に見せてくれた。

「遅ち延えん……証明書……？」

「うん。ＪＲで踏切の故障。地下鉄も乱れてるみたいだし、このぶんじゃ式の開始も遅らせてるんじゃないかなあ」

　衝撃だった。

　人が幹かん線せん道路の端で、パンクした自転車を押して半ベソで歩いているうちに、そんなことになっていたとは──！

「ちょっとは安心した？」

　なんだか一気に気が抜けてしまったというか。ほっとして心のタガが外れしまった。そこに『彼』のはにかんだ笑顔があったのだ。

　ありていに言って、『ヤラレテシマッタ』のだと思う。

　まさにそれは、ノーガードの心ハートにくらった会かい心しんの一撃。

「……う、うん。ありがとう……」

「うまいこと紛まぎれこめばいいよ。みんなで固まって行こう」

　なんかかっこいいな。いい人だな。優しくて余裕があって。パニックの次は、ドキドキ無口の挙きよ動どう不ふ審しん。本当に突発的なトラブルに弱い女、路葉響子十五歳なのだ。

　そうこうしているうちに、他の遅刻者も一緒になって、本来の正門へと向かう流れになった。こちらを出迎えた高校の先生方は、響子のことも、他の遅刻者と同じように扱ってくれた。入学式にも普通に参加することができた。

　感謝してもしきれない。新しいクラスで悪目立ちすることもなく、普通に学生生活のスタートを切れたのは、他でもない彼のおかげなのだと響子は思っている。

　ヘタレな自分のせいで、名前もクラスも知らないまま別れてしまったが、一週間後の委員会で、同じ図書委員だとわかった時は叫びそうになった。

「あ、あのっ、相あい川かわ君！　あたし！」

　一年Ｂ組、相川理り人ひと君。響子は自己紹介で聞いた名前を頭に刻みつけ、委員会後の下げ駄た箱ばこの前で、息せき切ってその理人君に話しかけたのだ。

　本当に嬉うれしかったから。ちゃんとお礼が言いたかったから。

　ところが。

「……えっと。路葉、さんだっけ……？　何かあった……？」

　──残念。彼は響子のことを、まったく認識していなかった。だがしかし、それしきで撤てつ退たいできる恋ではもはやなかった。

　そう恋だ。

　小説やアニメやゲームばかりに傾けい倒とうしていたオタク系女子ではあったが、ついに三次元にも素敵な男子が現れたのだ。

　不器用ながらも糸のように細い縁えんを必死にたぐりよせ、普通に友達として話せるようになるまでずいぶんかかった（だってカタギの人に何を話せばいいというのだＢＹオタク女子の叫び！）。

　他人が作った世界に没ぼつ頭とうする以外に、灰色に固まったリアルに色をつける方法があるなんて思わなかった。

　鏡の前で何時間もにらめっこをして、暗くて重たい髪もばっさり切って、明るく可か愛わいく女の子らしく。そんなことを照れずに踏み出せるようになったのも、ただもう彼に近づきたかったからだ。女の子として見てもらいたかったからだ。

　同じ図書委員として過ごした、夢のような一年間。

　それからまた半年が過ぎた、高校二年の秋。

　なんの前まえ触ぶれもなく、残ざん酷こくなほどあっけなく、運命の時は響子を連れ去ったのだ。あの世界へと──。







「……ドーナツ？」

「そ！　西と東がつながり、北と南が無数につながっている世界──まさしく穴の開いたドーナツ形こそ、クエドラワールドを的確に表す形状なのです。いい加減っていうかファンタジーだよね」

　二年に進級してからも、響子は引き続き図書委員の仕事を続けていた。思い人の理人とは、『昔の縁で助すけっ人とをお願いする仲』として落ち着いていた。

　例によってこちらから雑用をお願いして、図書整理室で二人っきりになれたのが嬉しくて、つい調子にのってしまった。ふと気がつけば、自分ばかりが喋りまくり、トークについていけない理人が、静かに固まっていたりするのだ。

（ばっ、ばかああああああ！）

　ひかれた。完全にひかれた。

「うわ、ごめん！　まーたあたしったらパンピーな人にいらん解説を！　ごめんねうざい奴で」

「そ、そんなことないよ」

「ううん、わかってるし」

　口元をぬぐえばドーナツ屑くずがついてくるし、我ながら女子力の低さにめまいがしてくる。

　対する理人はと言えば、響子が思いを寄せるのがもったいないぐらいの人だ。

　話せば話すほど、引け目に感じると同時にせつなくなる。もっともっと近くに行きたいと願ってしまう。

（やっぱり言うしかない？）

　桜の下で泣いていたあの頃から、ずっとずっとあたためてきた想い。

　よし──決めた。路葉響子十七歳は、これより作戦ブラボーに移行する。

　目の前の相川理人君に──告白する！




　──いざやると決めてからは、体温も心しん拍ぱく数すうも急上昇して、顔に出さないようにするのが大変だった。




「相川君。あたし鍵かぎ閉めてから行くから、先に下駄箱行っててくれる？」

「わかった」

「ほんと今日はありがと」

　響子の申し出を受けて、理人が図書室を出ていく。爆発しそうな期待と恐れで、どうにかなりそうな自分がいる。

　学校から駅までの、徒歩十分間が勝負の時だ。

　思い出せ。少しでも話す時間がほしくて、遠回りになるのも承しよう知ちで自転車通学から電車通学に切り替えたあの決断を。

　忘れたとは言わせないぞ。クラス替えで同じクラスになれなかった時は、布団の中で瞼まぶたがはれるまで泣きまくったではないか。

　優しいところが好きだ。彼が一人でいる時は、ちょっと寂しそうに空を見上げる横顔も好きだ。

　妙に絵になるあの目には、何が見えているんだろう。何を考えているんだろう。

　思いを馳はせて、毎日が一いつ喜き一いち憂ゆう。今日を逃してしまったら、それらの日々も無意味なものになると思え響子。

（ファイト！）

　図書室の戸締まりを終えると、鍵を返しに職員室へ向かった。

　理人がいるはずの昇しよう降こう口ぐちへと、破は裂れつしそうな心臓をおさえて進んでいく。

「──あれ？」

　だがその時、響子は思わぬところで目を見開いたのだ。

　他でもない相川理人が、渡り廊下から外れ、校舎裏へ出ていた。

　たしか下駄箱にいてくれと、頼んだはずである。あそこにあるのは、倉庫とプールぐらい。まあ彼に限って覗のぞきはないだろうが──そう思った瞬間である。

「──うわ、どうしたの相川君それ！」

　そのプールのフェンスから、まるで津波のような勢いで水があふれ出しているのだ。

　理人がすばやく振り返った。彼の制服もまたずぶ濡れだった。

「故障？　いたずらなの？」

「来るな路葉！」

　びっくりした。

　とてもあの優しい少年が出しているとは思えない怒ど声せいだった。

「いいから職員室！　誰か呼んできて！」

「は、はい！」

　とっさに返事をしてしまう。

「わ、わかった！　ちょっと待っててね！」

　鋭い声とまなざしが、それ以上近づくことを許さなくて。




　──ディン・ドン、ディン・ドン、ディン・ドン、ディン・ドン──。




（な、なにこれ。鐘かね？　チャイム？　どこから鳴ってるの？）

　不思議に思っても、理人はじっとこちらを睨にらみつけている。けっきょく響子は、迷っても彼に従う道を選んだ。正体不明の音が鳴り響く中、自分の鞄かばんを抱えて走り出す。

　変だ。なんだか変だ。とにかく変だ。

（だってさっきのあれ……学校のチャイムの音じゃないよね。教会とかお堂とか、そういう生っぽい音だった……）

　あんな音、このあたりで一度も聞いたことがない。

　それにあの時の理人の顔つき──ふだんのものとはまるで違った。触れれば斬きれる、鋭い刀のような気迫が満ち溢あふれていた。

　怖さに押し切られて言うことを聞いてしまったが、本当に良かったのだろうか。

　胸騒ぎが止まらなかった。

　たぶんこういう時、黙って引っ込んでしまってはダメな気がする。なんだかうまく説明できないけれど、今まで読んできた本の中ではだいたいそうだ。ここで彼から遠ざかってしまったら、もう二度と、会えないような気がしてしょうがなくて──。

（いやだ！）

　響子はとっさにＵターンをした。理人がいるはずのプールの前へと、大急ぎで駆け戻った。

「相川君!!」

　だがそこで見たのは、さきほどの水が激しくうねり、理人がその中に呑のみ込まれていく様さまだった。

　響子は悲鳴をあげた。

「相川君！　相川君！」

　助けようと水際へ駆け寄るが、その目の前に水が『立ち上がった』。

　つるりとなめらかで透明な、氷の彫ちよう刻こくよりも澄すみ切った、よく動く水の女だった。

「────あ、あ」

　水の女は、自身の後ろにある景色を透かしながらも、響子のことを見下ろしてくる。

　なに？　ねえ、これは夢？　現実のものなの？




　──あなたもそうね。




　囁ささやく女の声、そして──。

「きゃあああ！」

　パン！　と水風船を針はりでついたように、女の体が弾け飛ぶ。構成していた水が一気に崩れて押し寄せ、響子も頭から水をかぶった。

（たすけて……！）

　必死にもがいても、水が引いてくれない。それどころか勢いはさらに増し、響子の足元をすくった。天地が逆さまになり、強い力で引きずり込まれていく。どこか遠いところへ、深く深く沈んでいく。

（いや、だれか）

　薄目を開けた視界の端に、理人らしい髪が見えた。響子は暴力的な力に抗あらがいながら、彼の方へ手をのばす。だが、あと少し──足りない。

　さらに大きな力が、響子の体を遠くへさらった。

（……相川、君……！）

　目も開けていられないほどの勢いで、響子は濁だく流りゆうの中にのまれていった。





　　　　　＊＊＊






　ああ──声だ。

　声がきこえてくる。

（……だれ？　おとうさん？　おかあさん？）

　響子が寝ている頭の上で、ぼそぼそと大人の声が飛び交かっている。

　どうせ夫ふう婦ふ喧げん嘩かだろうなと考える。こちらが寝ていると思って、昼の間には聞かせられないような口喧嘩をはじめるのが、あの人たちの常つねなのだから。

　まったく毎日毎日よくやるものだと思う。帰りが遅い、掃除が行き届いていない、給料が安い、無む駄だ遣づかいが多すぎる──悪意に悪意を投げ返すような言葉の応おう酬しゆう。こちらにできることは、耳をふさいで眠り続けるか、布団の中でゲームや本の世界に意識を移すことぐらいなのだ。

「……おい、どうする？　起こすか？」

「いきなり襲ってきたりはしないよな」

「ないだろ。ただの娘むすめっ子に見えるぞ。布もかなり上等そうだ」

「……しかしおかしな格好だな。どこから飛んできたんだ」

　ちょっとひどいよ。何がおかしいのよ。誰が襲うのよ。

　父さんも母さんも、少しは静かに寝かせてよ。明日も早いんじゃないの？

　まったく──喧嘩するならよそでやって。




「んもーっ、うるさいっての！」




　布団をはねのけるはずだった手は、完全に空振って土つち埃ぼこりが舞い上がった。

（……え？）

　そして目の前にいたのは、父でも母でもなく、頭にターバンめいた巻き布をまいた、ヒゲ面の男たちだ。

　どう見ても、日本人ではなく、中ちゆう東とう系の外国人。一気に血の気が引いた。

「……あ、あああ、あいきゃん、きゃんとすぴーく、いんぐりっしゅ……」

　だがちょっと待て。そもそもこの人たちに、英語が通じるのか？　こういう場合は何語だ？　アラビア語？　ヒンズー語？　それすらもわからない。

「えっと、あの」

「今のはなんの呪じゆ文もんだ？　お前は呪まじない師か？」

　その、ひどく日本人離れした男の口から漏れたのは、たいへん流りゆう暢ちような日本語で、ますます響子の頭は混乱した。

（どういうこと？）

　そもそも周りの景色がおかしかった。

　あたりは赤茶けた土がむき出しになった、かなりの急斜面に挟まれている。地面も舗ほ装そうされていない山道と言っていいもので、乾燥した風に砂埃が舞い上がる。

　目の前にいる彼らが、このあたりを根ね城じろにする山さん賊ぞくだと言われれば、景色のおさまりとしてはしっくりくるかもしれない。化か繊せんの布やゴムをいっさい使っていない、時代がかったコスチュームからしてもそう思う。

　ついさっきまで、こちらが東京の高校にいたはずという前ぜん提ていさえなければの話だが。

　わからない。いったい何が起きているのだ？

「呪い師か──なら武器らしい武器がなかったのもうなずけるな」

「どこの手のやつだ？　シュロ族の手先か？」

「いいや、それはないだろう。あいつらにそんなツテがあるはずない」

「いつもみたいに『お宝』の一つだろ。なりは子供だが、珍しいもの持ってやがったしな」

　そう言って男のうちの一人が、響子のスクールバッグを戦利品のように持ち上げたので、悲鳴が出た。

「ちょっと、それあたしの！」

　その瞬間、男たちがいっせいに抜ばつ刀とうしたので、口をつぐむはめになった。

　大きく湾わん曲きよくした刀身は、たしか三シ日ミ月タ刀ーとも呼ばれるもののはず──。

「…………た、たすけ」

「黙れ！」

「痛っ！」

　頰ほおに熱い痛みが走った。

　響子はわが目を疑った。とっさにおさえた右手を離せば、べっとりと赤い血が張りついてきた。

（なに、これ）

（うそ）

（斬られた？）

（あたしが？　この人たちに？）

　痛みよりも信じられない思いで、顔を上げた。響子を斬った男は、まばゆく光る三シ日ミ月タ刀ーを突きつけながら、細長い舌で自分の唇くちびるをなめ──笑った。

「わかったろう？　お前がどんな呪いを仕掛けようと、呪文を唱える前にこっちの剣でばらばらにしてやる。おとなしく両手をあげろ」

「な、なに……なんで……」

「早くしろ！」

　本当に意味がわからない。ここはどこだ？　彼らは何者？　テレビの撮影？　痛いのに。頰が痛くて熱くてしょうがないのに。こんなものもカメラで撮るのか？　誰も止めないのか？

「お、お金なんてないですよ！　ぜんぶそっちの鞄にあるんですから！」

「早く！」

　響子は泣きたい気持ちで、両手をあげた。剣の切っ先は相変わらず響子の喉のどあたりに向いている。

　一人が剣で威い嚇かくする間、残りの男たちが、響子に近づいた。無造作に腰や脚のあたりをまさぐられた時は、悲鳴が出そうになった。

「頭かしら！　ありましたぜ！　こいつも魔法の品マジツクアイテムでしょう！」

　ブレザーのポケットに入れていたスマホだった。

　やめて。返して。言いたいけれど、頰の痛みが邪魔して、何より恐怖と震えで、うまく言葉にならない。

「へへ。やっぱりあるじゃねえか。出し惜おしみしやがって」

　こちらを脅おどす男は、変わらず下げ卑びた笑いを浮かべ続けている。

「ああうん、いいぜいいぜ。そんな悲ひ愴そうな顔してくれるってことは、さぞかし値打ちもんなんだろうなあ。くう、たまんないぜ。まだ他にもあるだろ。いろいろ隠してそうだよなあ。こことかどうだ？」

　剣の切っ先が、ネクタイをはね上げ、ブラウスの合わせの間に、ほんの数センチねじこまれる。切れてはいない。痛みはない。でも刃やいばの存在は確かに感じる。そのままわずかに上へあげれば、ボタンの糸は簡単に千切れた。

　はだけた胸元が周囲にさらされても、身動きひとつ取れない。恐怖に心も体も固まってしまった。

　涙だけが、響子の意思に反して、熱く痛む頰をぬらしていく。

　剣が肌の上を通り、下のボタンを切り取りにかかる。

（やだ。こわいよ──あたし──しんじゃうの──）

　こんな訳のわからないうちに。訳のわからない人たちの手で。そんなのは、嫌だよ──！

「相川君！」




　──ぴぃいいいいいいいい、ぴりりっ！




　響子の悲鳴にかぶさるように、高い笛の音が響いた。

　山賊たちの目つきが、にわかに変わった。

「おいまずい、カヤジの勅ちよく使し兵へいだ」

「聞いてねえよ。こんなところに『赤あか獅じ子し』が出張ってくるのか？　なあ頭！」

「俺が知るかよ！」

「──おい、あれ見ろ！」

　一人が指さし叫んだ。

　左手側にある斜面から、角つのの曲がった大おお山や羊ぎが、砂埃をあげ駆け下りてくる。鞍くらにまたがる人物は、砂色のマントと頭ず巾きんで全身を隠した覆ふく面めん姿。手に持つ弓に矢をつがえ、素早く放つ。響子の目の前で、男の腕に矢が突き刺さる。

　男たちの悲鳴と怒声が交こう錯さくする。

　血なまぐさくて、恐ろしくて、なのにリアルだ。どこにも選択肢のコマンドや、デジタル放送の案内が出てこない。現実リアルなのだ。現実リアルで人が人を殺し合っている。

「乗って！」

　響子はハッとした。覆面の人物の声は、今までの山賊たちと変わらず流暢な日本語で喋り──その上、『女』のようだった。

（あ、あたしに言ってるの？）

　覆面の女がうなずく。もはや、あれこれ考えている暇などなかった。ここに一人で取り残されるよりずっとましだ。響子は無我夢中で、差し伸べられるその手にしがみついた。

「行くよ！」

　引き上げられる中で、大山羊がさらに走る速度をあげる。山賊たちを蹴け散ちらして、脱だつ兎とのごとくその場を離脱していく。

「おっ、落ちる！　落ちる！」

「悪いけど自力でなんとかして！　これ以上は無理だから！」

　響子は本当に泣きながら鞍にしがみつき、何度も地面につま先をすりそうになりながらも、振り落とされないよう必死に耐えた。

　痛む頰を、強い風がなでていく。響子たちを乗せた大山羊は、それからしばらく荒地の斜面を走り続け、やがて平地の草地に出てから減速した。

　ようやく周りを見ることができた響子は、息をのんだ。

（なに、ここ）

　枯れ草色の草原に、杉に似た木々がまばらに生えていた。わずかなアップダウンを生みながらも、土地は果てもなく広がっているように見える。

　──広い。

　建物どころか、電柱一本ない。はるか遠くに、雪を頂く山脈が見える。

　日本じゃ──ない。

「……大丈夫？」

　女が、鞍の上で頭巾を引き抜いた。現れたのは、想像以上に若い、金髪の少女だった。外国人の年はわかりにくいが、響子より年上ということはなさそうだ。

　白い肌には、うっすらとそばかすが浮き、はしばみ色の瞳が快活そうに輝いている。黙ってうなずくと、彼女は笑った。

「そっか。よかった」

　そうやって笑うと八や重え歯ばが覗き、コケティッシュな魅み力りよくがいっそう際立つ。












「…………あの、あたし」

「へーきへーき。気にしないでいーから。物真似はね、ウチの特技の一つなの。カヤジの兵隊の符ふ号ごうの真似とか」

　言って少女は、左の人差し指を曲げて口にくわえる。




　──ぴぃいいいいいいいい、ぴりりっ！




　またあの鳥にも似た音が響き渡る。

「ね？　ちょっとしたもんでしょ」

　自じ慢まんげな顔をしているが、響子には何がどうすごいのかよくわからない。

　そう、わからないことばかりだ。ここはどこだ？　彼らはなんだ？

「……あ、あたしには、何がなんだかぜんぜんわかんない。気づいたらあそこにいたの。何が起きてるの」

「あーうん、わかるわかる。あいつらはね、ナホバ族のごろつきよ。さっきの谷は、知る人ぞ知る『宝の谷』なの。山の向こうのハタルト砂漠から、いろいろお宝が巻き上げられて落ちてくるから、それ狙ねらってるのね。あんたも砂漠にいたんでしょ？」

　違う！

「ほんと言うと、どっちの部族も谷には立ち入り禁止で、対抗のシュロ族に見つかったら大変なのにね。ほんと連中ときたらよくやるわよ。こんな追おい剝はぎみたいな真似してくれちゃってさ。本物の勅使兵に捕まっちゃえばいいのに」

「そうじゃないの！」

　響子は少女にしがみつきながら首を振った。

「シュロとかナホバとかそんなのどうでもいいし、あたしにはなんにもわからないの！　お願いだから意地悪はもうやめて！　家に帰して！　東京の家に！」

　泣き崩れている今この瞬間も、どこかでカメラを回してほくそ笑んでいる人がいるのだろうか。もしいるというなら、その人は最低だ。

「お願い……お願いだから……っ」

「……あの。悪いけど、ウチには、あんたが言ってる意味の方がよくわかんないかも」

　涙まじりの響子に、少女が言った。あっけらかんとあっけなく。

「砂漠のどっかに、『とうきょう』って村があるの？　そこがあんたの家？　ここはハミタッドのイズローン峡きよう谷こくだし。シュロ族とナホバ族の土地が重なる緩かん衝しよう地帯だけど、ウチはどっちの部族にも属してないから居ても許されるの。あんたは？」

　流暢な日本語で、知らない土地の名を語る少女の背景に、赤みを帯びた太陽が降りてくる。

　地球上のどこへ行っても変わらない、そう信じていた茜あかね色の美しい日にち輪りん。けれど響子は目を見張った。その太陽が、二個並んで光を放っていたからだ。

「あんたの言う『とうきょう』は、どの部族が治めるどんな村なの？」

　ここが外国どころか──地球ですらない可能性を、考えなければならない──。

「ウチの名前は、スルヤね。バーゼル仕込みの可か憐れんな踊り手、『赤せき蜂ほう座ざ』のスルヤ・メーヤって言えば、このへんじゃけっこう有名で──って、ちょっとあんた！」

　ひどいめまいが襲ってきて、響子の視界が暗転した。少女の悲鳴が遠く響いた。





　　　　　＊＊＊






　パナケイアで一、二を争う大国がウィルタミア王国なら、その南に位置するイエンマルド首しゆ長ちよう国こくは、多くの部族が集まる寄せ集めの国だと言われている。

　国土の大半を支配し、国政を取り仕切る三部族の長おさ、ハジ、セネル、カヤジの三家を『三さん刀とう』と呼び、ここから選出された首長が時の最高責任者として、諸外国との折せつ衝しようにあたる。

　一方でイエンマルドは、寄せ集めであるがゆえに、国内にも折衝するべき相手を多数抱えていた。

　たとえばハタルト砂漠のさらに南──山脈を一つ越えたところに、ハミタッドと呼ばれる高地がある。

　そこは砂漠や海側の地域に比べれば標ひよう高こうも高く、箱庭のようになだらかな平原が広がっている。この地に暮らす部族は二つ。一つは盆地の東側を治めるシュロ族。もう一つは、西側を治めるナホバ族だ。

　両部族は土地の境さかいや治ち水すいをめぐって険悪な火花を散らし、一方で中央政府の介入もよしとしない。決して媚こびぬ退ひかぬ譲じよう歩ほせぬを旨むねとする住民の気質は、かつて中央政府とも戦った、『まつろわぬ民たみ』の血筋そのままであると言われている。

　今日も土地の境で両者はにらみ合い、牽けん制せいし、時には刃を交える。

　そして──、そんな騒ぎすらも素通りする平原北部の寒かん村そんに、トアン・ブルゲ率いる『赤蜂座』の本ほん拠きよ地ちは存在したのである。

「……腹ぁ、減りやしたねえ。座長」

　隙すき間ま風かぜだらけの倉庫の端で、座長と座員がカードゲームにふけっている。

　彼らの周りには、舞台の興こう行ぎようで使う大道具や小道具が、所せましと並んでおさめられてはいるが、その大半は埃をかぶっている。もう数か月もお呼びなしでご無ぶ沙さ汰たしているからだ。

　座長のトアンは今年五十になる壮年の男で、小柄で非常に痩やせている。しきりにもぐもぐと髭ひげ付きの口を動かした後、忌いま々いましそうに手札を場に放ほうった。

「あんま湿し気けたこと言うなや。看かん板ばん役者が」

「湿気りもしますわ。腹すかして待つことしかできねえんですから。羊の世話と畑の手伝いすんにも限度がありやすぜ座長」

　これを言うのが絶ぜつ世せいの美び丈じよう夫ぶなのだから、悲ひ壮そう感かんがまた増した。

「野の良ら仕事はやりすぎんなよ、スレイマン。地に足がつきすぎると芸が腐くさる」

「だったらそろそろ別の仕事が欲しいとこですぜ。スレイマン・ユンサルにふさわしい大仕事を」

「心配せんでも、これからしばらく、どの村でも祭りの季節だ。チャンバラしてる連中も故く郷にに帰る。結婚式の余よ興きようも合わせれば忙しくなる」

「季節限定にもほどがありやすぜ」

「いいか、『夫婦めでたいの歌』と『牝め牛うしの踊り』はさらっとけよ。あれがあるのとないのとじゃ老人方の機き嫌げんが違うからな」

「……首都のバーゼルなみとは言いやせんが、もうちょっとこう、なんとかなりやせんかね」

「過ぎたこと言ってもしょうがねえ。それがハミタッドここでの流りゆう儀ぎだ」

　スレイマンは、天をあおいで息をつく。

「まあ、それはいいとして座長。スルヤのやつはまだですかね」

　スルヤ・メーアは、『赤蜂座』の看板娘だ。

　ひとたび舞台に立たせれば、歌や踊りを器用に披ひ露ろうするが、シーズン・オフは得意の弓で獲物を獲とってくることの方が重宝されていた。

　彼女が鳥や獣を仕留めれば、肉は座員のすきっ腹におさまり、毛皮はそれなりの値で売れる。あるいは根なし草の芸人であることをいいことに、シュロとナホバの土地の境界に入り込み、山向こうの砂漠から降ってくる『お宝』を拾ってくることも多かった。これもまた、実入りがない時期の貴重な収入源だ。

「──山鳥なんざいいですぜ」

「狐きつねかもしれん」

　想像するだけで腹が鳴る。

「どれ。賭かけるか、スレイマン。うちの可愛い看板娘は、どんなお宝を拾ってきてくれるもんやら──」







　暮れなずむ土を道を、ぽくぽく、ぽくぽく、響子たちは大山羊に乗って進んでいく。

　分厚いひづめに小石が当たる音が、けっこうな震動となって、腰や背中に響いてくる。

「……つまり、なに？　キヨはイエンマルドじゃなくて『にほん』って国にいて、『とうきょう』の学校に通ってたのに、気がついたらあの場所にいたってこと？」

「…………そう……だと思う……。なんかいきなり水が女の人の形になって、引っ張り込まれた感じ……」

「ああ。呪い師の仕し業わざね、それは」

　スルヤはあっけらかんと答えた。響子にとっては絶望だ。

「ま、まじない……呪い？　まさか魔法があるの？」

「あるでしょ普通。ウチには使えないけど」

　響子はあまりのことに、絶句してしまった。

「そうねえ。たいていはへんぴな塔とか地下に引きこもって、弟子集めて怪しい薬とか作ってたりするみたいね。呪い師の力が欲しい時は、お金払って魔法を買うの。あいつを呪いたいからコレコレしてくれーとか。あ、でもね、ウィルタミアとかには、お国で作った立派な学校まであるらしいわよ。そういうのは呪い師じゃなくて魔術師って呼ぶんですって。都会は違うわよねー」

「…………そう、なんだ……」

「いいなあ、ウィルタミア。ウチもいつかは行ってみたい。白はく亜あのお城と華の王都！　王子様に見み初そめられちゃったらサイコー！」

　あれからいろいろと、スルヤに話しかけられ答えているのだが、聞けば聞くほど混乱し、頭が痛くなってくる感じだ。

　この世界の名前。知らない国の名前。顔はみな日本人離れしているのに、流暢な日本語を喋るのは不自然だ。一方で、響子が地面に書いた漢字、カタカナ、ひらがなにアルファベット、すべて読めないといわれてしまった。

『悪いけど、ウチは学校とか行ってないからね』とスルヤに前置きされたが、そんな彼女でも書けるという単語を書いてもらった。数字ですら見覚えがなかった。

（どういうこと？）

　いくら考えても、答えが出てこない。いや──正確には、本気で信じたら馬鹿にされそうな、常識の枠の外にある、非常識で突飛なもの以外が出てこない──。

　頰の傷以上に、ずきずきと、頭が痛んで仕方なかった。

「まーねー、あんまりムズカシイこと聞かれても、ウチにはよくわかんないし。こういうのは年のコーってね。座長に聞いてみてあげるわよ」

「座長？」

「そ。もうちょっとで村に着くから。ウチらね、今はそこで暮らしてるの」

　今は目の前にいる明るい彼女を信じて、大山羊の背に乗せてもらっているが、不安はつきなかった。本当に任せていいのだろうか。何かだまされていないだろうか。

（でも、他にどうすればいいの）

　道は草原から、再び山沿いの林の中へと続いていく。帰り道はわからない。得体の知れない空。不気味な鳥の声──怖い。




「んぐぅるうおーう！」




　突如、道の脇わきの藪やぶから、大きな猿のような獣けものが躍り出てきた。

　響子は悲鳴をあげた。

　その猿は、頭が上下逆についていた。しかも逆立ちしたまま、前足は千ち鳥どり足あしのステップを踏み、後ろ足は複雑な手拍子を繰り返す。さらには響子たちの周りをぐるぐると回り続ける。

「やだやだやだやだ、来ないでよお！　来るな！　来るなあ！」

　響子はスルヤの背中にしがみついた。もう嫌だ。怖いのは嫌だ。

「来ないでって……」

「……おいスルヤ。こいつちっと怖がりすぎじゃねえだか？」

　あれ？

「あんたが馬鹿なことやってるからよ」

「ぎゃ」

　目の前でスルヤが放った矢が、大猿の顔面に命中する。大猿はもがきながら地面に倒れる。

「……ス、スルヤ？」

「しっ」

「おめー、なにするだよ！」

　すぐさま飛び起きた大猿は、相変わらず顔がさかさまで、額に矢も刺さったまま抗こう議ぎの声を上げる。

（──人間なんだ）

　どうやら猿の仮面を上下さかさまにして身につけていた、人間のようだ。紛まぎらわしい真似をしてくれるものである。

　面をもぎとった下からは、顔をお面以上に真っ赤にした少年が現れた。

　年の頃は、おそらくスルヤと似たような感じだろう。小奇麗なスルヤに比べれば、こちらは髪もばさばさの伸び放題、全体にワイルドというか、本当に野の生き物のような少年だ。

「キヨは怖い目にあって傷ついてんの。あんたのデリカシーのない芸につきあってる暇なんてないのよ」

「怖い目？」

「とにかく座長に用があるんだから放っといて。じゃあねバイバイさよーなら」

「あんな、せっかく心配して待っててやったのにそりゃねえだろ！」

　スルヤはさらに腰の後ろから、死んだウサギを投げつけた。

「夕飯のご心配ならそれでなんとかしてチョーダイ。後はウチ知らない」

「め、飯……いやそうじゃなくてな。オラは、おまいさんのことも一緒に待っとって」

　スルヤは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、鞍から降りる。なおも少年は、その背中に向かってまくしたてる。

「ナホバの連中には見つからんかったな!?　勅使兵の見回りにも！」

「ほらあんたも行くわよ、キヨ」

「う、うん……」

　せかされるまま、響子も鞍から降りた。

「あれはね、ガリプ・サヤン。身軽だけど頭は猿。そう覚えとけばいいわ」

　そんなスルヤが先導する道の先には、石と白壁でできた二階建ての家が、丘の斜面に沿って何軒も並んで見えた。

（──やっぱり、日本じゃないよ……）

　砂埃があがる往おう来らいを、茶色い鶏にわとりが歩いていき、地面では子供が猫らしい絵を描いて遊んでいる。

　はな垂れの子供は、スルヤの後ろにいる響子を見て、驚いたように自分の家の中へと逃げ込んだ。

　スルヤが迷わず入っていったのは、そんな村の端にある一軒家だ。大きな倉庫もある庭付きの家で、建物自体は立派だが、手入れが行き届いているとは言い難がたい。周りに比べて格段に──ぼろい。

　廃はい屋おく寸前の母屋おもやの前で、響子より少し年上ぐらいの女性が、掃はき掃除をしていた。

　長い黒髪を背まで垂らし、箒ほうきと一緒にぼんやりこちらを見つめるまなざしは、うつろというか眠たげだ。顔立ち自体は美しいのに、幽ゆう霊れいのように覇は気きがない。

「パミル。座長とスレイマンは？」

　スルヤにパミルと呼ばれた女は、黙って倉庫の中を指さした。

「ありがと。あとさ、この子お願いできる？」

　パミルは、やはり黙って大山羊の手た綱づなを受け取った。そしてそのまま掃き掃除を再開する。本当に幽霊のようだ。

「座長ー、スレイマン！」

　問題の倉庫の木戸は、扉ごと外されていて、中では男二人が木箱に腰をおろし、カードゲームの真っ最中だった。

　戸口に背中を向けていた男が振り返る。響子はびくりと固まる。

　ちょっと顔が濃すぎるが、まあ美形と言って良かった。年の頃は、脂ものった二十代も後半。ウェーブがかった黒髪に、長いまつ毛とギリシャ彫ちよう刻こくばりの端たん正せいなマスク。加えて厚い胸板。好きな人はとても好きだろう──とてもそんな余裕は見当たらないが。

「どうだスルヤ、成果のほどは」

　美形男は、やたらと低い良い声で訊たずねてくる。スルヤは肩をすくめた。

「だめね。ご期待には応えらんなかったわ。それどころじゃなかったもの。ウサギ一匹だけ」

「座長、あっしの勝ちですぜ」

　にやりと笑って、美形男は対戦相手を見やった。

　その座長と呼ばれた側は、響子の父親ほどの男だ。メタボ一直線の実父と違い、とても小柄で痩せているが、木箱に腰をおろす態度は堂々としたもので、長い眉まゆに隠れた眼がん光こうは、猛もう禽きんのように鋭い。

「どうだかな。まぁだ勝負は終わっとらんぞスレイマン」

　明らかに、スルヤの後ろにいる響子を見据えているので、こちらは蛇へびに睨まれたカエルだ。どうしていいかわからない。

「スルヤよ、お前さんの後ろにいる、その可愛い嬢じようちゃんは何もんだ？」

「ああそう、まずそれよ！　あのね座長。この子はキヨ。キョーコ・ミチバ。お宝谷でナホバのごろつきが追剝しようとしてたところを助けたの」

「ほー。そりゃ物騒だな。いけねえいけねえ。海に行っても池ねえな、なんてな」

　スルヤが、眉み間けんに皺しわを寄せたまま振り返った。

「ほらね。このしょーもないおっさんが、ウチらの座長。『赤蜂座』のトアン・ブルゲ」

「……せきほう、ざ？　とあん、ぶるげ？」




「「「そのとーり！」」」




　にぎやかな声が、スルヤ以外にも重なった。

「お声がかかればハミタッドの西に東にどこまでも！」

　いきなり美形男が立ち上がって両手を広げる。

「バーゼル仕込みの華か麗れいな芸！」

　座長のトアンが、いい年とは思えぬスピンを決める。

「損は誰にもさせねえだ！」

　さきほどの曲きよく芸げい少年ガリプがトンボを切り、無表情のパミルが、横で琵び琶わに似た楽器を奏ではじめる。

　最後にスルヤが、道中着ていたマントを、矢や筒づつの装備と一緒に脱ぎ捨てた。

　その下からは、ぴったりと身に沿った短衣と、臍へそが見えるワイドパンツが現れる。

　綺麗にくびれた腰をひねってポーズを決めれば、薄暗い倉庫内に、スポットライトが現れたような錯覚を覚えた。

「愛をふりまきお銭をもらい、困った時は『なんとかなるさ』が合言葉。劇団『赤蜂座』をどうぞヨロシク！」

　──どうもそういうことらしい。

　響子はその場に固まるしかなった。







　こちらがあっけにとられているうちにも、例の二つある太陽が次々と地平線に沈み、一帯に夜がやってきた。

　響子は『赤蜂座』のメンバーに交ざり、母屋の二階で夕ゆう餉げを囲ませてもらうことになった。

「……召し上がらないんですか？」

　パミルが横で訊ねてくる。静かな声だ。

　彼女が木製の椀わんについでくれたのは、わずかに具が入ったスープのようだった。テレビもラジオも存在せず、壁にかけたランプの明かりだけが、薄いスープの表面を照らしている。まだかろうじて湯気がたっている状況だが、口に運ぶ気にはなれなかった。食欲はまったくなく、食べていいのかも──正直判断がつかない。

　今頃は口うるさい母親が、響子の夕食を用意して待っている頃だろう。嫌みの多い人だが、食事作りを放ほう棄きすることだけはない人なのだから。

　テーブルの上座に座るトアン・ブルゲは、食後の酒を手て酌じやくで注そそいで飲み続けている。そして、響子にかわって事情を説明をする、スルヤの声に耳を傾けてる。

「どう思う？　座長。キヨが噓うそを言ってるようにも思えないの」

　スルヤの質問に、ほのかに赤ら顔のトアンはうなった。

「……そうさねえ。こりゃあ……あれだ。噂うわさに聞く『界かい渡わたり』かもしれねえな」

「かいわたり？　砂漠からお宝が飛んでくるのとは違うの？」

「ああ。違う。ぜんぜん違う。この嬢ちゃんな、山どころか世界まるごと飛び越えちまったんだ。スルヤ。お前さんも聞いたことがないかね。この世はパナティーア様がお創りになったが、それとは別の神が創った世界が、無数に連なってるんだってな」

「へえええ」

「有名なとこだとあれだ。なんとあのアルゴスを倒した《名無しノーネーム》の勇者も、元をただせば異界の住人だったって話だ」

　スルヤは、目を輝かせて手を叩たたく。

「すっごい。さっすが座長。界渡りなんだってキヨ」

「ははは。まあ常識中の常識だわなこれぐらい」

「で、キヨはどうしたらいいの」

　トアンは上機嫌の顔つきのまま、静止画のように固まった。

「キヨはね、早く家に帰りたいんだって。その界渡りってやつで飛んできたなら、どうやって帰ればいいの？　誰に頼めばいいの？」

「……あー」

「どうすればいい？　まさか帰れないの？　一生このまま？」

「おいこらスレイマン、下でさっきの勝負の続きといかねえか」

「お、いいですね座長。付き合いやすぜ」

　響子の両目に、ぼろぼろと大粒の涙があふれだした。

「うわ、見ろ。こいつ泣いただよ」

「ガリプゥ！」

　無神経なガリプの呟つぶやきに、スルヤが素早く椀をぶん投げる。だが、響子はもう辛しん抱ぼうできなかった。

「キヨ、ごめんねごめんね泣かないで！」

「あっ、あたしは！　ただ相川君に、好きって言うつもりだったの。学校の帰り道に。ただそれだけなの。ずっとずっと、一年半も想ってたんだよ。あとほんの少しだったの。なのに……どうしてこうなるの？　帰りたい。家に帰りたいよ……」

　声をあげて泣き崩れる響子に、みなかける言葉が見つからないらしく、いっそう響子は声を震わせる。

（あんまりだよ）

　あの時、虫の報しらせなど信じずに、職員室へと引き返していれば良かったのだろうか。そうしたら、理人だけがあの水の女に呑のまれて、消えてしまっていたに違いない──。

「──あ」

　響子は、その事実に思い当たって愕がく然ぜんとした。

　そうだ。どうして忘れていたのだろう。思わずあふれた涙も引っ込んだ。

「……相川君。相川君だよ！　あのとき相川君も、一緒にこっちに来たかもしれない」

「アイカワクン？」

「そうなの。あのね、あたしが水の中に吸い込まれる前に、相川君の方が先に呑み込まれてたの。相川理人。武む蔵さし野の総そう合ごう高校の二年Ｂ組出席番号一番の男子！　どうしよう、もしかしたらまだ近くで倒れてるかも──」

　いても立ってもいられず、響子は椅い子すから腰を浮かせた。一刻も早くあそこに戻って、理人を助けないといけない。

　だが肝かん心じんのスルヤが、微妙な顔をしている。

「スルヤ？」

「……ごめんちょっと待ってキヨ。アイカワ……リヒト……リヒト……アイカワ……」

「どうかしたの？」

「なんかね、どっかで聞いたよーな気が。うーん、ううーん、もーちょっとでなんかこう……」

　いきなり眉間に皺を寄せて、うなりはじめたのだ。

「……き、聞いたようなって。地球の子だよ？」

「変なのはわかる！　でもでもあるんだもん！　もうここまで出てきてるの！」

「そりゃ、聞き覚えはあるだろうよ。今さっき話したばかりじゃねえか」

　トアンが半はん眼がんの呆あきれ顔で言った。

「名も無き者、《勇者》リヒト・アイカワだ」

「リヒト──あー、そうそう！　それ！」

「まったく。これこそ常識だろうが。いわゆる六年前まで、俺たちが暮らすパナケイア全土は、魔ま神じんアルゴスと奴が生み出す魔ま獣じゆうの天下だったわけだ。世界は深い深い闇やみに包まれ、人間は魔獣におびえて、街や村の中で縮こまっとるしかなかった。あれほど好きだった歌も踊りも忘れて、死んだように朝が来て夜が来るのを待つだけの毎日。異界から来た嬢ちゃんには想像できるか？」

　問われた響子は、黙って首を横に振ることしかできなかった。

「ところが！　それを打ち破った英雄が現れた。隣国ウィルタミアより出陣した五ご英えい雄ゆう。その名もハイダル・ワムー、ラーナ・エルン、リヒト・アイカワ、イシュアン・トロール、そしてハギリ。お聴ききくだされこの一曲！」

　え、なに、またあれがはじまるの？

　いきなりテーブルが部屋の隅すみに押し出されたかと思えば、残った椅子を蹴倒して、座員たちのショータイムがはじまった。




　──か弱き民の願いを背に受けて、英雄たちは立ち上がる。

　──《賢さかき者》は知恵をしぼり、《斬り開く者》は未来を拓ひらき、《名も無き者》は勇気を手にして！




　はじめに歌いはじめたのは、濃すぎるイケメンのスレイマン。想像通りのいい声だ。続けてトアンが歌い継ぐ。




　──《目め敏ざとき者》の瞳は千里を見通し、《護りし者》はその手で多くの者を癒いやしていく。

　──魔神の魔の手が伸びようとも、英雄は倒れない。くじけない。

　──幾いく多たの困難を乗り越え、たどりつくは蟲むしの孔あな。世界一の大孔。魔神の居城、夢む幻げん城じよう。




　少ししゃがれた、味のある歌声だ。スルヤが男二人の間で、蝶ちようのように踊り続ける。ガリプが椅子の上で倒立をはじめる（狭いのに！）。




　──《名も無き者》は聖剣をふるう。幼き心に勇者の魂。多くの民の心を乗せ、そして悪は打ち砕かれる。

　──ああ偉大なるかな五英雄。

　──平和は我が手に戻りたり。平和は我が手に戻りたり──。




　ジャアン！

　最後は伴ばん奏そうに徹していたパミルの弦が、ひときわ大きくかき鳴らされる。

　スルヤが余よ韻いんの中でかしこまったおじぎをし、男三人は居もしない複数の観客に向かって、手を振りまくった。全員これ『やりきった』感がすごかった。天井からは、暴れた震動ではがれ落ちた漆しつ喰くいが、ぼろぼろこぼれて雪になっているというのに。

　一人椅子に座って舞台を見届けた響子は──。

「あはっ」

　笑うしかなかった。怖いのに笑うしかなかった。

（このひとたち、ヘン！）

　いったいどこまで役者馬鹿なのだ。

「……み、みんなすごいね」

　半泣きのまま拍手した。おうよとトアンが返す。

「ご覧の通りリヒト・アイカワはな、当時まだほんの子供で、それでも聖剣でアルゴスにとどめをくらわせた本物の勇者だ。スルヤみたいなアホ娘をどかせば、知らん奴はおらんよ」

「ちょっ、ひどい座長！　ウチだって名前がちょっと抜けてただけで、五英雄のことぐらいは知ってるわよ。ちゃんと英サ雄ー譚ガだって踊れるんだから！」

「そんな言いわけ言っていいわけ？」

「むきーっ」

「踊りだけじゃなくて、歌詞の内容も頭に入れてから出直してこい、薄らバカ娘」

　馬鹿にされてスルヤが怒るが、トアンは右から左に流した。

「さて。どうだい異界のお嬢ちゃん、これではっきりしたじゃないか。お嬢ちゃんは俺らの世界のことを何も知らないのに、勇者リヒトのことは知っていた。俺らもお嬢ちゃんの世界のことは何も知らないのに、お嬢ちゃんの想い人のことは知っていた。ってことは勇者リヒトと『アイカワクン』は同一人物ってことだ」

「同じ……」

「さしずめお嬢ちゃんは勇者リヒトと一緒になって、このパナケイアの地にやって来てしまったってとこだな──」




『ちょっとは安心した？』




　ふと頭の後ろで、理人の声を聞いた気がした。桜が咲いていたあの日──はじめて彼と出会った四月の裏門で、響子の恋はゆるやかにはじまったのだと思う。

　優しくて、でも時に寂しげになるあの目には、何が見えているんだろう。何を考えているんだろう。思いを馳せて、毎日が一喜一憂で。

　でもまさか──こんな不思議な世界を見ていたなんて、思いもしなかったのだ。

　相川理人君。まさか君が世界を救った勇者だなんて！

「スープ、温め直しますね」

　知らない景色、知らない匂におい。遠くで獣の遠吠え。

　ランプの光が揺らめく中、パミルからあらためてもらった異界のスープは、やけどしそうなほど熱くて、ほっとするほど美お味いしくて、だからやっぱりちょっと──泣けた。
















　──ねえねえねえ。ナルニアの国に行った子供たちは、最後どうしたっけ？　オズの魔法使いのドロシーは？

（……朝？）

　響きよう子こは、毛布をかぶったまま身じろぎする。

　目覚まし時計のない暗くら闇やみで、時間を把は握あくするのは難しい。こういう時は、無条件で起きてしまうことにしていた。その方が、寝過ごして気まずい思いをするよりずっといい。

「はいはい起きる起きる……っと。うきゃあ！」

　いきなり世界が回転し、響子は床に叩き落とされた。

　頭の上で無情にゆれるハンモックを見上げ、涙目で腰をさする。

「……ったー。何回目よもう。学習しなさいよあたし」

　問もん答どう無む用ようの異世界生活がはじまって、はや二十日が過ぎようとしていた。

　今のところ使わせてもらっている寝しん具ぐは、移動に便利でキャンプのお供、ハンモックだ。いまだにうっかりすると転げ落ちて腰を打つ。

　肝かん心じんの寝心地の方はといえば、羽は根ね布ぶ団とんを期待するだけ無駄な代しろ物ものだが、それでもここでは上等な方なのだとわかっていた。

　寒さを自覚する前に、足元に置いた行こう李りから、服を取り出して身に着ける。

　着替えと言っても、迷うほど数はない。スルヤから着付けの仕方を教えてもらった、現地の上着と簡単な巻きスカートだ。飾り帯の刺し繡しゆうがちょっと可愛くて、これは東京のお店に持っていっても売れるんじゃないかと思っている。

（どうやって売るって話だけどね……）

　刻こく一いつ刻こくと失われていく時間や、引き離されてしまった家族や友達のことを考えても、むやみに涙が出ることがなくなった。それが響子にとっての二十日という時間だった。行李の中に畳んでしまってある、武む蔵さし野の総そう合ごう高校の制服を見た時だけ、まだ少しだけ胸が痛む。直視しないよう蓋ふたを閉めた。

　簡単な身み支じ度たくを終えると、目の前にある垂れ幕をたくしあげ、表へ降りた。

　あたりは響子が寝ていたのと、同じような型の荷馬車が、もう二台とまっていた。たき火をした跡あとも、前夜のまま残っていた。

　何もわからないままこの異世界にやってきて、響子は拾ってくれたスルヤたちの世話になり続けている。その『赤せき蜂ほう座ざ』の面々はといえば、先の週から長い長いオフシーズンを終え、本格的な巡じゆん業ぎようの旅に出てきているのだ。これからさらに、こちらの暦こよみでひと月以上かけて、ハミタッドに点在する町や村を回っていくのだという。

　響子も一人あの村に取り残されるのは嫌だったので、彼らの旅についてきていた。

　視界に広がるのは、どこまでも続く白っぽく乾燥した草地と、ゆるやかに続く川の流れだ。異世界パナケイア名物の、二つある太陽は、明け方のせいかまだ一つしか昇ってきていない。

　さらに川の反対側へ目を向ければ、城壁のように分厚い煉れん瓦がの壁が、町を取り囲むように長く続いていた。

　ここはハミタッドの中東部に位置する、バルバドの町だ。住民はほぼ百パーセントがシュロ族だと聞いている。

　入り口の門には、複雑に絡み合う蔓つるをかたどった紋もん章しようが掲げてある。

　あの蔓は風ふう紋もん樹じゆといい、シュロ族の象徴だ。族長から枝を分けてもらった里という意味らしい。

　この規模に見合わぬ巨大な外壁が、中にいる住人を外敵から守ってきたのだという。ある時は時の施し政せい者しやたちに歯向かい、またある時は宿しゆく敵てきナホバ族からの侵攻を防ぎ、またある時は、魔ま神じんの放った魔獣からその身を守った。どこまでも独立独歩、『まつろわぬ民たみ』そのものの壁。

（……全部座長とかからの受け売りだけど）

　とはいえ、まだ微妙に薄暗い光の下、数々の逸いつ話わを背負った堅けん牢ろうな壁が、いっそう作り物めいて響子の目に映った。

　昨日の夜は町の中心部には入らず、壁の外で野営をして終わったのだ。座員全員が泊まれる宿がなかったり、予算が厳しいときは、こんな風に過ごすこともままあった。

　しかし、まさか自分が一番乗りか──？

「よう、起きたなキヨ」

　やはり上には上がいるようだ。スレイマン・ユンサルが、たくましい腕で馬の手入れをしていた。

　馬の体温と彼の体温で、空気中に蒸気があがって見える。朝っぱらからなんとも言えぬ濃い空間。

「おはようございます。スレイマンさん」

「ずいぶん寝過ごさなくなったじゃないか。こっちの暮らしも板についてきたって感じだな」

「えっと……」

「ああまあ、板につきすぎちゃまずいんだろうけどな！　ぶはははは！」

　──大笑いで語ってくれる。

　デリカシーがあるのかないのか、いまいち微妙な環境で響子の命はつながれていた。

「最初はほんとにひどかったよな。寝床から出てこねえわ、服の着方もわからねえわ、一人で便所にも行けねえわ──」

「やめてくださいよ！　仕方ないじゃないですかはじめてなんですから！」

「おう、もういっぱしだ。そんなわけでいっちょ仕事を頼まれてくれねえか。水くみだ」

「わかりましたよ。でも、どこに行けばいいですか？　あそこの川からですか？」

「いや、直接くむのはまずい。汚染が怖い。入ってすぐの教会を目指せばいい。共同の井い戸どがあるそうだ」

「教会……ですね。わかりましたっ」

「念のためな。万一まだ邪気が残ってた時が怖いんだ」

　なんでも六年前までは、魔獣なる怪物のせいで、飲み水さえも浄化なしには飲めないことが普通だったらしい。聞けば聞くほどひどい環境だが、そんな状況を打破したのが、あの相あい川かわ理り人ひとだと聞けば、もうびっくりを通り越して呆れるしかない。

（勇者だって、勇者。聞いてないよ相川君）

　目もつ下かの響子の目標は、この巡業について回りながら、この辺りのどこかにいるはずの『勇者リヒト』にまつわる情報を集めることなのだ。

　スレイマンから木き桶おけを受け取り、町の入り口へ走った。

　バルバドの市街地は、漆しつ喰くいの白壁と赤茶の屋根で統一された家々が建ち並び、思ったよりも居心地がよさそうだ。部族のシンボルツリーである風紋樹は、二階建ての建物の向こうで、空に向かって無数の手のように枝をのばしている。

　今日から地域の祭りが始まるので、軒のき先さきには鮮やかな飾り物が下がり、いっそう賑にぎやかな感じがする。『赤蜂座』も稼ぎ時だろう。

　スレイマンの言う教会は、すぐに見つかった。

（じゃあ井戸は……）

　響子はぐるりとあたりを見回した。

　ひとつ先の十字路に、それらしい水場があった。錆さびかけの滑かつ車しやが付いた井戸だ。

　蓋はされておらず、あればいいなと思ったポンプも設置されていない。レッツ人じん力りき。

「……しょーがない。やるか」

　響子は覚悟を決め、腕まくりをしてロープを引っ張り、滑車を回す。

　東京にいた頃は、蛇口をひねれば、水どころかお湯が出てきた。移動は馬車ではなく車や電車だった。なんだかもうずいぶん遠い昔のことのように思えてくる──。




　──しゃあん！




　響子は、ロープをつかんだまま、ぼんやりと振り返った。

（あの音は……スルヤ？）

　小気味いい鈴の音が、通りの向こうの広場で鳴り響いている。

　響子は、くみ上げた水を桶に移すと、広場へと近づいた。

　朝もやのただよう町の広場に、人だかりができていた。男はみな頭に布を巻き、女は薄いベールをかぶる。イエンマルドでは一般的な装しよう束ぞくだという。朝の仕事や祭りの準備の途中で手を止め、目の前のそれに見入っているようだ。

　輪の中心にいるのは、唯ゆい一いつ金髪をさらす踊り子。『赤蜂座』の看板娘スルヤだ。

　薄いショールの両端を持ち、手首と足首に細かな鈴をつけているので、舞い踊るたびにしゃらしゃらと鳴り響く。

　踊る衣装こそ旅装束だが、身のこなしや体つきは、素人しろうとのそれではない。何より、本当に楽しそうに踊るのだ。




「求めるものは、いとしき面おも影かげ。星の報しらせを待ち続け」




　踊りながら、首都で人気だという恋こい歌うたを口ずさむ。こちらは多少鼻にかかって調子っぱずれだが、それもまたスルヤの個性のように思えた。等身大の恋する乙女おとめの歌にはぴったりだ。

　一曲たっぷり歌い踊ると、スルヤは愛あい想そうよくにっこり笑った。

　観かん衆しゆうは、惜しみない拍手を送る。

「いい踊りだったよ。あんたうまいね」

「ありがとう。よかったら舞ぶ台たいも見に来て！」

「あんた芸人さんか？　踊り子かね？」

「そうなのよー、色男のおにいさん！　川原かわらの天てん幕まくで公演するから。バーゼル仕込みの歌に踊りにお芝居に、たっぷり見せるからぜひ来て！」

　齢よわい七十は超えていそうなご老人にも、スルヤはリップサービスを忘れない。

「もっちろん、懐かしの定番だっておさえてるから。そうだお兄さん、ウチと一緒に『牝め牛うしの踊り』でも踊らない？」

「わ、わかった。いつからだ！」

「わしも行くぞお！　かみさんも一緒でいいか」

「当たり前でしょー。老ろう若にやく男なん女によみーんな歓迎。お待ちしてるわ！　『赤蜂座』をどうぞヨロシク！」

　両手を振って、まさしく営業スマイルの嵐あらし。こういう如じよ才さいなさは、本当に関心してしまう。

　住人の波が引けてから、響子は控えめに声をかけた。

「スルヤ、お疲れ」

「あ、なんだ。キヨも来てたの」

「うん。いつ声かけようかって迷っちゃったよ。すごい人にん気きだから」

　金髪の踊り手は、額ひたいの汗をぬぐって目を丸くした。

「人気？　冗談じゃないわよー。こんなのぜーんぜんだから。じい様ばあ様は朝早いから、今のうちにがっつり客寄せしておかないと。祭りの日っていうのは稼ぎ時であると同時にライバルも多いのよ。後でまたあらためて宣伝に来るとして……っていうかキヨ！　見てたなら手伝ってよ」

「だ、だって。手伝うって言われても、何していいかわからないもん」

「しっかりしてよもう。ウチとあんたの二人で『美び貌ぼうの踊り手姉妹がお待ちしてまーす』ってやれば、またちょっと客足がのびたかもしれないのに」

「美貌の姉妹は、ちょっと、その……」

「ちょっとナニ？」

　半はん眼がんで問われる。

「い、いろいろサギになっちゃうんじゃないかって」

「あーっ、だめだめ！　弱気は万まん病びようのモト貧乏のモト！　キヨは勇者リヒトを探したいんでしょ？　目立つ時は目立たないと。服もちゃんと来た時の格好で、ばーんと注目あびるの。弱気なことばっかり言ってたら、いつまでたっても『ちきゅう』に帰れないわよ」

「う、うん……」

　その一言を言われると、大変弱い。

「ねえキヨ。もし勇者リヒト様に会えたらさ、ちゃんとウチらのことも話してね。キヨを助けてあげたのはスルヤ・メーアさんですって」

「それは、もちろん、そのつもりだけど……」

「うっふふふ。考えてみれば、ウチってば未来のウィルタミア妃ひと知り合いになっちゃったようなもんだよね」

「ばっ、なにそれ！」

「だってそうでしょ？　アルゴスを封印した五ご英えい雄ゆうは、ウィルタミアの王様にむちゃくちゃ褒められて、金銀財宝いーっぱい貰もらったって聞いてるよ。そんで、一番の家か臣しんに取り立てられて、夢みたいにいい暮らししてる人もいるって」

　スルヤは機嫌良く話している。

「なんたって世界を！　救ったんだからさ。跡あと継つぎに指名されちゃてもおかしくないじゃない」

　響子は、あまりのことに口を開けてしまった。

「……じょ、冗談きついよ。いくらなんでもそんな」

「だ、か、ら、フツーの人とかコーコーセーとか、それはそっちの世界での話でしょ！　こっちでいくら貰ってても、使えないんじゃ地味にするしかないじゃない。キヨの世界での『フツー』は、世を忍ぶ仮の姿ってやつ」

「仮の姿……」

「で、こっちに帰ってきたなら、もう遠えん慮りよなんていらないだろうし。キヨ、もし勇者様とウィルタミア行くなら、ウチも連れてって。お妃きさき様専属の踊り手になってあげるから」

「馬鹿いわないで！　だいたい意味がわからないんだけど。あたし告白すらしてないんだよ、相川君に」

「そっちこそ馬鹿よー。そこは罪悪感につけこみまくればいいだけじゃない。『ああっ、リヒト様っ、あたくしをこんなことに巻き込んだ責任をとってくださいまし！』『おお可か哀わい想そうな小鳥よ。僕の小指にとまっておくれ。一生面倒をみてあげよう』『リヒト様♡』『キョーコ姫☆』って感じにもうイチコロ三食昼寝付き──痛い痛いキヨ痛い！」

「いいかげんにして！　あたしそんなことしないから！　この大だい根こん役者！」

　ぽかぽかとスルヤの背中を叩き、スルヤは悲鳴をあげて逃げ回り、けっきょく笑う彼女につられるように、苦笑する自分がいるのだ。

「相川君はそんなにキモくない」

「ごめんごめん。冗談だって」

「……なんかもう、気が抜けてくるじゃない……」

「いいじゃない抜けちゃえば。泣いてばっかりじゃ疲れるだけよー」

　うん。たぶんそうなのだろうね。

　一歩間違えれば、不安で不安でどうしようもなくなる毎日。それでもなんとか立っていられるのは、スルヤのような底抜けに『適てき当とう』な感性に助けられているところも大きかった。

　そして昼になってからはじまった公演は、天幕の最前列をお年寄りが埋め、なんだか老人ホームの慰い問もんのような雰囲気になっていた。

　座長のトアンが、よく回る口上で司会を続ける。観客はめいめい豆菓子や麦酒ビールを片手に、のんびりと声援を送る。

「──さあさあみなさん、お楽しみいただいておりますか！　歌に踊りに小芝居に軽かる業わざも！　『赤蜂座』の魅み惑わくのひと時。『おとぼけガリプのあべこべナイフ投げ』に続きまして、再び一座の看板娘、スルヤ・メーア！」

　公演用に美しく着飾ったスルヤが、鳴り物と一緒に舞台中央へ登場する。

　おじい様たちは楽しげに拍手を送る。

「続いてスレイマン・ユンサル！」

「きゃああああああ！　ユンサル様あああああ！」

　胸元のはだけた金ラメの衣装が、怖いぐらいに似合っている。こちらは主におばあ様たちが歓声をあげた。

「二人のコンビでお送りするのは、イエンマルド宮きゆう殿でんに伝わる伝統の──」

「おいおい、そんなんどうでもいいわ！」

　一転して、歓声からブーイングが飛んだ。

「都の気取った踊りなんてやられてもな、わしらはちいとも面白くないわ。よく分からんはやり歌も結構！」

「そうだそうだ！　もっとぐうっとくるのやってくれ。ぐうっと」

　舞台裏で公演を見守る響子の方が、どうにもできずにはらはらしてきた。

　しかし、さすがは海うみ千せん山やま千せんの座長であった。そこまでやわではなく、すぐさま満面の笑みでうなずいた。

「もちろんですともお客様。それでは皆さんもご一緒に──」

　繊細で複雑なリズムを刻んでいたパミルの伴ばん奏そうが、いきなり哀あい切せつたっぷりの民みん謡ように変わる。トアンの顔も哀切を帯びる。ぐっと拳こぶしを握りしめる。

「──惚ほれて、一緒になったんだ。苦楽を共にしてこそ夫婦めおとの情。今日も苦労かけるねお前さん。男と女の手た綱づなさばきは南部の妙。聴いてください、『めおと鞍ぐら』──」

　歌を託されたスルヤもスレイマンも、しっとり情感豊かにそれを演じ歌い上げる方向に舵かじを切った。

　お年寄りは大変喜び、舞台はそのまま、ハミタッド民謡ショーに徹して終了した。







「──あーっ、つかれたっ！」

　天幕の垂れ幕が上がり、最後の舞台挨あい拶さつを終えたスルヤが戻ってくる。

　響子から果汁入りの瓶びんを受け取ると、どすんと草の地面に腰をおろしてしまって、綺麗な衣装が汚れやしないか冷や冷やした。

「おつかれさまスルヤ」

「ありがとー。もー生き返るー」

「すごい大受けだったじゃない。後ろにいてもね、拍手とか歓声とか聞こえてきたよ」

「──そうね。途中からね」

　スルヤは仏ぶつ頂ちよう面づらで答える。

　どう返せばいいか反応に困っていると、トアンが近づいてきて言った。

「おう、どうだアホ娘。これでわかったろ。ここでバーゼルの真ま面じ目めな演目なんて入れても受けねえんだ。いいかげん諦めろ」

　むくれたスルヤは、あぐらをかいたまま尻しりの向きを変えた。

「ス、スルヤ？」

「放っとけ嬢ちゃん。こいつはな、バーゼルでやってた公演が忘れられねえんだ。こっちはこっちで受けるネタが違うってのに、往おう生じよう際ぎわが悪いやつだまったく」

「…………ウチは、牝牛の踊りでお尻ふりふりするために役者になったわけじゃないもん」

「それも芸だ。立派な芸だ。一番受けてたじゃねえか。名めい誉よに思え」

「イ、ヤ！」

「なんだ尻ぐらい。べつに減るもんでもねえべ」

　通りすがりにぼそりと呟くガリプに、スルヤが猛もう然ぜんと振り返る。

「あんたはいいわよ、お笑い役はどこ行ってもお笑い役だから！」

　道どう化け役の奇抜な衣装を着たガリプは、ヒステリーに巻き込まれてはたまらないとばかりに逃げ去った。スルヤはトアンに食いついた。

「ねえねえ座長。一生のお願い。もっかいだけ試させて。一回だけでいいから」

「だめだだめだ！　この話は終了！」

「座長ー！」

「さっさと着替えろ。着替えたら後こう援えんの町長さんとこで宴会だぞ。んなむくれた顔でご挨拶したらケツを蹴飛ばすぞ」

　トアンは言い捨て、楽屋代わりの幌ほろ馬車の中へと入っていく。

　残されたスルヤは、怒りのあまり真っ赤な顔で眉を吊つり上げ、

「どいつもこいつも、ケツケツケツ、うるさいっての──っ！」

　土のついた自分の尻をばんばん叩きまくっていた。







　──なんだか反省してしまった。

　あの能天気娘のスルヤにも、悩みというものはあるわけだ。

（まあそうだよね。無いほうがおかしいよね）

　座長が言った通り、響子たちはバルバドの町長宅で、町長主催の宴うたげに参加していた。

　宴会場となった屋敷の広間には、大小のごちそうに加え羊の丸焼きまで運び込まれ、音楽や酒の勢いもあってかなりにぎやかだが、響子は隅で小さくなって考え込んでいた。

　ようはスルヤは都会風──イエンマルドの首都バーゼルの舞ぶ踊ようや芝居がやりたいけれど、ここハミタッドでは地元の民謡や、たわいない宴会芸の方が好まれる。方向性の違いに悩むアーティストと考えると納得がいくかもしれない。

　響子の好きなバンドも、そのあたりに悩んで『無期限休止』してしまったし（解散とは言いたくないファン心理だ）。

　やりたくない演目をやらされるなんて、普通に苦しいしつらいだろう。

「なあおいキヨ、その揚げ肉、食わねえならオラが食うだよ？」

「ダメダメじゃん！」

「ひいっ」

　唐突に叫ぶ響子に、ガリプがびくりと飛び退のく。

「あ、ごめんねガリプ。好きに食べていいよ？」

「んなこと言われて、食う気にはなれねえべよ……どうしただか」

「んー。なんていうかね、あたしったらスルヤのことなんにもわかってなかったなーって思って」

「は？　スルヤんこと？」

「そう。踊りのこととか。あたしね、スルヤがそんなに悩んでるなんて知らなかったの。いつも元気で楽しそうだったから。なのにあたしったら自分のことだけ精一杯で、助けてもらってばっかり──そういうの良くないよね」

　するとガリプは、けらけらと笑い出した。

「なーに言ってんだキヨ。おめえそっだらことで悩んどんのか！」

「そんなことってなによ。あたしすごいいっぱい考えて」

「無駄無駄。意味ねえって。スルヤのやつがあれしたいこれしたいなんてワガママこくんはいつものことだべよ。自分でわかってて口に出してみたくなる病気だべな」

「び、病気」

「んだ。ほんとに実現できるなんて思ってねえだよ。座長に蹴られるとこまで毎回同じ。風か邪ぜ引くようなもんだべ」

　なおも複雑そうな顔をしている響子を見て、

「見ろ、もう治っとる」

　ガリプは肉の油あぶらのついた手で、自分の背後を指差した。

　スルヤは上座の町長殿の前で、牛の耳飾りをつけ、『お尻ふりふり』牝牛の踊りを披露していた。

　伴奏はいつものパミルで、牛飼い役のスレイマンと一緒に、二人とも乗りに乗っており、底抜けの笑顔だ。とても荒れて嫌がっていたとは思えない感じではある──。

「このオラが言うから間違いなかんべ。気にするだけ無駄だ。無駄」

「…………そうなのかなあ……」

　あちこちで拍手や歓声が上がる中、自分の手元を見つめ直した、その時だった。




「勇者リヒト？　五英雄の勇者リヒトですか？」




　響子は、がばと顔を上げる。全身が大きな耳になる。

　問題の町長の隣で、接せつ待たい役に専念していたトアンが、話のついでのように切り出していた。

「ええ。他でもないバルバドの町長様なら、何かご存じかと思いまして。そういう話は聞いてらっしゃいませんか。うちの座員が探してるんですよ。なあキヨ」

「は、はい！　そうなんです！」

　響子は、あわててその場に起立した。

　念のため、学校の制服を着てきて良かった。みなの視線がこちらに降り注そそぐが、ひるんでいる場合ではない。

「あ、あの、相川君──じゃない、勇者リヒトがこのあたりに現れたって話をご存じないですか。実際に見たわけじゃなくても、最近見かけたっていう噂うわさだけでもいいんです。お願いします！」

「こいつはですね、勇者リヒト様に個人的な縁えんがあるらしいんです。できれば会わせてやりたくてですね」

　髭が立派なバルバドの町長様は、酔いがさめたように困惑した表情になり、側近たちの男たちを見返した。「どうだ？」「さあ──」と首をかしげ合っている。

　うう、やはりここでもダメなのか。

「君。勇者リヒトが来ているのは確かなんだね？」

「た、たぶん……そうだと思うんですけど」

　はっきりとした確証があるとは言えない。だが、今は唯一の糸口なのだ。

「そうか……申し訳ないが、あいにく私の知る範囲でそういう話は聞いたことがないね。力になれなくてすまないが」

「い、いえ。とんでもないです！　とってもありがたいです。はい」

「かの魔神アルゴスがいた時期でも、五英雄が国境を越えてイエンマルドに来たことはないだろうに。なぜ今になってハミタッドくんだりまで？」

　その時、町長の横にいた側近の一人が、町長に耳打ちをした。町長の顔色が変わる。

「──まさか、首しゆ長ちようの差し金か？　南部平定には勅ちよく使し兵へいだけでは足りないと、勇者の力まで──」

「いやいやいや！　町長様、何もそこまで大げさな話じゃあないのです。お気になさらんでください」

　緊急会議の一つも開きだしそうな町長に、トアンがあわててフォローを入れた。

「酒のつまみ程度に思っていただければ」

「……ならいいが。場合によっては、ことの次第を族長に報告しなければならない」

「わかりますとも。いたずらな発言、平ひらにお詫わびいたします」

　町長は、ほっと息をついて杯さかずきに口をつけた。

「君らも移動が多いなら、見たことがあるだろう。平原にはためく勅使兵の旗はたを」

「ええ。ええ。『三さん刀とう』カヤジの赤旗。最近とみに増えておりますな」

「いまいましい。シュロとナホバの和合を目指すと言ってはいるが、首長がハミタッドに干渉しても火事が大きくなるだけだろうに。我々の土地のことは我々で決める。あんな条件でどう和議を結べと言うのだ」

　そう言い捨てる様は、いかにも独立意識の高い、南部の男の発言だった。

「指揮官はカヤジの道楽息子で、取るに足らぬとも聞いておりますが」

「だからこそだ。現場は道楽息子の実績作りに必死で、とにかく退ひくことを知らない。カヤジの面目をつぶさないことしか頭にないから、我々がなぜ首を振らぬのか理解できないのだろう。愚かなことだ」

「ニーダ様は何をお考えですかね」

「族長も──」

　町長は、ますます難しい顔つきになった。

　ここで彼らの言う『ニーダ様』とは、正しくは、ニーダ・シェルニのはずだ。シュロ族を率いて治めるシェルニ家の頭とう領りよう。なんと珍しいことに女性だという。

「あの方は、まだすべてにお若いのだ……」

　本来家か督とくを引き継ぐ弟が若年のため、特例でシュロ族の長おさの位くらいについている姫君だと、前にトアンが話していた。

　普通ならハミタッド東部の中心地、アミダラにある城の奥深くで、由ゆい緒しよ正しい族長の姫として、蝶ちようよ花よと育てられていたはずなのに、難題の渦中に放り込まれた気の毒な方だともっぱらの噂だ。ちなみに俗ぞくな方の噂によれば──相当の『美女』、らしい。

　しかし、実際に若すぎる族長を守る臣下は、先行きが見えずにピリピリしているようだ。

「なんにしろ、今話すことではないな。せっかくの酒がまずくなる」

「お、これはいけない。キヨ、スルヤでもいい。町長様に酌しやくを」

「いや、もう結構」

　町長は杯をテーブルに置いた。

「赤蜂座さん。ここを出たら、どちらへ行かれるおつもりか」

「──いえ。まだ、これと決めたところは」

「気ままな旅、か。羨うらやましい話だな。君ら芸人が太陽の下に髪をさらすのは、部族というしがらみを捨て、芸の道に邁まい進しんすることをパナティーアに誓うからだそうじゃないか。じっさい君らならどこにでも行けるだろう。シュロもナホバも関係ないのだから。いや、本当に羨ましい」

　町長の言葉に、トアンはやや不意を打たれたような顔をしていたが、すぐに気を取り直して平へい伏ふくした。

「ええ、ありがとうございました」

「祭りに華を添えてくれて助かった。みな喜んでいた」







　ねぎらいを聞くトアンの顔が、なかなか晴れなかったのが不思議だった。

　響子たちは町長の屋敷を出た後、全員で夜道を歩き、天幕のある町外れへと向かった。すでに界かい隈わいの店や屋や台たいも店じまいをし、明日の再開を待つ状態になっていた。人通りもめっきり減っている。

「──しくじりやしたね、座長」

　スレイマンの台詞せりふに、トアンが小さく舌打ちした。

「うるせえ。こういうこともあらあな」

「はじめは良かったんですがねえ」

　何が起きているのかわからないのは響子だ。

　どういうこととスルヤに訊ねると、彼女は小声で返す。

「延長失敗ってとこ」

「延長？」

「そ。この祭りが終わったら、速攻で町を出なきゃいけない。結婚式とか、新しい仕事もなし」

「ああ……」

　あまり嬉うれしい展開ではないということらしい。

「それならそれで、どっか新しいとこ紹介してくれると良かったんだけど。なんかそういう感じでもなくなっちゃったし」

「残念だね。スルヤ、あんなにがんばってたのに……」

「ほんとよもー。途中までは調子よくやってたのになあ」

　スレイマンと同じようなことを言っている。

「……え、でも待って。つまりそれって、あたしのせい？　相川君──ううん、勇者リヒトがどうとか話題に出しちゃったから。場が盛り下がっちゃってそれで」

「いいのいいのきーにーしーなーい。何が受けるかなんて、毎回時の運だもの。今回はたまたま運と虫の居い所どころが悪かっただけ。それだけ」

「でも」

　簡単に流してしまっていいものなのか？　大変だろう。次の興行場所が見つからないなんて。

　スルヤはスルヤで、立ち話で遅れてしまった先頭集団に、小走りで駆け寄っていく。

「ねえねえ座長！　どうせなら次はナホバの領地にまで行っちゃわない？　ウチ、知らないとこに行ってみたい」

「ばっかやろう。おめえどんだけ大回りする気だ」

「いいじゃねえですか座長。こういう時は新しん規き開かい拓たくですぜ」

「おめえらの無む謀ぼう話につきあってたら、命がいくつあっても足りねえや」

　──あの日。右も左もわからないところを拾ってもらい、守ってもらって助けてもらって。旅にも連れていってもらって。でもかわりに返せるものが、なにも──ない。

（……あたし、ちょっとどころじゃなく役立たずじゃない？）

　参った。なんだかひどく、苦いものを飲み込んでしまった気がした。





　　　　　＊＊＊






　一つ町を後にすれば、次は新しい公演場所を目指して移動がはじまる。それが劇団『赤蜂座』の定さだめだ。

　バルバドの町から、再び南下を続けて数日。座員のパミルが、まるで神しん託たくを告げる巫み女このように、おごそかに囁ささやいた。

「さあ、キヨ。今日こそがんばってみましょうか」

　彼女の右手には、得意の楽器ではなく、獲物のウサギが入った麻袋がさがっている。左手には、ばちではなく肉切り包丁が光る。

　響子はひたすら脂汗を流してうなっている。

「ううう……」

「さばくのです」

「ううううううう……」

「皮をはぎます。切り分けます」

「うううううううううううう……」

「簡単です。やってしまえば踏ん切りがつきます」

　──わかってはいるが！　現代女子高生としてはハードルが高すぎるのだ！

「……き、今日はほら、普段着洗濯しちゃってるから。制服着てるし、汚れるの嫌だし、また今度とか！」

「そのために前掛けというものがあります」

「ウサ……ウサギか……小学校の『しいく・さいばい係』でお世話したな……」

「キヨー、べつに無理しなくていいんだよ？」

「いいえ、キヨはやると言っています。信じてあげることも大事です」

　スルヤは「ほんとに平気？」と、いぶかしげに通り過ぎていった。

　──そう。一応、やる気はあるのだ。やる気だけは。

　せめてスルヤが獲とってきた獲物を、自力でさばけるようになりたいと思ってはいるが、現実は厳しい。センター試験より厳しい。

「…………せっ、せめて死に済みのを」

「大丈夫、死んでます」

　即答。もはや逃げ場はない。

　脳のう裏りでウサギのピョン吉がぐるぐると周り続けるが、響子は意を決して肉切り包丁とウサギ入りの麻袋を受け取った。

　袋は、ずっしりと重い。

（い、命の重みとか考えちゃいけない……）

　無心。無心。心を無にするのだ響子。

　なんとか袋の口をほどこうとしたら、中身がいきなり蠢うごめいた。

「ぎゃああっ！」

　驚いて袋を放り出す。その中から、真っ白い『鳩はと』が飛び出していった。

　くるっぽー、くるっぽーと、鳩は青空にはばたき、残った袋の中には、土がついた芋いもがつまっていた。

　パミルは涼しい声で呟いた。

「不思議です。ウサギが鳥になりました」

「……って、パミルさん！　パミルさんがやったんでしょ！」

　あれは手品の時に使う鳩だ。

「皮むき、お願いしますね。死んでますから」

「……わかりましたよもう。パミルさんの意地悪」

　意外に面白がり屋のパミルは、舞い降りてきた鳩を手に止まらせ、馬車の方へと消えていった。実際──ちょっとほっとしているのは確かなのだ。

　響子は芋入りの袋を拾い上げ、目についた丘を登った。一番上で腰をおろし、あらためて芋の袋を開ける。

　夕ゆう餉げを前に休憩する座員たちが、停めた馬車ごと一望できる場所だった。

　パミルに言われた通りに皮をむきながら、なんとはなしにため息が出た。

（なにやってんだろうなあ、あたし）

　もう少しできることを増やしたいと思ってはいるが、道のりは険けわしい。

　あれからまた二つほど、『赤蜂座』は近隣の村をめぐってきた。

　一つ目は祭りがすでに終わっており、二つ目は偶然開かれていた結婚式の余よ興きように参加こそできたが、出番があったのは道化のガリプと、伴奏役のパミルのみ。メンバー全員で、劇団らしい仕事ができたとは言い難い。

　それでも彼らは慌てず腐くさらず、次のチャンスがあるさと旅を続けている。

　今も幌馬車の屋根の上で、ガリプがジャグリングの練習をしている。次々にボールを放り投げては馬車の上を行ったり来たり。器用なものだ。

　スレイマンとトアンは、たき火の前に腰をおろして話し込んでいる。次の巡業先について相談しているのだろうか。

　スルヤは少し離れた場所で、ベール片手に踊っていた。

　あれはバルバドの町で、住民相手に踊ってみせたバーゼルの踊りだ。

「……やっぱり諦めてないんじゃん、スルヤ」

　それともあれも、すぐに治る『風邪』の一部なのだろうか。

　彼女の上品でしなやかな体の使い方と、ややあどけない歌声を見守っていると、確かに『牝牛の踊り』は合ってないなと思う。それよりはもっと年とし相そう応おうな、可か憐れんな娘役の方が映えそうだ。いっそ思いっきり悲劇にしたりして──。

「って、何考えてるのよ。集中集中」

　妄もう想そう禁止だ。せめて芋ぐらいちゃんと剝むけ。

　身を入れて包丁を持ち直した──その瞬間。ゴウ！　といきなり背後で風が吹き荒れ、次いで激しい光が瞬またたいた。

（まぶし！）

　まるでカメラのストロボだ。振り返ったところでまともに光を見てしまい、くらくらしながらその場にうずくまる。ブラックアウトしたままの視界で、人の声だけが聞こえてくる。

「──ようこそいらっしゃいました皇おう子じ。これにて転移完了にございます。お待ちしておりました」

「貴様らに待たれるいわれはない。アルメッソに言われて来ただけだ。すぐに帰る」

「戦況をご報告してもよろしいでしょうか──皇子？　皇子どちらへ？」

　転移完了？　なんの話？

　いったい、何がどうなっているのやら──。

「おい、女」

「！」

　いきなり頭をわしづかみにされ、死ぬほど驚いた。

　響子は悲鳴を上げ、反射的に包丁を振り上げる。カン！　と硬い金属の何かにあたった。

　だんだん、暗く塗ぬりつぶされていた目が慣れてくる。響子の視界いっぱいに、武装した兵士が映った。本当にすぐ目の前だった。

（は──）

　兵士は黙って、こちらを覗のぞきこんでいる。

　真新しい輝きを放つ、鎖くさりの帷かた子びらと鉄てつ兜かぶと。兜の先端には、派手な緋ひ色いろの羽根飾り。腰には黄金のサーベルをさげている。

　響子の包丁は、その真新しい鎧よろいの、板金部分に当たって止まっていた。

　なんというか、この状況はモウ。

（コロサレル）

　死。死だ。

　逆光に顔の大半がかき消される中、その兵士が喋った。

「面白い服を着ているじゃないか、女。譲ゆずる気はないか」

　刃を向けられたことよりも、なぜそれが来るのかわからなかった。服が欲しい？

「…………あ、あの、これ、大事な服なんです。ないとすごい困るって言いますか」

「バイヤーンの言うことが聞けぬというのか」

「──皇子！　それは旅芸人の女です。気やすくお近づきになりませぬよう！」

　後ろからの忠ちゆう告こくに、兵士が振り返る。

「……なぜそうだとわかる」

「髪をさらして往おう来らいを歩く娘は、異人か芸人と相場が決まっております」

「では異人かもしれぬぞ」

「屁へ理り屈くつを言い合っている暇はございません」

　兵士は「くそが」と舌打ちした。

「女。名は」

「き、響子。路みち葉ば、響子」

「名前まで変わっているな」

「バイヤーン様！」

「わかっている！　少し黙れ！」

　怒鳴りながらきびすを返した。

　その先には、短気な兵士と同じような格好をした戦士たちが、そろいの馬に乗っていた。甲かつ冑ちゆうの戦士の他にも、黒いローブを着た、魔法使いのような男たちもいる。みな巻き布で頭を覆い、剣のかわりに杖つえを持っているので、噂に聞く呪まじない師か魔術師かもしれない。

　問題の兵士は、隊列の途中で止まっていた空馬に乗り込み、他の戦士たちと一緒に移動をはじめた。

　ぞろぞろ、ぞろぞろ、物々しい騎馬隊の列は丘の向こう側へと吸い込まれ、やがて響子の視界からも消えていった。

（……服って、自分で着るの？　もしかして）

　ほとんどギャグになる気がするのだが。女子高生のブラウスとスカート。＋エプロン。

（というか）

　今頃になって、いつ斬られてもおかしくない状況だった恐ろしさがこみあげてくる。ぞわりと全身が総毛だった。

　響子は取るものもとりあえず、目の前の斜面を駆け下り、スルヤのところへと突っ走った。

「スッ、スルヤスルヤスルヤスルヤスルヤスルヤスルヤ──っ！」

「なに、キヨ？」

「スルヤ──っ！」

　半泣きでその首に飛びつく。

「ちょっ、なんなのいったい！　落ち着いて！」

「あ、あのね。これこれああでこうでこうすんごい怖い目に」

　一連の話を終わりまで聞いた、スルヤの返答は短かった。

「ああ、それってカヤジの兵隊じゃない？」

「カヤジの兵隊？　……って、前に言ってた勅使兵のこと？」

「そう。イエンマルド首長の勅命を受けた、最強の軍団、なんですって」

「ひえ」

　恐ろしい人たちに会ってしまったものだ。

「だいじょーぶよ。べつにのべつまくなしに襲いかかるわけじゃないから。普通にしてればこっちなんて道端の石ころよ。あんたは石よりちょっと目立ってただけ」

「ほ、ほんと？」

「隊列に旗があったでしょう。旗印の赤い獅し子しは、『三刀』の一つカヤジ家の紋章ね。今の首長はカヤジ家から選出されてるから。それで、今回の遠征はカヤジの第一皇子だか第二皇子だかが指揮してるって話だけど……あんた見た？」

　響子は首を横に振った。とてもではないが、誰が誰など見分けている余裕はなかった。

「もう何がなにやら……とにかくびっくりして……」

「んー、残念。ウチも一度見てみたかったんだけど。けっこう有名人らしいのよ。放ほう蕩とう三ざん昧まいのぼんぼんで、父親の愛あい妾しようにも手を出したとかなんとか。腹違いの弟の方がまともで跡継ぎにむいてるって話よ」

「最悪だね……」

「そう？　でもさー、ちょっとぐらい悪いやつの方が、つきあってて面白いじゃない。ティマーニにある離宮には、皇子が趣味で集めたコレクションがいっぱい並んでるんですって。見てみたくない？」

「えー、やだよそんなの。彼氏なら優しくて誠実な人の方が絶対いいよ」

「はいはい、勇者リヒトね」

　適当にあしらわれてしまった。お前なんて、悪ぶっただめんず君に遊ばれてしまえと思った。

「そういうスルヤはどうなの。ガリプは？　あのまま放っといていいの？」

「は、なにそれ。意味わかんないしありえないんだけど」

「そうかなー。好きなんだと思うんだけどなあ。スルヤのこと」

「ないない。あれは人じゃなくて猿。人の形をした猿っぽい馬鹿よ」

「ひっどい言い方」

「アリエナイカラー！」

　わかった。そういうことにしておこう。

　響子は、意識して話を変えることにした。

「でもねえ、なんか困るよね。三刀とか勅使兵とか。バルバドの町長さんも言ってたけど、ハミタッドこつちの人たちは迷惑がってるみたいなのに」

「そうねー。放っておいてくれっていうのが正直なところでしょうねー。ナホバとシュロの仲が悪いのなんて、大昔からなのに」

　そう言う言葉にだけは、やたらと実感がこもっている気がした。

「シュロ族とナホバ族って、なんでそんなに険けん悪あくなの？」

「さあ。知らない。なんか昔からいろいろあるみたいよ。あっちの谷はご先祖の墓があるからうちのもんだとか、いいやそっちが勝手に奪ったもんだとか。もうこんがらがってどうしようもないみたい」

「ふうん……どこも一緒なんだね」

「へえ、意外。あんたのいるとこって、すごい平和なんじゃないの？」

「え、あ、うん。一応、平和は平和なんだけど……そういうことで戦争してる国や地域はいっぱいあるって習ったから」

「ああ。教えてもらっただけね」

「わ、悪い？」

「べつに。安心しただけ」

　スルヤはただにやにやと笑っている。響子は頰をふくらませることしかできなかった。

（──そりゃあ、知ったような口きいて悪かったけど）

　出会いのはじめから、何かと助けてもらってばかりのスルヤに、頭が上がらないのはどうしようもないけれど。

「まずはウサギの調理ぐらいはできるようになりたいとこよね」

「はいはい、精しよう進じんします」

「がんばってキヨ。ウチの故郷の村だと、五歳の子でも捌さばけるわよ」

　そう言われ、あれと思った。

　他のイエンマルド人と違い、髪を隠すベールもつけず、部族の証あかしも身につけていないスルヤたち。それは女神パナティーアに、芸の道へ進む誓いを立てているからだと聞いている。

　スルヤは立ち上がり、響子が斜面に落としてきてしまった芋を拾いはじめている。

「ねえねえスルヤ。スルヤはシュロ族でもナホバ族でもないんだよね。ハミタッドとは関係ない生まれなんだよね」

「そーよ。一応、生まれた時はサガン族になるのかな。三刀のセネル家が治めてるでっかい土地の、ちーさい漁村で生まれたの」

　この国は、三刀が治める三部族で人口の七割を占めるのだそうだ。土地に関しても似たようなものだという。

「で、十歳になる前にバーゼルに来たの。実家がド貧乏すぎて、バーゼルの劇団に里子に出されたのよ。その時にベール取って、部族の名前もみんな捨てちゃった」

「……ご、ごめん」

「あ、でもねでもね。けっこう儲もうかってて、専用の劇場みたいなとこもある一座だったから、べつに悲ひ惨さんってわけじゃないと思う。いろいろ稽けい古こもつけてもらえたし。村にいるより楽しかったんじゃないかな。夢は膨ふくらむってやつ」

　スルヤは丘の斜面を登りながら、ベールの中に芋を入れていく。響子にとっては衝撃的な内容でも、淡々とした口調だった。

「ただねー、途中で看板女優が団長と手に手を取って、駆け落ち失しつ踪そうよ。ふざけんなっての。がたがたになって、一座は分ぶん裂れつ解かい散さん。今の座長が新しく『赤蜂座』を立ち上げた時に、ウチも拾ってもらったの。ガリプもスレイマンもその時から一緒」

「じゃあ、なんでハミタッドに来たの」

　あんなにバーゼルが好きで、今も諦めきれないぐらいに固こ執しつしているのに。

　ほんの一瞬、彼女の手が止まった気がした。

「……いろいろ」

「いろいろ？」

　スルヤが振り返って、小さく笑った。

「なんていうか、ぶっちゃけ売れなかったのよね。ウチら」

　響子は、なかなか二の句を継ぐことができなかった。

「腐っても首都よ、あの街は。目と鼻の先に首長の宮きゆう殿でんがあって、召し上げられるのを今か今かと狙ってる、一流の芸人たちが山ほどいた。そういう人たちがしのぎを削る場所じゃ、ウチらは生き残れなかった。それが結果ね。でも死ぬわけにもいかないじゃない？　芸人をやめるっていうのは、ウチらにとって死ぬのと一緒。後戻りなんてできないもの。どうしようもなくなった時に、座長がハミタッドに行こうって言ってくれたの。まだやれることはある、寂しくて人が来ないような所へ、こちらから出向いて行こう。そこでならウチらのヘタクソな芸でも、きっと喜んでくれるって……」

　それは地上から魔獣がいなくなり、けれど人の移動はまだ必要最低限の頃。

　華やかな首都バーゼルの看板を背負って娯ご楽らくを運んでくる芸人の一座など、誰もいない頃。

　特にここハミタッドのような、『まつろわぬ民』が住まう場所には──。

「需じゆ要ようはあると思ったんだけどねー。いろいろ難しいわよね」

「スルヤ……」

「今でも好きよ、バーゼル。宮殿のピカピカした屋根とか、お忍びで観覧に来る三刀の噂とか、いつもにぎやかで活気があって、毎日新しいものが生まれてわくわくしてた。でも、向こうはウチを必要としなくて、いま必要なのは別の芸。ウチもわかってるのよ、ほんとは」

　冗談めかして笑っているのに、心の奥で泣いているような気がした。

　無性に抱きしめてあげたくなって、鼻の奥がつんとした。

「わかる。わかるよスルヤ……」

「ありがと。どっちにしろ、これ以上ハミタッドが物ぶつ騒そうになるのはやめてほしいわ。戦いくさと祭りは相いれないって、座長の口癖なのよねー」

　けれど響子たちは、図はからずもそれを痛感することになったのだ。







「──ち、中止？」

　新しくたどりついた村で、響子たちを待っていたのは、そんな無情な一言だった。

　世話役の老人は、ばつが悪そうに頰をかく。

「手紙を商隊に託したんだが、行き違いになってすまんね」

「おいおいおい」

　まるで予想外の台詞だったらしく、トアンは泡を食って詰め寄った。

「どういうことだい旦だん那な。祭りは例年このあたりにやるって話してただろ。先祖代々続く大事な行事だって」

「ああ、その通りだよブルゲさん。去年にあんたらがやってくれた芝居はとても良かった。今年もできればやって欲しかったよ」

「じゃあなんで」

　老人は、ため息まじりに後ろを指さした。風紋樹の紋を掲げる村の広場は、ひどく閑かん散さんとしていた。まるで人口の半分を消し去ってしまったかのように。

「若い男衆は、どれもアミダラの城や鉱こう山ざんの監視に人を取られてる。川上で勅使兵と監視隊がぶつかったのを聞いてないか？　あいつらは中立の皮をかぶったナホバの手先だと、族長ニーダ様は長ちよう老ろう衆しゆうと結論づけた。どこの要所も人を増やしてるんだ。できる状況じゃない」

「そんな──ぶつかったって、村ここからどれだけ離れてるか──」

「そこいら中に動員がかかってるんだよ。どうなるかわからんのだ。わかってくれ、『赤蜂座』さん」

「じいちゃーん！」

　世話役の声に混じって、明るい少年の声が重なった。

「鎧の着方って、これでいいんだよな？　斧は納なん屋どか？」

「ああ、点検してやるから少し待ってろ！　じいちゃんは忙しいんじゃ！」

「忙しいのは俺だよ。早くしないと馬車が出ちまうよ。カヤジの赤旗をやっつけないと」

「手柄は逃げんから待っとれ！」

　孫らしい少年が、焦じれたように戸口に立っている。年に似合わぬ無骨な帷子と兜を身につけ、出陣の準備のようだ。

「そういうわけだ」

「あ、ああ。そうですね──」

　トアンは、そこまで言われて、受け入れないわけもいかなかった。

「わかりましたよ。また落ち着きましたらよろしくお願いいたします」

「しばらく興こう行ぎようは難しいんじゃないかね。うちの周りの村も似たような感じだ。浮かれてる場合じゃないってね」

　笑顔で握手をかわそうとした手が、その場で固まった。







「──まさかここまで兵隊に駆り出されてるとはな……」

　馬車に戻って、全員で対策を練ることになった。トアンが地図を広げてうなっている。

　彼を囲む座員も、みな眉間に皺を寄せている。

　やってきたのは、バルバドからさらに南西に下った川沿いの村だ。地図の上では、シュロとナホバの国くに境ざかいである緩かん衝しよう地帯や、族長がつめる州都アミダラ、主要の砦とりでなどからも遠く、ナホバ族との小競り合いも少ない場所のはずだったという。だからこそ安心してあてにしていたのだそうだ。

「腐っても『まつろわぬ民』の末まつ裔えいだな。敵と戦う時は一いち丸がんってやつか……参ったな」

　回るはずだった興行先が、軒のき並なみ白紙に戻ったようなものなのだと察しをつけるが、響子にはどうするべきかわからなかった。

「どうしやす、座長」

「……今年はもう諦めた方がいいかもしれねえな」

　えっと響子は声を出しそうになった。

　答えるトアンの表情は、どこまでも苦い。

「こういう時勢の時は、粘ってもしょうがねえ」

「思い切ってでかい街に打って出るって手もありやすが」

「無理言うべな、スレイマン。また借金こさえる気か？」

　新しくガリプの発言が加わり、スレイマンがぎくりと、口をつぐんだ。

「村に戻るってこと？」

「そうだ、スルヤ。ガリプのやつが言う通りだ。ちいと早いが、帰ってやりすごすのが一番痛手が少ねえ」

「でも、ほとんど何もやってないじゃない……」

「食い扶ぶ持ちについては気にするな。お前さんの弓の腕と『宝』拾いがありゃあ、全員飢うえ死にだけはしねえですむだろ」

　スルヤは、唇くちびるを嚙かんでうつむく。

「……うん。そうね。それしかない──わかるよ……」

「お前一人に苦労かけるが、潮しお目めが変わるまでの辛しん抱ぼうだ」

　スルヤは、黙ってうなずいた。

「ようしそういうわけだ。おめえらとっとと引き返すぞ。馬を動かせ」

「──わかりやした。まあ、また地味に畑や羊の世話ですかい。悪かあないですか」

　三台ある馬車を動かすため、座員全員が持ち場に散っていく。

（え、なに、いいの？）

（ほんとにいいの？）

　その中でスルヤが、自分の荷馬車に戻らず離れていった。

「スルヤ？　どこ行くの？」

「……お昼用の獲物とってくるわ。なんかあった方がいいでしょ。おなか減るし」

　それだけそっけなく言い捨てて、道から外れた平原めがけて歩いていくのだ。

「弓は？」

　聞いても返事がなかったので、迷ったあげく、響子はスルヤの背中を追いかけた。

　そんな完全に手ぶらの格好で、狩も何もないだろう。

「──スルヤ！」

　当のスルヤは、響子が薄々予想していた通り、丘一つ越えたところでしゃがみこんでいた。

　回り込んでみた響子は、「やっぱりね」と呟きたくなった。

「……スルヤ……元気出してよ……」

　彼女は声を殺して泣いていた。

「…………うっ。だ、だって。こんなのもう、劇団なんて言えないわよ。舞台に立てない役者なんて意味ない。価値も何もない」

「そこまで言う必要もないと思うけど」

「違う！　キヨはわかってない。ぜんぜんなんにもわかってない。ウチは役者でいるって決めたの。親兄弟にさよならして、ベールも取って、パナティーアの女神様に誓った覚悟なの。どこに行っても、どこに落ちても、見てくれる人がいればまだ芸人だと思ってた。牝牛の踊りだっていい。なんだってやる。でも、でもね、それさえやめちゃったらウチは……」

　震える肩が、彼女の絶望と慟どう哭こくを伝えていた。

　本当に好きなのだ。演じることが踊ることが。

「ウチはなんのためにここまで……」

「──スルヤ。大丈夫泣かないで。大丈夫だよ。終わらないから」

「下手ななぐさめとか、いらない」

「おべっかでもなぐさめでもないよ。『赤蜂座』はこれからも続くよ。ずっとずっと。ハミタッドどころじゃない。この世界で一番の劇団になれるよ」

　スルヤが、驚いたように振り返る。

「……キヨ？」

「あたしが、そうしてあげる」

　他でもない路葉響子が、そう、言ったからだろう。







「こらスルヤ！　おめえどこさ行ってただ。キヨまでいねえしよ」

　スルヤと一緒に馬車のあるところまで戻ると、ガリプが心配そうに仁に王おう立ちして待っていてくれた。

「それはべつに、ウチのせいじゃないわよ」

「スルヤ──」

　相手をするスルヤの口調は、いつものようにそっけない。しかし、泣きはらした目の赤さだけは隠せず、ガリプがため息をついた。

「あんな、おまいさんが落ち込むのはわかっけどな──」

「座長はどこ？」

「お──やっと帰ってきたか、二人とも」

　そこに幌の幕をたくしあげ、トアン・ブルゲが顔を出した。

　スルヤは苦く笑い返した。

「おかげさまで。とっても笑える話を聞いたところよ」

「笑い？」

「そーなの。どうせなら、ここにいるみんなの前で詳くわしく話してもらおうと思って。なんとキヨがね、ウチらを世界一の劇団にしてくれるんですって」

　そう言って響子の方に話を振るので、響子はぎくりと固まった。

　トアンがこちらを見る。その顔つきは一見穏やかだが、目は笑っていないように見えた。だから響子は、背筋をのばして気を引き締めた。

「本気で言ってるのかい、嬢ちゃん」

「は、はい。そうです。本気です」

「はっはっは！」

　笑われてもいい。自分は真剣なのだから。

　ずっとずっと自分は、ただの女子高生だと思っていた。何もわからずこの世界に飛ばされて、自力でお金を稼ぐこともできなければ、死んだ獲物をさばくこともできない。今すぐ放り出されたら死んでしまう、無力でか弱い存在だと思っていた。せめてこの優しい人たちの足を引っ張らないよう、人並みのことができるようになりたい。ただそれだけを目標にしてやってきた。それで当然だと思ってきた。

　でも、本当はそうじゃないのだ。

　異世界の人たちと、同じことができるようになる以上に、自分じゃなきゃ差し出せないものを考えるのだ。

　命を助けてくれたこの人たちに、返せるものは何かあるはずなのだ。

「俺もぜひ知りたいところだな。いったいどうする嬢ちゃん。いっちゃなんだが芸は三流、設備は五流、吹けば飛ぶような木こっ端ぱ芸人の集団に何ができる？」

「武器を作ります。『赤蜂座』だけにしかない、特別な売りです。それで首都のバーゼルに売り込みに行きます」

「なま言うんじゃねえ。そんなものあるわけない」

「あります。あたしの言うことを聞いてさえいただければできます。まずはガリプ、その髪切って」

「は、オラ!?」

　ガリプが目をむいた。

「そう。道化も軽業もしなくていいから。スルヤの相手役になってもらいたいの」

「どーいうことだべよ。そういうんはスレイマンの役のはずだ！」

「そうよキヨ、こいつに何ができるっていうの」

「いいから聞いて！」

　響子は負けずに訴える。

「ロミオやるには、大人なスレイマンさんは迫力出過ぎ。ガリプぐらいがちょうどいいの」

「ろみお？」

「そう。原作じゃ十代半ばのカップルなんだから」

　ガリプだってきちんと髪を切って整えて、ちゃんとした服を着せれば、スルヤの隣に並んでちょうどいい少年役ができる──響子はそう睨んでいるのだ。

「おいおい、いったいなんの騒ぎだ」

　騒ぎを聞きつけたスレイマンとパミルも、響子たちの近くに集まってくる。

　響子はあらためて言った。

「新生『赤蜂座』では、歌でも踊りでも軽業でもなくて、劇に力を入れます。お芝居です」

「芝居？　そりゃ今でもやってるが──」

「幕間の小芝居じゃなくて、全幕通した舞台にするんです。脚きやく本ほんはあたしが書きます。あたしにはなんの芸もないけど、面白い物語だけは知ってるから。たくさん、布団の中で本を読んできたの」

　そう。四季も宝塚も好きで観たし、ブロードウェーのＤＶＤもいっぱい見た。

　だからこの人たちのために力を貸して。ウィリアム・シェイクスピア。チェーホフにドストエフスキー。

　この世界にも人はいて、悩んで苦しんでそれでも生きてる。

　あなたの紡ぐ物語に、共感できる人たちはいっぱいいるはずなのだ──。
















　緩かん衝しよう地帯からナホバの領土へと踏み込んだシュロ族の兵士と、赤あか旗はたカヤジの勅ちよく使し兵へいの間で戦闘が起きたという話は、風の噂うわさで何度か舞い込んできた。

　その後もハミタッド中部の緊張状態は続き、響きよう子こたちは元の寒かん村そんへと舞い戻ってきた。

　そこで真っ先にやったのが、ガリプの散さん髪ぱつだ。

「……おいおめえら、妙なことしたら承知しねえだよ」

「しないしないって。大丈夫だよ」

「とにかく動かないでくださいね」

　パミルの鋏はさみが、少しずつガリプの髪を整えていく。

　母屋の庭先に椅子を置き、ガリプの赤みを帯びた黒髪が、山となって落ちていく。

「いやー、あらためて見るとすごい量だねえ」

「首がスースーするだ。前もなんかまぶしい……」

「できましたよ」

　最後にパミルが、ガリプの首回りを覆っていた布を取る。












「よし。んじゃ、そういうことで」

「ことでじゃないよガリプ！　なんでどっか行こうとするの！」

「離すだキヨ」

　響子はあわててその首根っこをひっつかむ。

「ちゃんとみんなに見てもらわないと。ほら、スルヤー、スルヤー、スルヤー！」

「やめろやめろ大おお事ごとにするでねえ！」

　大騒ぎしていると、「もー、うるさいわね。なんなのいったい」と、スルヤが二階の窓から顔を出した。

「スルヤ！」

「こっちは衣装作んのに忙しいって──」

「ほら見てみて、けっこうイケメン君でしょ？　前髪なくなると、こーんなマトモな顔が隠れてるんだよー」

　スルヤの手から、縫ぬいかけの布がすべり落ち、庭先にいる響子たちのところへと飛んでくる。

　彼女は新生ガリプを前に、ひたすら目をしばたかせていて、なんだかおかしくてならなかった。

　そして衣装や小道具を作るのと並行して、芝居の稽けい古こはもちろん熱を入れて打ち込んだ。一分一秒でも時間が惜しかった。




「──ああ、違う違う！　ぜんぜん違う！　やめやめ！」




　今日も響子の大声が、稽古場代わりの居間に響き渡る。

　部屋の中心では、劇の主演であるスルヤとガリプが、汗だくで向かい合っていた。

　響子はその間に割って入って、特にスルヤの方へ向き直る。

「昨日も言ったよね？　ここはロミオ……じゃない、ロメーオとジュリエタが恋に落ちるシーンなの。大事なの。ちょー、重要な場面なの。適てき当とうに流さないで！」

「ちゃ、ちゃんとやってるじゃない」

「噓。やってない！　ぜんぜんちゃんとやってない！　具体的にはフォーリンラブのビームが出てない！　全身で発情しちゃって！　桃色になって！」

「はあ？　無茶言わないでよ！　ガリプ相手にどう発情しろって言うのよ！」

「ガリプはできてるよ！」

　真っ向から指をさされ、ガリプが固まる。

　響子はかまわずスルヤに向かってまくしたてる。

「スルヤと違って、ガリプはとーっても自然に、違い和わ感かんなしに、スルヤに向かって桃色オーラ出せてるもん。恋しちゃってる少年って感じするもの！　そこがスルヤとの違い！」

「うがあああああ！　こっぱずかしいこと言うでねえ！　キヨのアホタレが！」

　何かに耐えきれないように、ガリプの方が居間を飛び出し階段を駆け降りていく。

　響子はぽかんとしてしまった。

「……変なガリプ」

　べつにお芝居なのだから、恥ずかしがらなくてもいいのに。

「──ウチ、ちょっと自主練してくる」

「え？」

　今度はスルヤまで真顔で呟くと、稽古中は縛っていた髪をほどいて、部屋を出ていってしまった。

「ちょ、ちょっと、どうするの。二人も抜けちゃったら練習」

　できないじゃないと訴えようとしたら、

「おいキヨよ。そんなぶっ続けじゃ何がなんだか分からなくなるだろ。休憩といかねえか」

　スレイマンが、横から口を挟んだ。

　確かに、主演二人がこうなってしまっては、それしかないかもしれない。

「……そうですね。じゃあ、少し休みますか」

「よしよし、やっと休憩だ」

　スレイマンが、満足げに座り込む。ようは自分が一番休みたかったのかもしれない。

「お水くんできますね」

「ついでに何か食えるもんも頼むパミル！」

　一階へ向かおうとするパミルに、スレイマンが声をかける。

「しかしあれだな。まさかキヨに稽古をつけられる日が来るとはな。しかも座長以上の厳しさと来た」

「……すみません。いろいろお願いばかりしてしまって」

「ははは。振り回してる自覚はあるわけだ。キヨとしても」

「ほんとにすみません！　でもでもぜったいいいものができると思うんです」

「そりゃあまあ、いいのは確実だろうがな」

　あっさりと認められ、響子はきょとんとするしかなかった。

　スレイマンは屈くつ託たくなく笑う。

「座長やスルヤたちなんかは、まだまだ半信半疑だが、俺なんかはけっこう楽天的にできてやがるからな。直感でいけるって思っちまうんだよ。『まつろわぬ恋こい歌うた』は傑けつ作さくだってな」

「スレイマンさん……」

「いい脚ほ本ん作ってくれたもんだ」

　ありがたい話だと思いつつ──それはそうだろうなとも思う自分がいる。なにせ地球では四百年の歴史がある、王道中の王道なのだ。

　響子が劇の題材として選んだのは、シェイクスピアの名作、『ロミオとジュリエット』だ。

　イタリアの中世が舞台の話を、どう異世界にアレンジするかは悩んだが、考えた末にシュロ族とナホバ族の対立に置き換えてみた。ミュージカルの『ウエストサイドストーリー』なども、ニューヨークのギャングの抗争に置き換えてしまったのだ。許して下さいシェイクスピア様と祈りながら、必死に脚本を書き上げた。

　対立する部族の、高貴な娘と戦士の少年。許されない恋に落ちた二人が選んだ悲ひ劇げきの結末。こちらの世界の文字は書けないので、まずは座員たちの前で読み上げたら、驚くほどの反応があった。うむ、やはり王道は強いぞと思い知った次第である。ウィリアム万歳。シェイクスピア超偉い。

「まず言うなら、題材がいいよな。今これを世に出したら、誰でも族長ニーダとナホバの若わか頭がしらの話だと思うだろうよ。でも、あえて具体的な名前は出さない。作中では徹底的に時代や人物はぼかし続ける。だからなおさら勘かんぐりたくなる──ははは、俺たちに足りなかったのは、こういう俗ぞくっぽい上に中身もある芝居だったってこった」

「そうですそうです、そうなんですよ！」

「スルヤに悲劇の姫の役をやらせようってのも驚きだけどな」

　そう言ってくれると、響子も心強かった。

「スルヤは身のこなしが綺麗ですから。上品な役の方がはまると思うんです」

「なるほどな。俺がもうちょい若かったら、ガリプなんざに相手役はやらせんのだけどな。なんなら今からでも交代していいんだぜ？」

「いえっ、それはちょっと」

「わかってるって。さて、そろそろ主役様たちを呼んできた方が良くねえか。パミルがつまみを持ってくんなら居た方がいいだろ」

「はい、そうですよね」

「中身は食い意地はってるからな」

「あはは」

　きっとどちらも「勝手に食べてずるい！」と大騒ぎするに違いないのだ。

　探してきますと言って、響子は稽古場の居間を出る。階段を降りて、一階の土間を抜けて庭へと出た。

「スルヤ、ガリプ、どこ行ったの──」

　倉庫や表通りを覗のぞいても誰もいないので、家の裏手へ顔を出そうした響子は、あわてて自分の口をおさえた。

　目的のスルヤは、積んだ薪まきの陰にいた。壁に背を預け、耳元に手をつくガリプと至近距離で見つめ合っていた。

「……ほんとにええんだな？」

「いいから、さっさとやりなさいよ。こっちの気が変わる前に」

「オラ、おめのこと好きだ」

「だからつべこべ言わないで」

　スルヤがガリプの胸倉をつかみ、自分から嚙かみつくようにキスをした。

（ぎゃあ──！）

　衝撃だった。そのまま情熱的に唇を重ねる二人から目と体を引き剝はがし、響子は必死に息を吸って吐いた。

（ス、ス、スルヤったらもう！）

　まったく──なんという自主トレだ。完かん璧ぺきだ。あっというまに桃色オーラが完成してしまったではないか。

　もう一度ちら見するけれど、おめでとうという言葉しか出てこない。

　うらやましい恋の気配にあてられて、ふと一人さみしい我が身を思う。

（相川君、元気にしてるかな）

　あたしだって会ったらきっと──なんてね。まずは二人にいつ声をかけるかが重要な問題だった。







　濃のう密みつな稽古を続けていく一方で、別の問題が出てきた。

　この渾こん身しんの新作を、どこでお披ひ露ろ目めするのがふさわしいかということだ。

「それはもう、速攻でバーゼルの一番いい劇場で！」

「「「却下」」」

「なんでえ!?」

　座員総出で否決されてしまう。

「ス、スレイマンさんまで。なんでっ」

「いやあ、キヨ。さすがに俺も、そこまで冒険する気はねえというか……まず渡りをつけるコネがないだろ」

「根性なしー！」

「そう言われてもなあ。あっちはいろいろ危険すぎる」

「じゃあじゃあ、二番目でも三番目でもいいですけど」

「──バーゼルは、ダメだ」

　座長のトアンが、すげなく言った。

「いいか。これは『赤せき蜂ほう座ざ』の命運がかかってやがるんだ。夢みたいなこと言ってる場合じゃねえ。まだ一度もかけてみたことない演目だぞ。博ばく打ちはこの俺が許さん」

「そ、そんなあ……」

　せっかく真剣勝負できるものができたと思ったのに。

「……それなら、座長はどこがいいと思うんですか」

「アミダラはどうだ。なんてったってシュロ族の都だ。『鉄てつ籠かご』ってあだ名がついてて、このへんじゃ一番でかい街だぞ。城も芝居小屋もあるそうだ」

「昨日、この村からも男手が駆り出されるって言ってましたよ。もう芝居なんて観てる余裕ないと思うんですけど」

「オラ、ティマーニがええと思う」

　ガリプが、横で提案した。

　役柄に合わせてこざっぱりしたせいか、秘密の特訓がきいてきたせいか、最近とみにしっかりした物言いをするようになった気がする少年である。

　トアンがうなった。

「ティマーニか……まあ悪くはねえが、それでもちょいと背伸びのしすぎじゃねえか。ここから距離も相当ある」

「ハミタッドを出るなら、どこも大して変わらねえだよ」

「あの、そこって確か、砂漠の方の街なんだよね」

　けっきょく首都への冒険は避けるのかと、がっかりする響子だが、

「心配すんなキヨ。バーゼルがイエンマルドの首都なら、ティマーニは商都ってやつだべ。上はウィルタミアから下は港の海産物まで、大市グランバザールでなんでもそろう。もちろん芝居を見せられる小屋もわんさとある」

「へえ………」

「バーゼルを出る時にも、ティマーニはどうだって考えたのよね。まずウチらじゃ無理だって、すぐに却きやつ下かしたけど」

　スルヤが呟いた。苦い思い出を反はん芻すうするように。

「でも──今は違うわよね」

「そうだスルヤ。オラたちにはまつろわぬ恋歌がある」

「ぶはっ、ぶはははは！」

「笑うでねえ座長！　オラは本気だ！　今のオラたちならできると思うだよ！」

「ああわかったガリプ。その意気やよしだな！　おめえもスルヤものにして一皮むけたか！」

「んなっ」

　ガリプは真っ赤になって絶句し、スルヤは「ウチは誰のもんでもないわよ！」と抗こう議ぎした。トアンはまだ笑い続けている。

「ようし。なら次の公演場所はティマーニで決定だ。『赤蜂座』ひさびさの新作披ひ露ろうといこうじゃねえか。女神様の陽の下で、とくとお客さんに見てもらうぞ。なあ？」

　トアンがまっすぐ突き出した拳に、ガリプが、スルヤが、スレイマンが、パミルが手のひらを重ねる。

「キヨ？」

　最後は響子だった。

「い、いいの？　あたしも」

「当たりめえだろうが。お前さんがやるって言ったんだぞ。加わらねえでどうする」

　そうだそうだとみなにうながされるまま、響子も自分の右手を重ねた。おっかなびっくり。でもとてもとても嬉うれしくて。

「──さあ、やるぞ！」

「おう！」

　六つの手が、おんぼろ屋敷の二階で跳ねた。

　翌日から響子たちは、再び荷物をまとめて長い旅へと出発したのだ。
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　商都ティマーニは、ハタルト砂漠が途切れる国の中部に発展する街だ。

　遠く砂漠の海を越えてやってきた輸入品も、ハジン川に乗って北上した海産物も、すべてはこの街で取引され、バーゼルをはじめとするイエンマルド全土へと運ばれる。

　地理的には三さん刀とうハジ家が率いるナガン族縁ゆかりの土地ではあるが、実際に街を闊かつ歩ぽする部族の巻き布は、特定できぬほど多種多様だ。郊外の湖には、部族を問わず富ふ豪ごうの別荘が建ち並ぶ。

　常設の大市グランバザールは活気にあふれ、市場を囲う形で商店や飲食店が軒のきを連ね、砂漠の闇やみ鍋なべは日々膨れ上がろうとしていた。

　そして『赤蜂座』の天幕は、砂さ礫れき船の船着き場にもほど近い、ややうらさびれた飲み屋街の裏手に建てられた。

　表通りを闊歩する酔すい客きやくたちは、往おう来らいで配られたビラのうたい文句を目にして、まず一様に吹き出した。

　あまりに壮大で大げさだったからだ。

「おいおい。なんだこりゃー。見てみよろコレ」

「ああ？　なんだって？」

「いいから見ろって。『決して結末を人に話さないでください』、『唯ゆい一いつ無む二に、衝撃の物語』で『ハミタッドから伝説がはじまる』……ときたもんだ」

「伝説って自分で言うかね」

「わからんねえ。ちょっと冷やかしに観にいってみるか。あのハミタッドくんだりから来たってんだからな。歓迎してやらねえとな」

「おまえも好きだねえ……」

「好きもんでなぁにがわるぅい──！」

　こんな形でチラシを見た酔客のうちの何人かは、興味本位で『赤蜂座』の天幕に足を運んだ。

　もちろんそこに大きな期待などなく、文字通り『冷やかし』『話の種』という部分が大きかったと思う。それ以上はなんの惹じやつ句くも存在しなかったのだ。

　そして、実際に見た天幕が、想像以上に小さく貧相だったせいで、『これは話の種にするにも失敗だったか』と、すでに払った木き戸ど銭せんを後悔しはじめた頃、問題の舞台は粛しゆく々しゆくとはじまったのだ。




『──これは今は昔、時の勢せい者しやに石もて追われ、まつろわぬ民たみ人びとが集う地で起きた悲劇なり──』




　語かたり部べ役の老人が、おさえた声音で幕開けを告げる。

　ほろ酔い加減の客たちは、いきなり始まった辛気臭い語りに面食らった。

　普通の大衆演劇なら、歌や楽器で盛り上げるだけ盛り上げ、さらに綺麗どころの踊り子などで目を楽しませ、そこに愉ゆ快かいな小芝居を挟むというパターンが王道だ。

　だが、どうもこの芝居は違うらしい。

「……まつろわぬ民……やっぱりハミタッドが舞台の話なのか？」

「どうもそうらしいな……」

　戸惑っていた観客だが、しだいに酔いもさめてきた。劇の語り口も不思議だが、なんだか話や設定までおかしいのだ。出てくる登場人物は、架空の地名や名前に置き換えられているが、どう見てもハミタッドの二大部族、シュロ族とナホバ族をモデルにした物語にしか思えないのである。しかも、シュロ族の姫とナホバ族の若い戦士が恋に落ちる！　という衝撃的な展開である。

「なあ……このジュリエタ姫ってさ……」

「ああ、どう考えてもあれだよな……族長やってるっていう絶ぜつ世せいの美女……」

「で、ロメーオってのが……」

「なあ……？」

　本当にこの劇団、ハミタッドから来たのだろうか。勇気があるにもほどがある集団だ。

　みな気がつけば、小さな舞台で繰り広げられる話にのめりこんでしまっていた。

　ヒロインとヒーローをとりまく環境が、どういうものか推すい測そくがつくだけに、目を離すことができないのだ。何か見てはいけないものを見るつもりで、手に汗握って劇を観続けてしまう。




『ああ、ロメーオ様、ロメーオ様、どうしてあなたはロメーオ様なのですか』




　姫が戦士に向かって嘆なげいてみれば、観客はつい身を乗り出し説得をしたくなる。

「無理だってお姫さん……そんなの結ばれっこないって……」

「別れなさい。悪いこと言わないから。な？　人間若いうちはいろいろあるのはわかるけどな、ここはおっちゃんの言うこと聞いて。ぜったい泣くことになるよ」

　悲鳴や説教まで乱れ飛び、それでも物語は続く。

　教会の神官の手で、駆け落ちする算さん段だんをしたロメーオとジュリエタ。仮死状態になる薬を飲み、倒れる戦士ロメーオ。そこに連絡の手違いで現れるジュリエタ姫。




『まあ、死んでいる。死んでいるわロメーオ！』




　ジュリエタ役の娘の叫びに、観客の絶叫がとどろいた。

「騙だまされちゃいかん！　落ち着け姫さん！」

「誰かあの子に教えてやれ！　誰か！」

　熱狂うずまく中、ジュリエタ姫は悲ひ嘆たんにくれながら自害する。

「うわああああ！」

「ひどい！　ひどすぎる！」

　そして、悲劇はここでとどまらない。仮死状態から目覚めたロメーオが、幸せになることを誓った恋人が、二度と帰らぬ人になっているのを目撃してしまうのである。

「ああああああ！」

「女神の慈じ悲ひはないのか！　神よ！」

　狭い天幕の中で、涙を流さぬ者はすでになかった。嗚お咽えつをこらえる人のうめきは、天幕の外を通りかかる人にも聞こえるほどだった。

　うら若い恋人たちの死という形で幕は降り、観客は涙で濡れそぼった手で拍手を繰り返した。

「最低だ！　糞くそ野郎！　そんで──最高だ！」

「よくも、こ、こんな、悲しい話をっ」

「もう一回頼む！」

　そして天幕の外にいた者たちは、中から出てきた客が、そろいもそろって目を赤く泣き腫はらしているのを見て仰天した。

「お、おいおまえ。何があったんだ」

　木戸銭が惜しくて外で待っていた友人に問われ、客の一人は、黙って後ろを指さした。

「いいから、見てこい。知らない奴に話すわけにはいかねえ。話はそれからだ」

　友人は、ごくりと唾つばをのみこんだ。

「……そ、そんなすげえ芝居だってのか……？」

「ああ。保証する。こんな芝居はじめて観た」

　あんなに粗末な天幕の中で、いったい何を見せられたのか。みな興味を引かれて仕方なかった。

「わかった。俺も観る！」
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「すごいすごい！　みんなすごい！」

　響子は、舞台裏で飛び跳ねた。

　それは確かに、伝説としてははじまりの一歩、だが、手応えはじゅうぶんだった。

　通しで演じ終えたスルヤは、ざらつく地面にへたりこんだまま、なかなか立ち上がれないようだった。呆ぼう然ぜんとした顔で、流れ落ちる汗をぬぐう。

「一カ所、間違えちゃった……」

「大丈夫。すごい反響だよ。聞こえてたでしょちゃんと」

「……うん。びっくり、した……」

　あまりの放心具合に、もっと喜んでよと肩を揺さぶってあげたいぐらいだった。

　ここにやってくるまでも大変だった。ハミタッドの情じよう勢せいは日に日に悪化し、見切りをつけた商人や、疎そ開かいをはじめる人で街道はごった返した。なかなか前へ進めない中、なんとか無事にハミタッドを脱出し、二週間がかりでティマーニにたどりついたのだ。

　脚本の割に少ない人数で切り盛りしなければならないため、座員たちは着いてもさまざまな端は役やくを兼けん任にんし、照明や音楽もすべて自前でこなした。しかし、そうしてすべてをつぎ込んだ舞台は──観客の熱気がまったく違っていた。

　響子が後ろでサポートに徹していても、観客のどよめきやすすり泣きが聞こえてきたぐらいだ。それに引きずられるように、スルヤたち主演の演技も熱がこもっていった。響子が見込んだ通りだった。

「おおい、なんか客がいつまでたっても帰らねえんだけど！　次の舞台はいつだって詰めかけてきてる！」

　スレイマンとパミルが、泡を食った勢いで駆け戻ってくる。

「再演希望？　うわ、すごい！」

「どうしやす、座長！」

　座長のトアンは、スルヤとガリプを振り返った。心しん血けつを注そそぎすぎて、もはや息も絶え絶えな二人に問う。

「おめえら、できるか？」

　二人は即座に返した。

「「もちろん！」」

「よしきた」

　トアンは皺しわの深い顔に、裂けるような笑みを浮かべた。

「スレイマンよ、待ってるお客さん方に言ってくれ！　次の舞台は一時間後！　当面は昼の部と夜の部の二回に分けて毎日公演するってな！」

「な、待ってよ。二回も毎日!?」

　驚いたスルヤが抗こう議ぎの声をあげても、もう遅い。

「どうした。やるって言ったろ。根性見せどころだぞジュリエタ姫」

「そんな……いきなり厳しすぎ……」

　スルヤはへなへなと肩を落とす。ガリプが「しょうがなかんべ」と声をかけた。

「……わかってるわよ。えらそうに言わないで」

　すねたように口をとがらせるスルヤ。息もぴったりだ。

　響子はあらためて手を叩いた。

「はいじゃあ、ぐずぐすしてたら次のお客さん来ちゃうよ！　急いで準備しよう！」

　了解という威い勢せいのいい声が、全員から返ってきた。

　みんなの目が、きらきらと生き返っているのがわかる。

　響子の耳の奥には、まだ割れるような拍手の余よ韻いんが残っている。足元はふわふわとおぼつかないけれど、これはきっとステキなことのはじまりだ。

（ね、ほら。だから言ったでしょ。ぜったい大丈夫だって）

　信じていたのだ。きっと彼らなら大丈夫だと。

（すごいよね、相あい川かわ君）

（あたしね。君に会えたら、話すことができたよ。たくさん、たくさん──）

　この世界にきてはじめて──いや、生まれてはじめて、誰かの役にたてたような気がしたのだ。

　それってとても嬉しいことだと、大好きなあなたに伝えたい。







　すごいものを観た。あんな舞台はじめてだ。

　劇団『赤蜂座』が送り出した『まつろわぬ恋こい歌うた』は、商都ティマーニの中で急速に噂が広まり、初演から二週間も過ぎぬうちに、外壁近くの移動用天幕から、繁はん華か街がいの中にある小劇場へと、異例の移動を果たしていた。

　トアンはそれでも不安が尽きぬらしい。まだ客が入る前の客席を舞台から眺めて、一人ぶつぶつとぼやいていた。

「どうかしたんですか、座長」

「……いやな。ここ借り切るのに、けっこう金使ったからな。これでいきなり客足途絶えたらおしまいだぞ」

　響子は吹き出した。

「大丈夫ですよー。もうあんな小さな天幕じゃお客さん入りきらないぐらいで、毎回苦情来てたぐらいなんですから」

「そりゃそうだがな……」

「あとこれ、スレイマンさんからお届け物です」

　響子は丁寧に畳んだ紙を、トアンに手渡した。

「なんだこりゃ」

「あたしもよく知らないんですけど、バーゼルから来た商隊の方が持ってきてくださったんですって。向こうで出してる瓦かわら版ばんの記事、らしいですよ。『まつろわぬ恋歌』のことが載ってるそうです」

　トアンが大慌てで受け取った。食い入るように、響子には読めない文を読み込んでいる。

「……こ、こりゃ、かなり高名な戯げき作さつ家かの評論だぞ……」

「偉い人なんですか？」

「ああ。世界中を旅して新作を発表するんだ。ずいぶん長いことご無ぶ沙さ汰たしてたが……ティマーニに来てたのか……『南部から来た傑けつ作さく……実在の人物に見立てた筋立ての過激さに目が行きがちだが、中身は紛れもない人間賛歌であり、役者陣の熱演にも見所が──』」

　トアンは、途中で声をとぎらせた。

「一週間前のものらしいです。これでバーゼルからも観に来てくれる人、増えますかね」

「嬢ちゃんよ」

「はい？」

「俺は昔っからいろんなもんを拾う性しよう分ぶんでな。若い時分から損ばかりしてきた。今も自分で構えた一座は、へたくそで落ちこぼれた芸人崩ればかりだ。それに後悔はありゃしないが……あんたは、俺の人生で唯一、例外の当たりくじかもれんな。この年でこんな夢を見せてくれるとは思わんかった。まっとうに芸の高みをめざせるかもしれねえ夢だ……」

　途切れ途切れに語るトアンは、もしかしたら、泣いているのかもしれない。

　横に立つ響子は、できるだけ気づかないふりをした。

「……気が早いですよ、座長。こんなとこで喜んでちゃいけません。『赤蜂座』はこれからどんどん大きくなるんですから」

「ああ、だといいな」

「バーゼルに凱がい旋せんして一花咲かせた後は、ウィルタミアの王都にだって殴り込みです。新作もがしがし書いてますから。ハムレットにするべきかリア王にするべきか、それが問題なんですよ」

「嬢ちゃんが探してる勇者リヒトも、そうすりゃ向こうから見つけてもらえるかもしれねえな」

「ええ、だからがんばりましょう、座長さん」

「──ありがとうな」

　響子は、にっこり笑ってうなずいた。
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　まさにそれは、人生の終わりに見せたうたかたの夢なのかもしれない。

　何度目かのカーテンコールを受けて、トアンが拾った落ちこぼれたち──スルヤとガリプが喝かつ采さいを浴びている。それを舞ぶ台たい袖そでから見届けて、トアンはきびすを返した。

「座長、どこ行きやすんで？」

「ちっと煙草たばこ吸ってくらあ」

　適当に手を振ってあしらい、一人廊下を抜ける。

　今日も『まつろわぬ恋歌』は、無事に終わったようだ。あまり大きな拍手喝かつ采さいを聞き続けていると、めっきり涙もろくなった涙るい腺せんが刺激されるからとは言えなかった。

　劇場の裏口から路地に出ると、軒のき下したの木箱に腰かけキセルに火をつける。

　響子の言った言葉が、今も頭の中を回っていた。

「世界一の劇団にしてみせるってね……言ってくれるよあの嬢ちゃん」

　だがもしかしたら、ただの夢では終わらないかもしれない。そんな希望がほの見えていた。あるはずない。だがひょっとしたら。心は明るい方へと傾いていた。

「やあ。すごい歓声ですね。何かやってるんですか？」

　ふと顔を上げれば、トアンの目の前に、男が一人立っていた。

　頭に煤すすけた巻き布をつけ、分厚い外がい套とうを羽織っている。どこの部族出身かはわからないが、旅の商人か何かかと見当をつけた。ちょうど通りがかりに足を止めたように、劇場から漏れる明かりを見上げている。

「……劇だよ、旦那。芝居は好きかい？」

「お芝居、ですか？　まあ、バーゼルにいた時はそこそこって感じですね」

「そういう人にこそ観てもらいたいところだ。この『まつろわぬ恋歌』は、バーゼルでもウィルタミアでもまず観られない芝居だよ。今まで誰も観たこともない、だが我々の心を確実に打つ芸術なんだ！」

「へえ。それは面白そうだ」

「損は絶対させないよ。ただし券チケツトはひと月先まで完売だが」

「ひと月も？　ああなんだそりゃ。そんなに人気とは知らなかった。参ったな──」

　男は参った参ったと繰り返しながら、頭につけていた巻き布を取り、続いて口元を覆っていたひげをむしり取った。

「！」

　下から現れた男の素顔に、トアンは愕然とする。

「──あ、あんたは──」

「……まったく、底辺で居続けるなら見逃してやったものを。自じ己こ顕けん示じ欲よくが強いから芸人っていうのは厄介だ」

「旦那！」

「なれなれしく呼ぶなクソ虫が！」

　男は憎悪渦巻く目で、激しくトアンを蹴りつけた。劇場の壁に、痩せた体が叩きつけられる。

「ゆ、ゆる、許してくれ──！」

「何が許すだ。今すぐ耳をそろえて払ってもらおうか。お前が腐れ団員と一緒に持ち逃げした金──利子も含めて金貨百二十枚。きっかりとな！」

　叫びながら足蹴にし続ける。

　トアン・ブルゲに金が必要だったのは確かだった。かつて所属していた劇団の解散。新しく立ち上げた赤蜂座は、ことごとく失敗で赤字続き。かさむ稽古場と倉庫の家賃。座員たちの宿代と食費。

　すべてをリセットするために、借りた金ごとハミタッドへ逃げた。

　バーゼルは鬼き門もんだったのだ。そこだけは避けて通ればと思っていたが──。

　金貸しの男の後ろでは、彼がバーゼルから引き連れてきたらしい用心棒が、無言でナイフを引き抜くところだった。

「できないっていうなら、体でひねり出してもらおうか」

　トアンは死を覚悟した。




　──その日、宿泊中の宿に彼は戻ってこなかった。
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　響子は目覚めると、いつものように服を着替えた。

　公演場所が固定の劇場に変わってから、寝る場所が屋根のある宿にバージョンアップしたのは嬉しい限りだ。ハンモックではなく、ふかふかのマットがついた寝しん台だい。部屋には鏡もある。宿の人が汲くんでくれた水で顔を洗い、一階の食堂で、作ってもらった朝食を取る。たったそれだけのことがひどくうれしい。

　朝ごはんは薄焼きのパンと具入りのオムレツに、香こう辛しん料りようたっぷりのスープだった。食後に甘いお茶が出たので、それだけ持って二階に戻り、机の前に腰かける。

（──今日の公演は夜だけだし、リハーサルが始まる前にもうちょっとだけ進めとこうかな）

　備え付けのライティングデスクの上には、昨日の夜まで書いていた脚本が、途中のまま置いてある。

　けっきょく悩んだあげく、次回作は『真夏の夜の夢』で攻めてみることにした。

　妖よう精せい王おうオベロンはスレイマン、いたずら妖精のパックはガリプだ。きっとはまると思うのだ。

「どーこーまーで、書いたかな」

　記憶の中に刻まれた美しい物語を引っ張り出して、座員たちの顔を思い浮かべながら台詞に起こしていく。

　時間が経たつのも忘れるほど、響子は作業に没ぼつ頭とうした。

　そうしてふと気がつけば。スルヤが机に手をついて、こちらをのぞき込んでいた。

「……あれ、スルヤだ。おはよー」

「もう。おはようじゃないわよ。何回呼んだと思ってんの」

「うわ、ごめん。ちょっと夢中になっちゃって」

「あっきれた。第一もうお昼よ。何も食べない気？」

「そうなの？　知らなかった」

　スルヤが心の底からため息をつくのが分かった。

「ご、ごめん。でもねスルヤ。おかげで新しい脚本できたよ。スルヤに聞いてほしいんだけど」

　ふだん問題なく会話ができるせいで、忘れそうになることもあるが、この世界の文字に関しては、まったく歯が立たないのだ。こちらで読み上げて聞いてもらわないと、どんな話だか分かってもらうことさえできない。

　スルヤが苦笑した。

「うん。わかったわキヨ。それならお昼食べながらでどう？　街の外まで遠乗りに行こうと思ってたの」

「いいの？」

「夕方までに戻ればいいでしょ。どうせ夜の部だけだし」

「やった。行こう行こう」

　響子はできあがった脚本を持って、ピクニックの準備をはじめた。

　ここまでの旅で使ってきた馬は、宿の厩うまやに預けてある。宿屋のおかみさんに昼食をまとめてもらうと、スルヤの操る馬に乗せてもらい、街の外へと移動をはじめた。

「大市グランバザールにね、可愛い雑貨を売ってる露ろ店てんがあったの。見た？　売ってるおじさんは強こわ面もてなんだけど、色石の首飾りとか七しつ宝ぽうのイヤリングとか売っててね、しかもみんな安い」

「それは大事ね。場所は？」

「料理の屋台が並んでるとこの近く。あれは劇の衣装にも使えるんじゃないかなあ」

「わかった。後で見てみるわね。怖いおっさんが目印ね」

　にぎやかな街は、見る物も食べる物も多くて、毎日日替わりで回っても尽きることがないぐらいだ。

　街の中心部を抜ける。外壁の向こうは、強く風が吹き抜ける。

　ティマーニは、オアシスを中心に発展する街だ。ここから北はハタルト砂漠が広がり、西は水源のイスメト湖こ。湖岸には富豪の別荘が建ち並び、バーゼルや海側へと続くハジン川が平原を流れる。街から離れて丘きゆう陵りよう地ちを走ると、方角によってめまぐるしく変わる周囲の景色がよくわかった。

　そしてスルヤの操る馬は、スピード狂かと思うほど容よう赦しやがない。

「ちょ、スルヤ、いくらなんでも飛ばしすぎ！」

「これぐらい普通よ！　前にも一緒に走ったでしょ！」

「あれはぜんぜん違うよ！　違いすぎるよ！」

　響子は悲鳴をあげる。

　そもそもあの時は、パナケイアにやってきたばかりで、無我夢中で敵から逃げる中だった。鞍くらからは振り落とされる寸前で、乗っていたのは馬ではなく山羊だった。

　むちゃくちゃだ。あらためて思う。よくもまあここまでやってきたものだ。

「このへんでどう？　お昼」

「……う、うん」

　ようやくスルヤが馬を止めてくれた。

　そこは街や砂漠の様子を一望できる丘の上だった。景色としては申し分ない。

　宿のおかみさんが作ってくれたお弁当を、地面に広げる。無む発はつ酵こうの平焼きのパンに、鶏とり肉にくと玉ねぎをはさんだ昼食を、二人で大口開けてぱくついた。辛いソースが口についても気にしない。

「……んーっ」

「うまい！」

「おいしー、いきかえる！　お客さんの目、気にしなくていいってステキすぎ！」

「ねえねえスルヤ、脚本読んでもいい？　聞いてくれる？」

「あ、いいわよ聞かせて」

　響子は昼食をつめてきた鞄の中から、書き上げたばかりの脚本を取り出した。

「えーっと、おほん。物語のはじまりは──」

　響子が語り、隣でスルヤが耳を傾ける。喉のどが渇けば果汁入りの水を飲み、パンをかじりながらまた話した。

「──というわけで、めでたしめでたし。おしまいね」

　スルヤは、何も言わずに拍手をした。

「今回は楽しいお芝居なのね」

「そう。にぎやかでお祭りみたいな感じもいいでしょ」

「うん。きっとウチらには合うと思う」

「でしょでしょ」

　きっとそう言ってもらえると思ったのだ。

「これでまたしばらくは食べていける。本当にありがとうね、キヨ」

「もう。なに言ってるのよスルヤ。まだまだこんなものじゃないって、この間も座長さんにも話したんだ──よ……」

　その瞬間、響子は自分の体に、違和感を覚えた。

　左右の指先が、急にしびれて感覚がなくなっていくのがわかる。両手から、書き上げたばかりの脚本がすべり落ちていく。頭ではわかっているのに、どちらの手も動かない。自分の体なのに。なぜ。

　風に吹かれて、何枚も原げん稿こうが散っていく。

「あ、あ、スルヤ。紙」

　舌ももつれる。あわてて取り返そうと手をのばしたら、そのままぺたっと地面に腹ばいになってしまった。まったく言うことを聞いてくれない、自分の、体──。

「なんで……これ……」

　何が起きたかわからない。

　何よりそう──どうしてスルヤは、こんな風になっている自分を見て、指一本動かさずに静せい観かんしているのだろう。

　視界を白い紙が散っていく。その中心にいるスルヤは、今にも泣きそうな顔でたたずんでいる。

「……ウチはきっと、夢を見たのね。自分が本物になれるなんて、一瞬でも考えたウチが馬鹿なんだわ……」

「スル、ヤ。拾って。あれがないと。次の。公演」

「でも、ウチだってあんたに会わなければ、夢を見ようなんてこと自体思わなかった……」

　倒れたままのばした右手を、後ろから無ぶ骨こつな手がつかんだ。

　ガリプ・サヤンだった。

（──ガリプ、も？）

　彼は能のう面めんのような無言の無表情で、響子の手に手て枷かせをはめる。しびれて感覚がなくなってきているが、拘こう束そくしようとしているのだと、遅れてわかった。

「バーゼルからね、追手が来たの。あっちで舞台のために借りてたお金。利子ふくめて金貨百二十枚なんて、今すぐ返せって言われても払えない……」

「そうですよ、まったくひどいことをしてくれたもんだ。恩を仇あだで返すとはこのことだ」

　別の男の声が、間に割り込んだ。

　馬のいななきとともに、一台の箱馬車が丘を上がってくる。先導する黒馬に、黒い旅行用の外套を羽織った男がまたがっていた。髭の目立たない、比較的彫ほりの浅い顔立ちは、若くも年寄りにも見える。切れ長の目を細め口角を上げ、確かに笑っているようなのに、楽しげな雰囲気など微み塵じんも伝わってこない。

　むしろ──腹の底から怒り狂っているように見えた。

　男は、倒れる響子を見て語る。

「当時の赤蜂座さんに、活動資金を融ゆう通ずうしたのは私でしてね。だがまあ、私もいい大人ですから。こういう悲しい目にあったのも、一度や二度の話ではありませんよ。返済のあてがないというなら、調達の算さん段だんもつけてさしあげましたとも。君、バイヤーン・カヤジという名をご存じかね？」

　バイヤーン……カヤジ？

　カヤジという名は知っている。このイエンマルド建国の立役者で、三大部族を束ねる三刀の一つだ。今の首長は、カヤジ家の長おさ。以前にハミタッドで見かけた赤旗は、首長が下した勅使の兵。《赤あか獅じ子し》──カヤジの勅使兵。シュロ族は彼らの支配を拒こばんで戦っている。

　確か書類上の指揮官は、首長の長男で放ほう蕩とう息子の皇子だと、スルヤやバルバドの町長が話していた気もする。名前は──。

「畏おそれ多くも首長閣下のご長子であり、この先の湖に離宮を構えていらっしゃる方だ。生きつ粋すいの趣味人でいらしてね、珍しい物に目がない。語り物がうまい異界の娘がいると持ち掛けたら、言い値で買うとおっしゃってくださった」

　全身から、血の気が引くのがわかった。

　このまま自分は、金貸しの男を通じてバイヤーンとやらに売り飛ばされるのだ。

　慌てて立ち上がろうとしても、足にほとんど力が入らない。

「スルヤ！」

　頼みの少女は、痛みをこらえるように目を伏せる。

「ごめんね、キヨ。ウチ、芸人やめたら生きていけない。他にどうしようもなかったの」

「わかるよ！　だから待ってもらえばいいじゃない。お金はもうちょっとだけ待ってもらって、劇で返していけばいいじゃない。払えるよあたしたちなら！」

　どうして信じてくれないの。がんばろうって誓ったじゃない。

「そんな夢物語に投資できるほど暇じゃないんですよ、私も」

　どうして、こんな男の言うことの方を信じるの。どうして。

　そんなに自分たちのことが信じられないの。

「ガリプ！」

「──すまねえ。オラ、この先もスルヤと一緒にいてえだ」

　誰か教えて。

「キヨにとっても、悪い話じゃないと思うよ。カヤジの皇子様のところなら、きっとここにいるよりいい暮らしができる。愛あい妾しようにだってなれるかもしれない」

「嫌だよ。あたしは相川君と一緒に家に帰るんだから！」

　どうして可哀想な人を見るような目で、あたしのことを見るの。

　ずっと言ってきたよね。あたしは相川君に会いたいだけだって。彼に会って家に帰るんだって。

　あちこちで勇者リヒトの情報を聞いて回って、その裏であたしのこと笑ってたの？　会えるはずないって思ってたの？　いつから？　はじめから？

「……勇者リヒトは、この世界を救った英雄だよ。ウチらとは生きてる場所が違う。かなわない夢に本気になるのは、つらいだけだよ」

「違う違う違う！　あたしとスルヤを一緒にしないで！」












　そしてこの一言で、二人の間のわずかな絆きずなは、決定的に断ち切れてしまうのだ。

　お互いに、力が抜けるのがわかった。

　ここまで過ごした時間も、かわした約束も、すべて割れ砕けて地面に落ちていた。

　金貸しの男が笑った。

「話し合いは終了、といったところかな。行きますか」

　響子の体が、ガリプの手で引き上げられる。

　手荒な真似をしておきながら、響子を立たせようという手つきは優しかった。

「大丈夫か？」

「心配するぐらないなら、このまま一緒に逃げてよ」

「……無理だ」

「でしょう？」

　だから触らないで。反へ吐どが出るから。そんな気持ちを視線にこめる。

　少年は、傷ついたように目を伏せる。その目の前を通って、男の用意した馬車の中に、自分の足で乗り込んだ。よろけても、転びそうになっても、それがせめてもの矜きよう持じだった。じゃらりと、手枷についた金属の鎖くさりが鳴る。

　中にはいかにも柄がらの悪そうな用心棒たちが、斧や剣のような武器を持ったまま座っていた。

　彼らは響子に注目するが、響子はかまわず、座席の上で膝を抱えた。

　鞭むちが鳴る音が響き、馬車が走り出す。

　がたつく地面の震動が、直に腰へと響いてくる。




　──へーきへーき。気にしないでいーから。物真似はね、ウチの特技の一つなの。カヤジの兵隊の符ふ号ごうの真似とか。




　スルヤの笑顔が浮かぶ。日常の能天気さと、舞台の上のギャップが余計に魅力的だった。




　──ところが！　それを打ち破った英雄が現れた。隣国ウィルタミアより出陣した五英雄。その名もハイダル・ワムー、ラーナ・エルン、リヒト・アイカワ、イシュアン・トロール、そしてハギリ。お聴きくだされこの一曲！　バーゼル仕込みの華か麗れいな芸！




　トアンの語り。いつも気っぷが良くて口の悪い、みんなの『お父さん』。でも本当は心配性だった。




　──ずいぶん寝過ごさなくなったじゃないか。こっちの暮らしも板についてきたって感じだな。




　スレイマンの鷹おう揚ようさ。おばさまたちの声援を独り占めにしていたっけ。




　──さあ、キヨ。今日こそがんばってみましょうか。




　物静かなパミル。でもちょっぴりお茶目な人でもあった。




　──オラ、スルヤのこと好きだ。




　一途なガリプ。本当に一途だったね。




　馬車に揺られて西へ東へ。『赤蜂座』で彼女たちと過ごした日々が、今頃になって胸に迫る。

「……ふ──」

　悲しい嗚お咽えつが漏れるのを、歯を食いしばり、必死でこらえた。

　もう何も信じるまい。ここで笑ったこと泣いたこと、心を通わせたと思ったこと全部。

　凍らせるのだ。

　地球に残してきた、彼への想い以外はすべて──。
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　歓声が聞こえる。

　満員の客席から、とめどなく拍手と喝采が押し寄せてくる。

　劇団『赤蜂座』の座員たちは、舞台の上でそれを聞いていた。

「最高！」

「もう一回！」

「素晴らしかったわ！」

　惜しみのない絶賛の声。それを受けるにふさわしい演技を披ひ露ろうした彼らが、今日なにを踏み台にしてきたか、観客で知る者は誰もいない。

　彼らは、芸人だ。ただ芸の道に過去と未来のすべてをささげ、パナティーアの前で自分の生き様を誓った者たちだ。

「──こらえてくれ、スルヤ。お前さんが悪いわけじゃない」

　舞台上のトアンが、客席を向いたまま、主演女優に言った。

「お前はなんにも悪くない。誰も悪くない。いつものことだ。いつもみてえにお前さんの弓で獲物を獲とって、谷で拾った『宝』を売って金に換える。それをやっただけだ」

　同じくスルヤも、客の歓声に笑顔で応えながらうなずいた。

「うん。わかってる。座長」

　拍手喝采を浴びながら、舞台袖そでへと引き返す。

「……わかってる。わかってるわよ。すごいわかってんのに、なんでよ」

　カーテンの内側へと入ったとたん、彼女はその場にしゃがみこんで嗚咽をもらした。

　激しいすすり泣きの涙は、いつまでも枯れなかった。

「なんでこんなに──泣けてくるの……？」
















　売られてからの話は、正直あまりよく覚えていない。

　丘を下った後、馬車はイスメト湖こ近くの道を走り続けた。湖の岸辺は保養地として有名で、部族を問わず豪ごう奢しやな別荘が建ち並ぶ。その中でもひときわ立派な御ご殿てんが、バイヤーン・カヤジ所有の離り宮きゆうだという話だった。

　響きよう子ことしては、もはやどうでもよかった。人買いの馬車は金色の屋根を持つ白はく亜あの宮殿へたどりつき、響子は奴ど隷れいとして宮殿の門をくぐった。手には金属の枷かせ、くたびれた普段着を着たまま、離宮の一室に押し込められた。

「そうそう。着替えるなら、こちらを着てください」

　金貸しの男が、思い出したように差し出したのは、響子の高校の制服だ。

「これ──」

「その方が雰囲気が盛り上がる」

　いったいどこから、誰が行こう李りから持ち出したのだと、問う気にもなれなかった。早く消え去れ、と強く念じる。

「──どうぞごゆっくり」

　思いが通じたのか、金貸しの男は響子のみを残して扉を閉める。

　背後で、重い鍵かぎが閉まる音が響いた。

　響子の目の前には、天てん蓋がい付きの大きな寝台があった。床には足首まで埋もれるほどの絨じゆう毯たんが敷き詰められ、家具といいファブリックといい、ほのかに甘い香こうが焚たき染められた部屋の中は、今まで旅してきたどの部屋よりも豪奢だった。だが、唯一の窓には逃走防止用の鉄てつ格ごう子しがはまり、はめられた手枷も外されなかった。

　どこまでも冷たい、人を囲うための鳥かご。それが、今の響子に与えられた待たい遇ぐうだった。

「──到着したか、異界の女よ」

　響子は、制服を抱えたまま、ぎくりと振り返る。

　鍵がかかっていたはずの部屋の扉から、男が顔を出していた。

　現れたのは、二十歳前後の若い戦士だった。伸ばし放題の髪は燃えるような赤毛で、鎖と板金を組み合わせた鎧を着こんでいる。

　大きな目のはっきりした顔立ちは、美しく女性的とも言って良かったが、どこか癇かんが強く子供じみた表情が不安を誘う。

　腰にさした刀も含めて、響子はその声と鎧の組み合わせに覚えがあった。

「あなたは……あの時の……」

「オズマンのやつめ。そなたは異人でも芸人でもなく、異界の人間だというではないか」

　平原で出会った勅ちよく使し兵へいだ。

　まさか、皇子本人だったのか──？

「このバイヤーンは、得たいと思ったものは必ず手に入れるのだ。驚いたか？」

　確か今頃は、ハミタッド平定のために奔ほん走そうしていなければならないはずである。

　どうして大事な指揮官が、こんなところで油を売っているのかは不明だ。だが、響子には貫き通さねばならないことがあった。

　相手の軽口に引きずられることなく、唇を引き結んでバイヤーンをにらみつける。制服から手を離し、自分を縛いましめる手元の鎖を、つかんで持ち上げる。

「なんだ？　もう芋いもも包丁もありはせぬぞ」

「──バイヤーン・カヤジ。あなた面白いものが好きだそうね。そんなあなたには、このあたしが特別に物語を語ってあげる。どれもあなたの心を震わせるものばかりよ。でも、それ以外のことをあたしに求めたら、あたしはその場で舌を嚙かんで死ぬから」

　本気だった。

　バイヤーンは、無言で響子のことをねめつける。

「来ないで」

　体の震えが、彼に悟られないよう、できるだけ低く告げる。

　軍ぐん靴かの足が、一歩こちらに踏み出してくる。二歩。三歩。

　四歩。

（がまんして）

　五歩。もう目の前。止まらない。

「──来ないでよお！」

「まあよかろう。楽しみとしようではないか」

　ついに泣き叫んだ響子を、心底せせら笑うようにバイヤーンは言った。

　そのままきびすを返して、部屋を出ていく。扉が閉まり、再び鍵がかけられる音がした。

　響子は、耐え切れなかった自分を恥はじ、顔を覆い、床に倒れこんだ。

　自分の命が、枯れ葉より簡単に扱われているのがよくわかる。

（でもどうしろって言うのよ）

　虚きよ勢せいを張ったところでどうにもならない。どうしようもない。これがパナケイアという世界に落とされた宿しゆく命めいなのだと、繰り返し諭しつけられてきた気がする。

「帰りたい……帰りたいよ相あい川かわ君……」

「──泣かないで」

　響子は、はっと両手を外した。

　声がしたのは、鉄格子のはまる窓側だった。

　だが、そこに人らしい姿はない。いや──人ではないが、一羽の鷹たからしい鳥が、格子の間にとまっている。

「まさか……」

「あなたが泣いている姿を見るのは、私も辛つらい」

「！」

　声を出しそうになって、あわてて口を覆った。

　ほかでもない、その鷹が喋っているのだ。

「──よくここまで耐えてこられましたね。迎えに来ましたよ。本物の勇者」























　月の輝く深夜。

　二隻せきの大型砂さ礫れき船せんが、縦一列になって砂漠の海を進んでいく。

　どちらの船も、載せうる限りの積み荷を載せ、商都ティマーニへと運ぶ貨物専門の商船だ。甲板を歩く理り人ひとは言った。

「ウルスラ。そろそろ交代だよ」

　こちらが提げた小さなランタンの明かりに、色の白い、人形めいた銀髪の美び貌ぼうが浮かび上がる。彼女は船の船せん首しゆ部分にいた。名はウルスラ・アルカン。理人の旅の同行者だ。

「……もうそんな時間ですか」

「うん。どうもそうらしいよ」

「地上は、不便ですね。太陽の位置だ月の位置だと言われても、わたしにはよくわかりません」

　理人は、彼女の言葉に衝撃を受けた。

　何せこの世界にいる人たちの時間把は握あく能力ときたら、ほとんど超能力の域なのだ。機械式の時計も何もないはずなのに、空に浮かんだ太陽や月の位置で、かなり細かい日付や時刻がわかってしまう。

　そんな能力のない理人は、蠟ろう燭そくの減った長さなどで、おおまかな経過時間を知るのが関の山なのだ。

「デーラ・ノルドのように鐘かねが鳴ればわかりやすいのに──リヒト？」

「……わかる。すごいわかるよウルスラ」

　思わず深々とうなずいてしまう。まさかこんなところで同じ悩みに遭そう遇ぐうできるとは。

「参るよね、わかってて当然みたいに言われると」

「……あなたも一緒ですか、リヒト」

「うん。ひたすら人に聞いたり、自分で数えてみたりしてるんだけどさ。あんまりあてにならないんだよねこれが」

　彼女はイエンマルドの少数部族、ノルド族のもとで育ち、ハタルト砂漠の地下神殿から、禁きん忌きを破って出てきたばかりだ。

　彼女の家族と、それをとりまく悲しい顚てん末まつは、今も彼女の美貌に影を落としているが、この時はちゃんと笑っているのだとわかった。

　ふだんはあまり感情を表に出さない娘だが、こういう時に自然と笑ってくれるのは、素直に嬉うれしかった。

「ならばわたしも努力せねばなりませんね。夫を補佐できない妻は失格ですから」

「ぶっ」

「冗談です」

「……冗談」

「ええ、冗談」

「冗談」

　うっすらと微笑ほほえみながら、ウルスラは冗談だと主張する。

（……笑えばいいんだよな、たぶん）

　微妙に洒落しやれにならないからやめてほしいと言うのも、なんだかためらわれる。せっかく前向きになろうとしているようだし。

　例の地下神殿を出た後、理人たちは当初の目的地であるティマーニに向かうため、通りがかった商隊の貨物船に、護ご衛えいのバイトとして乗り込んでいるところだった。彼女も邪気の毒が消えないのに、文句一つ言わず働いてくれるのはありがたい。本当に、この『冗談』さえなければつきあいやすい娘なのだ。

　見張り交代の時間ではあるが、もう少しだけ話をしたい気持ちもあった。

「どう、ウルスラ。ちょっとは上の世界も慣れた？」

「そう──ですね」

　ウルスラは銀髪がベールからこぼれないよう、おさえつけながら砂漠の海を見据える。

「『昼』は明るすぎて戸惑うこともありますが、『夜』はそれほどでもありません。この時間帯は、故こ郷きように似ていて落ち着きます。暗くて静かで」

　深夜の砂漠を、そんな風に表現するのは彼女ぐらいだろう。

　詩的というのともまた違う。地下に暮らしてきた彼女の、正直な心の吐と露ろ。

「里と同じように静かで、でもとても広くて、しかも魔ま獣じゆうもいないというなら、父は──何と戦おうとしていたのでしょうか」

「……君のことを、家族を守ろうとしてたんだと思うよ」

「本当に会いませんよね、魔獣。不思議です」

　魔獣──そう呼ぶべきものなのだろう。砂漠の地下奥深くに生き残っていた、魔神アルゴスの眷けん属ぞく。そうとしか思えない怪物たち。あれがあったから、ノルド族の説得も難しかったのだ。

　この地表から目立った被害はなくなっても、光の届かない隔かく離りされた空間では、濃のう密みつな邪気とともに生息できる環境が残されていたと考えるべきなのだろうか。あるいは──。

（なんか──いつでも戻ってきそうな感じがして気持ち悪いんだよな）

　これを言うと怒られそうだが、すべては紙かみ一ひと重えなのかもしれない。

　目の前の魔獣がいない平和も、つかみ取った勝利も、すべては薄皮一枚でふさがれただけの蜂はちの巣なのかもしれない。むりやりかぶせた皮の下で、一緒に旅をした女王蜂アルゴスが笑っているような夢を見ることもあるのだ。安心したかいリヒトと。

　もちろん、周りをいたずらに不安がらせるだけなので、胸にとどめて口をつぐんでいる。この目的を果たしてウィルタミアに帰ったら、ハイダルにだけは相談してみるつもりだった。

「でも──魔獣はいなくても、人はいますね、リヒト。闇やみに紛まぎれて悪事を働こうという荒くれ者たちが」

　理人ははっとした。

　ウルスラが、左さ舷げん後方の地平線を見据えて、端正な眉まゆをひそめている。

　一見何もないように見えるが、突如として砂煙が舞い上がり、その下から騎き乗じよう型がたの砂すな蜥と蜴かげにまたがる男たちが、大量にあらわれた。

（あれは！）

　走り続ける貨物船に向かって、砂蜥蜴の集団は、見る間に距離をつめてくる。

　理人は、足元の伝送管に向かって叫ぶ。

「──砂さ賊ぞくが来た！」
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「──いぃっ、やっほおおおおおおおおう！」

　さあ野や郎ろう共。狩かりの時間だ！

　今日も『郷きよう里りのお袋団』は、獲物を仕留めるのに最適の位置を確保し、舌なめずりでほくそ笑んでいた。

　砂漠を根ね城じろに簒さん奪だつを続ける者たちを、俗に砂賊と呼ぶ。およそ砂賊らしくないチーム名は、『いつでも予告なく現れる。そしてしつこい』という、チームの強襲スタイルにちなんでいると言われている。

　魔獣なみに凶悪なデフォルメを施ほどこしたお袋の団だん旗きをひるがえし、砂蜥蜴を駆る団員たちは、次々にフォーメーションを変えて目標に迫る。

「どちらからでもいい！　ケツについて乗り込め！」

「了解！」

　牧ぼつ歌か的なのは名前だけで、いくつもの定期便や商船を丸裸にしてきた実績がある。今回標的の貨物船は、合計二隻。こちらの接近を嫌って、船は進路を変えスピードをあげる。だが甘い。荷物を満載した大型砂礫船と、小回りのきく砂蜥蜴単たん騎きで勝負になるはずがない。甲かん板ぱんの灯とう光こう機きでこちらを照らし、少ない人員で弓を放つが、大半を船の真下へともぐりこませてしまった。

「へっへっ、守りが甘すぎるぜ。金をけちって丸裸になる典型だな」

　砂賊は嘲ちよう笑しようしながら、フック付きのロープを投げ、船の上へと移動を果たす。

　思った通り、商船の船員はろくな装備を持っていない。

　ほぼ丸腰でおびえる船員に、砂賊たちは大振りの刀を抜いた。相手の目を見て口上を述べる。

「さあ、誰がいい。どこのどいつからさらし首になりたい？　無駄な抵抗しなけりゃ、命だけは助けてやって──ふぐああ！」

　急に自分の首に手をあて、もがきはじめた。

「どうしたおい！　オオザルよ！」

「しぬ、首、たすけ」

　オオザルと呼ばれた砂賊の体が、さらに後ろから引き倒された。傍はた目めからは、自分から頭を打ち付けたように見える。

「命乞ごいをするべきは、あなたたちです。不届き者」

　そんな中、甲板に現れたのは、若い娘だ。白いベールに白いスカート。武装らしい武装は何もないが、まっすぐ突き出した両手の指先に、毒々しい色合いの蜘く蛛もを挟んでいる。その蜘蛛が吐き出した糸が、オオザルの太い首に食い込んでいるのだ。

「くそ──お前ら、その娘っ子の蜘蛛を取り上げろ！」

「おう！」

　威い勢せい良く抜刀した砂賊たちは、両手が蜘蛛でふさがる少女に襲いかかる。

　だが、頭上の屋根から飛び降りてきた人影が、一番はじめの剣を、着地と同時に思い切り踏み折った。

　キイン！　と高い音をたてて、折れた切っ先が船の外へと飛んでいく。少年はあっけにとられる持ち主を殴りつけ、続いて隣にいた砂賊に膝ひざ蹴げりをくらわせる。

　近接で倒せる相手がいなくなると、腰の剣を引き抜き、嵐あらしのように斬きりかかった。

「ま、待」

「三人目！」

　待ての一言も言えないうちに、利きき腕に真ま一いち文もん字じの朱しゆが走る。相手はうめき声をあげて膝を折るしかない。

「震・轟ごう・裂れつ・波ぱ」

　少年が、甲板を走りながら剣の握りを変える。耳のピアスが闇の中で強く光る。

「薙なぎ払え！」

　横薙ぎに振り抜いた長剣から、烈風とともに衝撃波が走る。船の手すり近くにいた砂賊たちは、巻き込まれる形で船外へと叩たたき出された。

　かろうじて手すりにしがみついていた最後の一人の手の上に、少年は刃を縦にして乗せる。

「──このまま指、落としてもいいですか」

　ひどく冷静な声こわ音ねだった。

「──いえ。遠慮してオキマス」

　砂賊は一も二もなく手を放し、はるか下の砂海へと落ちていった。







（終わったか）

　理人は、ほっとしたように剣を鞘さやへと戻す。

　周りを見ても、船員の方にケガはなさそうなので安心した。

「──終わりましたか」

　ウルスラもこちらに近づいてきた。

「そっちは平気？」

「ええ、残りの方は、全員拘こう束そくしました」

　甲板の上に、虫使いのウルスラが、蜘蛛の糸で縛りあげた砂賊が転がる。

「蛇も嚙かませておいた方がいいでしょうか」

「……いや、そこまでしなくても。船長さんに任せればいいだろうし……」

　そうですかと彼女は腰の籠かごをなでた。中には彼女の相あい棒ぼうが、元気にとぐろを巻いているだろう。

「ありがとう。助かったよ」

「あなたはまるで、嵐のようですね」

「嵐？　僕が？」

「ええ。ふだんは凪なぎで、戦いがはじまると嵐になります」

「そりゃあ、戦闘でのんびりしてるわけにいかないし」

「たまに別人かと思います」

　その答えに、理人は苦笑する。あながち的外れではないかもしれない。

「……まあね。僕の剣は、基本的に人の物真似だからね。師匠がそういう人だったんだ」

「いいえ。技というよりも──」

　だが。そこでウルスラの声は途切れた。離れた船で、強い閃光がひらめいた。怒声が飛び交い、剣をぶつけ合う音が響き渡る。

　理人は顔つきを厳しくした。

「まだ向こうは終わってないか」
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　その船の中では、理人の目もく算さん通り、砂賊との交戦が続いていた。

　専用の器具で甲板に乗り上げてきた砂賊たちを、中心になって蹴散らしているのは、護衛として船に乗り込んでいた盗とう賊ぞくの少女。名をイシュアン・トロールと言う。

「ったく。後から後から──どっから湧わいてきやがるってんだ！」

　彼女はたった一本のナイフを手に、揺れる甲板の上を走っていく。味方と敵が交こう錯さくする中、すれ違いざまに急所を狙ねらい、後ろ蹴りで船の外へと叩き出す。一瞬たりとも止まらない。

　夜でも目立つ鮮あざやかな金髪を揺らし、船の船首から船尾まで駆け抜けた少女は、勢いのまま手すりの上に仁に王おう立ちになり、形のいい胸を張った。

「さあどうだ。もう挑戦者はなしか？　よろしいひれ伏せ！」

「はっはっは。いいですネ、盗賊サマ。まさに悪の女首しゆ魁かいって感じですヨ」

　イシュアンは半眼になり、黙って左手の甲に取りつけた錨銃アンカーガンを射出した。

　ワイヤー付きの錨アンカーは、軽口を叩いた男の鼻先をかすめ、すぐ近くで襲いかかろうとしていた砂賊の体に命中した。砂賊は「ぎゃっ」と悶もん絶ぜつしながら甲板を転がる。

「……わあお、お見事」

「見事じゃない。あと指一本右を狙うべきだった。惜しい」

「惜しいって。それじゃ俺に当たるんですケド。左の間違いじゃ？」

「当てたいんだよ。それ以外なにがあるんだ。馬鹿じゃないか？」

　容よう赦しやのない宣告に、男の方が生なま唾つばを飲み込む。

　この男の名は、ハセム・デラ。イエンマルド軍属の剣士らしいが、理人とは別の意味で剣士らしくない男だ。いつもへらへらふらふらニヤニヤプラプラ、イシュアンとしては、はっきり言って気に入らない。

　伸びた錨アンカーのワイヤーの巻き取りはじめる。

「よし。次は外さない」

「いや、待ってください盗賊サマ。やめましょう。そんな仲間割れしてる場合じゃ」

「仲間なもんか。だいたいおまえときたら、いつもにやけて高みの見物で、戦いがあったってみんな私やリヒトに押しつけて逃げ回ってるじゃないか。今だってそうだ」

「誤解ですヨ。この俺だってやる時はやりますヨ」

「はっ、どうだかな」

　ハセムは丸腰のまま両手をあげる。と──その体めがけて、左右から手負いの砂賊が斬りかかってくる。

「しねええええええ！」

「討ち取ったりいいい！」

　イエンマルド語で、なにやら口汚い罵ののしりの言葉が絶叫される。

「おい、あぶな──」

　だが、両者が繰り出した剣は、どちらもハセムに届かなかった。

　目にもとまらぬ早さで取り出された双剣が、それぞれの胴を斬り裂いていたからだ。

「な」

「なん、で……」

　何が起きたかわからない顔つきで、砂賊が甲板に倒れる。

「ホラね見なさい、こういう時にはちゃんとやるんデスヨ」

　口の端を上げるハセムに、イシュアンはむっつりと眉をひそめる。

「……一本は懐ふところから。もう一本は袖そでの下からだよな。いったい何本持ってやがるんだ？」

「──あーヤダヤダ。これだから盗賊サマは。あなたの《目》にかかると、なんでも丸裸にされそうで怖いですね」

「心配すんな。どういう構造でおさまってんのかだけは未だにわからない」

「わかられたら自じ決けつものですヨ」

「ほんとイエンマルドの人間はめんどくさいな」

「国でくくられるのも不本意ですがネ」

　イシュアンが、さらに言い返そうとした時だった。




「きゃああああああああああああ！」




　夜の砂漠に似つかわしくない、絹きぬを裂くような高い悲鳴。

「やばい──トト！」

　イシュアンは、舌打ちして船首から飛び降りる。甲板に転がる砂賊たちを踏み越え、船室の出入り口を目指して回り込む。

　そこではイシュアンが危き惧ぐしていた通り、年の頃十二、三歳の子供が、倍は体積がある砂賊の男に、腕をつかまれ拘束されていた。

　トト・ハルネラ。イシュアンと一緒に旅をしている、イエンマルド人の少女だ。

「離して、離してください！」

　叫ぶトトの武器はと言えば、その手に持っている白しら木きの杖つえだけで、めちゃくちゃに振り回し続けているが、敵の方はびくともしない。

「こらトト！　おまえ下で寝てろって言っただろ！」

「だってイシュアン様、わたしだけ隠れてるだけなんて申し訳ないです！」

「それで捕まってりゃ意味ないだろ！」

「そーなんですがー！」

　正論を言ったつもりだったが、トトの泣きべそが加速しただけだった。

　イシュアンは、くしゃくしゃと自分の金髪を乱暴にかき回し、トトを拘束している砂賊に言った。

「おい、そこの毛むくじゃら。そいつに手荒な真似したら──」

「したらどうだって言うんだ!?　ああ!?」

「痛いっ」

　興奮する砂賊はますますわめきちらし、ぐいとトトの首元に曲刀をつきつけた。

「ち、近づくな。ぜったいだ。近づいたらこいつを殺す！」

　砂賊としても、簒奪するつもりが返り討ちにされ、たった一人になってしまったのだ。追い詰められて、手負いの獣のように気が立っている。

「──あの砂賊さん、近づいたら殺すって言ってますネ」

　後ろから追いついてきたハセムが、律りち儀ぎにイシュアンの母国語であるウィルタミア語に訳してくれる。

「ハセム・デラ。いちいち訳さなくてもいい。最近じゃだいぶこっちの言葉も聞き取れるようになったんだ」

「へえ。そりゃすばらしい。手間がはぶけますネ」

　トトの方は、完全に血の気をなくしてがたがた震えている。まったくやっかいなことになってしまったものだ。

「さあコラ！　全員武器を捨てろ。一人残らずだ。ここにいるガキがどうなってもいいのか!?」

　はてさて。どうやってあの毛むくじゃらを、トトから引きはがしたものやら──。

「わかった。言うこと聞いてやる。まず落ち着け」

「剣はこっちによこせ。両手を上げて跪ひざまずけ。おいこらクソガキ、さっきから何ごちゃごちゃ言ってやがる！」

　トトが悲鳴をあげる。杖を高く振り上げる。




『女神は地を創つくり山を成し、雷いかずちとともに火を落とした。出でよ爆ばく炎えんよ！』




　耳をつんざく爆音とともに、荒れ狂う炎が炸さく裂れつする。

（わお）

　甲板の上で噴き上がった魔術の火柱は、現場から一里離れたティマーニの街でも目撃できたという。
















「……いや。ほんとびっくりしたよ。まさかトトがあそこまで魔術が使えるなんて思わなかったから」

　理り人ひとが漏らした感想に、トトは気まずそうに肩を縮ちぢこまらせた。

　そういえば彼女はウィルタミアの王立魔術学院に、国こく費ひで留学している交換留学生だったと、今更ながら思い出した次第だ。

「それはおっしゃらないでください、リヒト様……実技の教官には、向いてないって太たい鼓こ判ばん押されてるんです」

「え、なんで。あんな超火力の魔術、ハイダルもめったに使わないよ」

「──それはあれだリヒト。意識して使うならともかく、パニクって制御もろくにできないまま連発しちゃいますってのなら、私が教官でもやめとけって言うぞ。怖くて杖なんか持たせられないだろ」

「ふうん……僕の聖剣みたいなもんかな……」

「それもなんか違わないか？」

　──いやいや、実は大して変わらないんですとは、なかなか言えない。

　確かに見方を変えれば、現状のトトは危険なのかもしれない。

　魔術学院での成績は、座ざ学がくの方が良かったと言っていたぐらいだから、実技は苦手だと思っていたのだが。まさか、苦手は苦手でも、制御がまったくできないタイプだとは思わなかった。

「いーかトト。これからも私がいいって言う時以外は、ぜったい魔術使うなよ」

「はい、おっしゃる通りにしまぁす……」

　イシュアンの説教が、なんとなく自分にも向けられているようで、耳が痛い。

（言われなくても、宝ほう珠じゆは入れないようにしてるけどさ。緊急時以外は）

　ともあれ、深夜の砂さ賊ぞくの襲撃は無事に退しりぞけ、身内でけが人の一人も出さずにティマーニの船着き場にたどりつけたのは幸いだった。船の両船長は大いに感謝し、一応護衛の務めも果たせたかと安あん堵どしたところではある。

「まあまあ、良いではないですカ。過ぎたことなんですから。ようやくティマーニに到着ですヨみなみなさま。何からはじめますか？」

　あらためてハセム・デラが両手を広げる。

　彼が言うまでもなく、二個ある太陽の位置もだいぶ高くなり、街も目覚めて動き出す時刻だった。

　理人たちが乗ってきた二隻の砂さ礫れき船せんは、人足たちの手によって、次々に荷物が運び出されていく。周りは単色の倉庫街で、街の中心部からは外れているが、それでもイエンマルドの商都であることは変わりない。

　オアシスの街ティマーニ。やっとここまでたどりついたのだ。ここからあのゲーム機は発見されたのだという。

　待ってろ路みち葉ば。すぐに助けに行くからな──。

「はい」

　イシュアンが手をあげた。

「ハイ、なんでしょう盗とう賊ぞくサマ」

「飯を食べて遊びたい」

「──イシュアン？」

「じ、冗談に決まってるだろリヒト。ちょっと難しい顔してる奴がいたから和ませようとしただけだ。もちろん、『げーむき』の出で所どころ探しだろ！」

「あと、路葉の居場所探しね。ここにいるなら助けないと」

　肝かん心じんなことを忘れてもらっては困るのだ。

「俺としちゃ、まず眠いですネ。寝床探しませんカ」

「わたし、古書店で本が見たいです！」

「あの」

　みな好き放題言い合っている中で、ウルスラが遠えん慮りよがちに声を上げた。

「なに、ウルスラ。どこか行きたいとこある？」

「わたしは……」

　急に視線が集まるのに慣れていないらしく、紫色の目を伏せる。

「この街に、教会というものはあるのでしょうか」

「教会？」

「はい。体の浄化をしていただけると聞いたのですが……」

　理人たちは、ああと合点が行って手を叩いた。

「そうだそれがあった」

「あったじゃないだろリヒト。まず最優先だろ。何やってんだ嫁じゃないのか」

「い、今それ言う？」

　やっぱり根に持たれていないだろうか。

「申し訳ありません。お手すきの時でいいので……」

　ウルスラはウルスラで、どこまでも硬く遠慮がちだ。

　理人は、そんな彼女にあらためて言った。

「ごめんウルスラ。こういうのは僕の方で気づくべきだったよね。でもさ、君を外に連れ出して体を治すっていうのは、はじめにした約束じゃないか。遠慮しないでいいんだよ」

「そうなんですけど……みなさんお忙しいようなので……」

「もっと堂々としてなよ。わがまま言ったっていいんだ」

　そこまで言ってようやく、ウルスラは表情を和やわらげた。こんなやりとりは今までにも何度かしてきたが、すぐに彼女は元に戻ってしまう。

（仕方ないよな）

　たぶんこの先も、根気強く言い続けていくしかないのだろう。人間、急には変われないものだ。

「そうだぞー、ウルスラ。こういう出来すぎ君は、頼られれば頼られるほどデレる仕様になってるんだぞー」

「イシュアン？」

「私はー、なんにもー、言ってなーい」

　わざとらしく明後日あさつての方向を向いたまま、イシュアンが口笛を吹きはじめる。噓うそくさいことこの上ない。

「──ぶはははは！　それじゃあ適当にオチもついたところで、捜索組と教会組に分かれてみませんかネ。みなみなさま」

「二手に分かれるんですか？」

「そうデス。ちなみに、ウィルタミアへの献けん上じよう品ひんうんぬんの出所についちゃ、ちと心当たりがあるんで当たらせてもらっていいですかね。俺担当で」

「本当かハセム！」

　理人はもちろん、イシュアンも驚き食いついた。

「よしわかった。それなら私も行くぞ。場所はどこだ？」

「いや、できれば盗賊サマは遠慮してほしい」

「なんでだよ」

「うら若い女性が立ち入るような場所じゃないんですよ。わかってくださいナ」

「私は別に気にしないぞ。そんなにいかがわしい店なのか？」

「いやいや、そうじゃなくてですね。あなたが気にしなくても、決まりってもんがあるんですヨ。なんて言ったらいいんでしょうね──」

「イシュアン様。ウィルタミア王国と違って、イエンマルドは男子と女子の区別がしっかりしているんです」

　トトが、横から口を出して取りなしてきた。

「女人禁制や男子禁制のお店や施し設せつは、そんなに珍しいことじゃありません」

「……そういうもんなのか？」

「はい──この不届き千万な男に同意するのは、本当に心底不本意ですけど」

「そうそう！　そうなんですよトト・ハルネラちゃん。いやあアリガトウですヨ」

「ちゃんとかつけないでください気持ち悪いです」

　本気で嫌そうにトトが顔をしかめた。

「……まあ、トトがそう言うならわかったけどさ」

「というわけでですね、できれば英えい雄ゆうサマ。あなた俺と一緒についてきてくれませんか」

「え、僕ですか？」

「モチロン。あなたです。俺には異界の品の見極めも、『キョーコ』さんについての情報もさっぱりですから」

　思わぬところでお鉢はちが回ってきたが、言っていることはもっともだった。

　この世界で彼女のことを、容姿も含めて知っているのは自分だけなのだから。

「──わかりました。僕からもお願いします」

「決まりデスね」

「なんだよ。じゃあ残りはウルスラにつき合って教会に行くってことか」

　女子三名に含まれるイシュアンは、仕方なさそうに腕組みをする。

「それがいいでしょ。まとまってた方がはぐれないでいい」

「了解。まあ、人数多い方がウルスラも安心するよな」

　そう言って、納得して歩き出す。

　全員で倉庫街を移動する途中、ウルスラが音もなく、理人の隣に寄ってきた。

「……どうもありがとうございます。貴重な時間を使っていただきまして」

　理人は苦笑した。

「お礼とかいいよ。みんなやりたくてやってるんだし。でも──謝られるよりは、ありがとうって言われる方がうれしいかな」

　ウルスラが、目だけで小さく笑んだ。

「みなさん、優しい方ですね」

「そうだよ。優しいんだ」

「イシュアンさんも、優しくて強い人……そう思います」

　アメシストの瞳は、遠い憧あこがれを語るように先頭のイシュアンを追っている。

　そこまで憧どう憬けいの目で見なくてもいいと思うほどだ。

「うん。なんだかんだ言って、イシュアンは強いよ。タフだしへこたれないし」

「うらやましいです」

　耳をかすめるような呟き声。だがそれを語る表情は、少しだけ切なそうだった。







　五人そろって人の少ない倉庫街を抜けると、いきなりにぎやかな往おう来らいに差し掛かった。

　ここが砂漠の中であるとは思えないほど、色鮮やかな花や街がい路ろ樹じゆが目立つ町並みが、太陽の熱気とともに迫ってきた。

　道路脇わきに立つ屋台は、小ぶりの鉈なたで椰や子しの実を割って、往来を行く人に差しだそうとする。頭の上に、びっくりするほど巨大な荷物を載せた女性の集団がいた。ここもイエンマルドの慣習を守り、しっかり頭はベールなどで隠している。

　荷車が通るたびに、細かな砂煙があがり、わずかな木陰で昼寝をする犬が鼻をひくつかせる。人のざわめきや馬のいななきが、ひっきりなしに響いてうるさいぐらいだ。

「おお、街！　都！　ダイトカーイ！」

「ちょっとウルスラ、ウルスラ、大丈夫。夢じゃないからこれ。現実だから」

　イシュアンが真っ先に歓声をあげ、ウルスラはあまりの人の多さとにぎやかさにフリーズした。

「……目がちかちかします」

「教会は──あっちに進めばありそうですネ。見えますか」

「ええ。わかります」

　横ではトトとハセムが、目を細めて場所を確認している。

　邪気を浄化してもらう教会は、ここから近いようだった。

「じゃあ、用がすんだら教会で落ち合おうか。ウルスラ、行けそう？」

「……はい。どうぞ気をつけて。リヒト」

　頭を下げるウルスラをイシュアンたちに任せ、理人たちは別行動を取ることになった。

　目の前には、一緒に行動を共にするハセム・デラだけが残される。

「……行きますか」

「ええ。ついて来てください。どうぞご一緒に。嫌かもしれませんけどネ」

　底の知れないニヤケ顔を前にすると、どうにも苦手意識が先に立つが、むりやり気をふるいたたせる。

　ウィルタミアで出会ったゲーム機──今となっては、いくつもの意味を持つようになっていた。

　まずは響きよう子この居場所につながるかもしれない可能性が一つ。もう一つは、ログワイヤ卿きようが傾けい倒とうしていた組織につながるかもしれない可能性だ。

　献上品のゲーム機を餌えさにして、理人は砂漠に呼び出されて殺されかけた。

　ゲーム機がイエンマルド側からの献上品である以上、スパイはログワイヤ卿だけではなく、イエンマルド側にもいるのだろう。それはいったい誰なのか、ハセムとしては、主にそちらを知りたいのだろうと思う。

「心当たりって、何があるんですか？」

「ソウデスネ。この街にはあらゆる物が持ち込まれます。北はウィルタミアやルガリア。南はハミタッド。海側の海産物も、ハジン川経由で定期市に並ぶ。名物の大市グランバザールを取り仕切ってるのは、政府の役人でもハジ家の人間でもなんでもない。市場の外周に店を持つ商工会の連中で、彼らは他に先んじて希少品を買い付ける仲なか買がい人にんでもあるわけですよ。一目見て普通じゃない魔法の品マジツクアイテムなんかは、まず露ろ店てんに流れないで彼らの懐へ流れる」

「じゃあ、親使団の人たちはそっちでゲーム機を手に入れたってことですか」

「まあそうでしょうネ。せせこましく露店を回って王への貢みつぎ物を探して回るってのも、状況からしてありえないでしょ」

「たしかに……そうですよね」

「これから行く店は、イエンマルドの上級官吏や士官なんかも贔ひい屓きにしとりましてね。何かを手に入れるとしたら、その店の商人を通してっていうのが定じよう石せきだと思うんですヨ」

　なるほどと思い、理人はハセムの思惑に乗ることにした。

　今さらながらに、一人でなんとかできる状態ではなかったと思い一人でなんとかしようと思えば、ちょっとここまでは探しきれなかったかもしれない。

　まるで長屋のように密集する商店の向こうに、噂うわさの大市グランバザールの会場はあるのだという。今回はその入り口を横目に見ながら、さらに道路を歩き続けた。

　やがてたどりついたのは、一見して看板らしい看板もない、門と庭のある瀟しよう洒しやな屋敷だった。

（家……？）

　鉄てつ柵さくに囲まれた庭には花が咲き乱れ、孔く雀じやくに似た極彩色の鳥が闊かつ歩ぽしていた。ハセムはその間をぬって、まるで知人の屋敷を訪ねるように、玄関の扉を開けた。

　中は妙に薄暗かった。天井にあるシャンデリアの明かりは落ち、正面カウンターに置かれたランプだけが灯ともされている。

　床に敷いた絨じゆう毯たんも、壁の隅に置かれた椅い子すやタペストリーも、どれも国や地方を問わずかなり高級なものが集められているようだが、この暗さときたら、店じまい後の店頭と変わらない。

「お休みですか……？」

「まあ、ちょっと早かったかもしれませんね……」

　普通、これだけ日が高くなれば、商店は開いていると思うのだが。

　明かりの落ちたホール内にただようのは、独特な甘さを持つ、南国らしい花の香りだ。人によっては、きつすぎてむせかえるかもしれない。

「お客様でらっしゃいますか」

　カウンターの奥から、人が出てきた。












　イエンマルド人だが、定番の巻き布は頭につけず、ウィルタミアの高級使用人風の格好をしている。かっちりとなでつけた髪型と髭ひげが、なんだかひどく新鮮だ。

「申し訳ございませんが、当店の開店は夕刻以降となっております」

　ハセムは、堂々と首を横に振る。

「そいつは知ってますよ。店が忙しくなる前に聞いておこうと思いましてネ。『葡ぶ萄どう酒しゆ事件』で世話になった犬が来たと、孔雀夫人に伝えてくださいませんか」

　すると、柔にゆう和わな物腰を崩さなかった男の眉が、かすかに跳ね上がる。

「それは──大変申し訳ありませんでした。承知いたしました。どうぞこちらでお待ちください」

　そのまま理人たちを、ホール脇の扉の向こうへと誘いざなう。

　だが開けた向こうはまた廊下で、左右の壁には、デザインの違う扉がいくつも連なっている。

「葡萄酒事件って……？」

「まあ胸むな糞くそ悪いお話ですヨ」

「胸糞って──うわ」

　廊下の向こうから、裸と見まごうばかりの薄うす衣ぎぬを着た娘が歩いてきて、理人はぎょっとした。

　娘の方は、理人に見られても気にしていないようだ。ぎりぎりまで絞った明かりに柔やわ肌はだをさらし、あくびをしながら後ろの部屋へと入っていった。

「ハ、ハセムさん……？」

「お嬢様方が、勝手に良い方に解かい釈しやくしてくださって助かりましたヨ。女連れで娼しよう館かんってのも間抜けな話ですからね」

「な──」

　聞いてないぞバカ野郎と、今さら怒るわけにもいかなかった。

　案内された部屋の中は、大きな長椅子にシルクのクッションが品よく並べられ、ローテーブルの銀製フルーツ皿には、みずみずしい果物が山積みになっている。

　まるで金持ちの邸てい宅たくの居間を再現したかのようなインテリアだが、椅子の向こうには天てん蓋がい付きの寝台があり、その上ではあられもない薄着の娘たちが、くつろぎきった姿でこちらを見ていた。

　ここで彼女たちと何をするべき場なのかと思えば、頭が痛くなってくる。

「この店は人を売るし人を買う。いや、大量に売る物の中に、人間も含まれてるってだけとも言いますがネ」

「だからって、ちょ、これは──」

　笑いながらすり寄ってくる娘を、なんとか押しとどめながら、理人はハセムに説明を求めた。

「つまみ食いしたいなら、はじまる前に一人ぐらいいただいときますか？　たぶん怒られないと思いますヨ」

「──ハセムさん！」

「あ、やめとく？　わかりました。ほんと真ま面じ目めですね英雄サマは」

　そういう問題じゃないだろう。いったい何をしに来たのだ自分たちは。

「ほほほ。相変わらず意地悪がお好きなようね。ハセム・デラ」

　やわらかな笑い声が、救いのように舞い込んだ。

　戸口に現れたのは、顔の上半分を仮面で隠した、黒髪の女だった。

　見方によって、年ねん齢れいが二十ぐらい変動しそうに見える。

　ごく自然な笑みの形を作る、厚みのある赤い唇くちびる。服装は寝台の娘たちに比べれば落ち着いたウィルタミア貴族風で、だが熟うれた果実を思わせる豊満な体つきは、娘たちに負けぬ風格と完成度を誇ほこっている。

　漆うるしを塗ぬったように赤く長い爪。その五本の指で、孔雀の羽根で作った扇を握っていた。

「あまりお連れ様を煙けむに巻いてはいけませんよ」

「おひさしぶりデス、孔雀夫人」

「いつ以来かしらね。たまにはお客として来てくださっても結構なのよ。ここはあなたの土地でもあるでしょう」

「冗談きついですヨ。つまみと酒一杯で財布が干上がりマス」

「かわいそうなハセムさん」

　孔雀夫人と呼ばれた女は、一人掛けの椅子に腰かける。半裸の娘たちが、母を慕したうように、その周りに集まった。

　ハセムと理人が向かいの長椅子に腰かけると、夫人は扇を開いて風を送る。

「そうは言っても、あなた方が言う『葡萄酒事件』は、解決済みのはずよ。これ以上話せることはなにもないわ」

「ええ。あの時はご協力ありがとうございました。おかげさまで狙い通りに綱こう紀き粛しゆく正せい、反乱分子も一掃です。大変助かりました。つきましては孔雀夫人のお人柄を見込みまして、二、三確認したいことがあるのですヨ」

「別件の便乗ってこと？　いやあね、あまり冴えたやり方じゃないわ。安い女だと思われてるなら悲しいわ」

「いいえ滅めつ相そうもない。本当に簡単なものですから。答えたくないのでしたら断ってくださって結構デス。今からひと月前に、うちの親使団がこの店を利用しましたよね」

　仮面の口元から、表情が消えた。

「これは会計の監査でもわかるコトです。従者の証言も出ているので、ごまかす意味はないはずデス」

「──ええ。いらっしゃったわ。とても楽しい一夜になりました」

「ウィルタミアの王に献けん上じようする品を用意した」

「ええ。お困りのようでしたから、相談にのりました」

「用意した品は魔法の品マジツクアイテムだけですか？」

「他にも宝石や細工物をお出ししましたけど、さすが皆様お目が高いですわね。ぜひこれがいいとおっしゃって」

「最初に気づいたのはどなたですか？　団長のシマス氏？　ハチャト氏？　マルシム氏？　そうそう、ウルバーニ氏も副団長で同行していましたか」

「さあ。団長のシマス様が、ことの外ほかお誉ほめになってらっしゃったことは覚えているけれど。どこで採れたのか、他にないのか熱心でしたわ」

「わかりました。シマス団長ですね。あの方は軍部とも縁えんが深い」

「もうやめてつつき回すのは。こちらは何もやましいことはしていないのよ」

「あともう一ついいですカ。この一か月の間に、十代の女を外部に売りに出したことは？」

　孔雀夫人が、椅子の肘掛けに扇を叩きつけた。

「──あったらどうだっていうのよクソッタレ！」

　娘たちが悲鳴をあげ、蜘蛛の子を散らすように逃げまどう。

「ありがとうございます。大変参考になりましタ」

「出ていきなさい！　出ていって！　このドブあさりのネズミが！」

　急に別人になったように夫人は激げつ昂こうし、ハセムはすばやく立ち上がった。

「行きましょうか、英雄サマ。退散です」

「──でもハセムさん！」

　十代の女を売ったというのは、響子の可能性は高くないか？

「いいから。これ以上いると命が危ない」

「早く！　目障りなのよ！　失せやがれええええ！」

　強引に腕を取られて、荒れ狂う女の園から退場させられた。







「──ハセムさん。ハセムさん！　待ってください」

　屋敷を遠く離れても、納得はできなかった。

「すいません。やっぱりもうちょっと、詳くわしいところを聞くべきだったんじゃないですか？　このまま放っておくのは──」

「いや──もうあの女ヒ性トから聞けるものは聞き終えましたヨ」

「え？」

「献上品の候補の中から、『げーむき』とやらに反応したのは、副団長をしていたウルバーニ氏。で、元の持ち主である『キョーコ』さんまでは、彼らのところに売られてない」

　理人は、思わず耳を疑った。ハセムは往来で立ち止まる。

「……言ってることがぜんぜん……」

「違う？　本音をそのまま口にすると、夫人の立場も危あやういですからね。かなり親切にしてくれた方デスよ。惚ほれちゃいそうですネ」

　けろりと言われて、すぐには二の句が継げなくなる。

「……わかりませんでしたよ……」

「まあそこは年の功と言うかなんと言いますか。売り惜おしんだっていうより、本当に手元にないから売れなかった感じですね、あの調子じゃ」

　それは嬉しいことであり、同時に厳しいことでもある気がする。

「ゲーム機しか……見つかってないってことですか……」

「ウルバーニ氏は、還げん俗ぞくして国政に参加してる元上級司し祭さいさんです。今も許されるなら教会職に戻りたがってるような脂っぽさの薄い人ですから、出し抜いたり裏切るような大胆行動に走るのは意外っちゃ意外なんですが……まあそこは俺の方でどうにかします。宮殿内を嗅かぎ回るのは俺の領分ですし。で、問題は英雄サマですヨ。本当にその『キョーコ』さんとやら、イエンマルドに──いや、この世界に飛んできてるんですカ？」

　──唯一の手がかりであるはずのゲーム機の線から、本体の響子が完全に断たれてしまったのだ。

　今までは確信を持ってうなずけていたのに、この時の体は、ひどく重かった。

「来てる──そのはずです──」

　頼む路葉。いるなら返事をしてくれ。

　強く強くそう願った。
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　イシュアン・トロールは、もとより教会という場所が苦手だ。

　日々の祈りの場であり、教区に暮らす人々の規律を指導する場であり、弱者を救済する場であると教えられてきた。

　教えの三番目はともかくとして、一番目と二番目がよくない。

　お祈りなんてしたい時にしたい言葉ですませたいし、どう暮らすかなんて人の勝手だろうとうそぶきたくなる。よって、日頃からできうる限り教会的なものとは距離を取って暮らしてきたのだが、このたび信条を曲げて戸を叩くことになってしまった。

　ウルスラの体にたまった邪気を浄化してもらうためには、仕方がない。

「国が変わっても、教会は教会なんだな……」

　リヒトやハセムと別れ、入った聖せい堂どうの中から天てん井じようを見上げる。

　玉ねぎに似たイエンマルド風の屋根や、鮮やかな色彩の壁や床はウィルタミアにないものだし、礼れい拝はいに訪れる人は、みな巻き布やベールで頭を隠したイエンマルド人だ。しかし、身しん廊ろうの祭さい壇だんにまつられているのは女神パナティーアで、天井画の題材は、毎度お決まりの創そう世せい神しん話わのようだ。

「組織は完全に別ですけどね」

「いや、トト。そういう問題じゃないんだ。なんかこう、じわーっとにじみ出る『神様大好きな私が好きオーラ』が一緒なんだ」

「は？」

「わかんないならいい」

　イシュアンは気にせず、凝こり固まる首筋をぐるぐると回してのばした。

　彼女の隣ではウルスラ・アルカンが、同じように天井画を見上げている。

　綺麗な紫色の目をした少女は、じっと黙っていると彫ちよう像ぞうのように見える。祭壇の女神像が、生きて呼吸をしているような。

「──ウルスラもなんか気になるか？」

　イシュアンの問いに、ウルスラがこちらを見返した。

「地下と上じゃ、女神の描き方も違うのか？」

「いえ……基本は同じだったと思います。父も他のノルドの民も、パナティーアへの信仰を表明して暮らしていました」

「へえ。そっか。そうだよな。元は地上にいた人たちなんだもんな」

「ただ……やっぱりここでも『石』のくだりはないのかと思いまして……」

「石？」

　ウルスラは、どこか儚はかなく微笑んだ。

「女神の落とした賢けん者じやの石。すでに絶えた女神の異い譚たんです。もう直接見たのは、わたしとリヒトだけになってしまいました」

「リヒトと──」

「気になりますか？」

　小声で返してくる。

「大したことは、ありませんよ。下にいてもリヒトはリヒトでした。一人のことをずっと気にかけていた──」

「──ウルスラさん。ウルスラ・アルカンさん。お待たせしました」

　教会の女性神官が、奥の扉から顔を出した。

　そもそもイシュアンたちは、邪気の浄化を依頼し、準備が整うまで待っていたのだ。

「浄化の準備が整いました。こちらへどうぞ」

「ほら、ウルスラ」

　イシュアンにうながされ、ウルスラが控えめな足取りで神官のもとへと向かう。話はそこで打ち切りになった。

　イシュアンはその後に続きながらも、微妙にもやもやとしたものが晴れなかった。

　ウルスラは、もう何十年も昔に封印された地下神殿に、ずっと暮らしていた少女だ。理人いわく、魔獣も跋ばつ扈こしていたという劣悪な環境で、亡ぼう霊れいや生ける屍しかばねと化した養い親に囲まれ、人間らしい暮らしも送れなかったのだそうだ。

　そんな彼女を地上へ連れてきたのは、当の理人であり、あのお人ひと好よしならまあやるだろうと理解はできる。しかし、当の理人へ向けるウルスラの信頼は、ちょっと行きすぎなのではなかろうかと思うほどだ。

（だってリヒトだぞ？　いいのか？）

　自分だってあれには助けられたし、同じぐらいに助け返したし、修しゆ羅ら場ばも一緒にたくさんくぐり抜けてきた。言うなれば歴戦の友であり、旅の相あい棒ぼうだ。そんな自分をさしおいて、知らないネタで盛り上がるのはなんかずるい──いや、それもまた少し違う気がする。

（あいつ帰るしな）

（そのためにがんばってんだし、キョーコが見つかったら終わり）

（だから本気になったら可哀想だぞ……ってのも違うか）

　それとも居残る気か？　目の前にいる、ウルスラのために？

　──けっきょくうまく説明することができず、『なんかもやもや』で話は終了するのだ。毎回のパターンであった。

　神官に通されたのは、薬品の匂においが染み着いた小部屋だった。壁には人体の構造を記しるした紙が張られ、人が横になれる診察台も置いてあり、診療所の役割も果たしているのだろう。

　出迎えた神官も中年の女性で、ウルスラの顔を一目見るなり感かん嘆たんの声をあげた。

「──まあ可哀想に。今まで辛かったでしょう！」

　面食らって声が出ないウルスラを、「早く横になって。こっちに」と、世話焼きおばさんの風ふう体ていで引き寄せる。

　ウルスラが靴を脱いで診察台に横になったので、イシュアンたちは近づいた。

「──大丈夫か？」

「こんなに体の芯しんまで邪気に侵された体なんてひさしぶりに見たわ。まだ若いのにどういう暮らしをしていたの」

　台に横たわるウルスラは、少し悲しそうな顔をした。

「まあいいわ。多くは聞かないから。今は邪気を抜くのが一番先。すぐに！　楽になるからね。力を抜いて、目を閉じて」

　神官の女性は、言われた通り目をつぶったウルスラの、腹部と喉のど元もとに手をあてた。

　独特の詠えい唱しようがはじまる。




『──祈りは親愛なる神のものなり。慈悲と慈愛をもって、あらゆる闇よ退しりぞけ。邪を打ち払わん』




　おごそかな祈き禱とうの聖句とともに、手のひらに光が点ともる。おおとイシュアンとトトは声をあげる。

　浄化の光をウルスラに照しよう射しやさせたまま、女性は言った。

「どうする、あなたたち。全部の邪気が抜けるまで、しばらくかかるわよ。ここで待ってる？　外に出て食事や買い物ぐらいならすませられるわよ」

「うーん……」

　できればウルスラについていてやりたかった。しかし、

「いいことを思いついたわ！　これからお御み堂どうで礼拝がはじまるの。飛び入りも大歓迎だし、キスタン師の説法はわかりやすくて評判なのよ。ぜひ体験してちょうだい！」

　このおばさん、言うにことかいて、なんと恐ろしいことをのたまうのだ！

「ト、トト！　食事に行こうか！」

「あら、そうなの？」

「ウルスラは終わったら、教会の前で待っててくれ！　じゃあな、また後で！」

　ナイスアイデアから一転、残念そうな女性神官に回れ右をし、イシュアンは大急ぎで部屋を出た。

「──あー、あせったあせった。冗談じゃないぞ。何が悲しくて説教のフルコースなんて聞かなきゃならないんだ」

　教会を出てから、イシュアンは噴き出た冷や汗をぬぐった。

「でもイシュアン様。食事と言っても、どこに行きます？」

「ん──？　そうだな。別にどこでもいいと思うぞ。そのへんの定食屋でも屋台でも、好きなところにしろよ。べつに食事じゃなきゃいけないってわけでもないし」

　正直、礼拝という最悪の手段から逃れられればどこでもいいのである。

「噂のでっかい市場を見に行くのもいいな。適当に時間がつぶせて、ここからあんまり離れなければ──」




「さあさあ、寄ってらっしゃい見てらっしゃい！　許されぬ二人の悲劇のロマンス！　見逃せば後悔必至！　今なら立ち見で入れるよ！」




　考えこむ二人の間に、色刷りの鮮やかなチラシが、何枚も落ちてくる。

　見れば宣伝役らしい道どう化けが、鳴り物を鳴らしながら往来を練り歩いているようだった。

「……芝居の宣伝か？」

「ええ。近くみたいですね」

　トトがチラシを眺めて言う。

　日常会話はともかく、こちらの文字を読むのはまだおぼつかない。トトによれば、その劇団はもっと地方からやってきた旅芸人の一座で、小さな自前の天幕から小劇場、そして一等地の大劇場まで、瞬またたく間に駆け上がったらしい。

「へー。大出世だな。そういうの嫌いじゃないぞ」

「イシュアン様、お芝居ってご覧になります？」

「いや──あんまり観たことはないけど、興味がないわけじゃ、ない」

「わたしもそんな感じです。家がけっこう厳しくて」

「家はないけど機会がなかった」

「今なら観られるんですね……」

　二人はチラシを持ったまま、互いに顔を見合わせた。

　顔にはもう、お互いの答えが書いてある気がする。

「──行くか」

「行っちゃいますか」

「どうせ時間つぶさなきゃいけないしな」

「そうですね！」

　立派な大義名分を確認し、二人はチラシに書かれたティマーニ大劇場めがけて駆けだしたのだ。

　舞台の演目は──『赤せき蜂ほう座ざ』の『まつろわぬ恋こい歌うた』。
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　理人は途方に暮れていた。

　あのゲーム機が響子の手がかりにつながると思ったから、ここまで砂漠を越えてやってきたのだ。

　まさかこんな形で、二つの線が断ち切られるとは思わなかった。ハセムにいたっては、本当に響子が召喚されたのか疑いはじめる始末である。

　なかったことにするのは簡単だ。でももし万が一、響子もこちらに来ていて、今も生きて助けを待っているなら、取り返しがつかない。もう少し、ぎりぎりまであがくべきではないのか──？

「ハイ、わかりましたよ英雄サマ」

　理人は顔を上げた。

「そんな悲壮感あふれた顔しないで結構。急に手のひら返すほど薄はく情じようじゃありませんヨ俺も」

「ハセムさん……」

「ただし、この先もどっかで線を引く覚悟はしておいた方がイイとは思いますよ。永遠に砂漠をうろつき回るわけにはいかないんですカラ」

「それは──わかります」

　すぐに見つかるのならいい。でも見つからなかった場合──決断しなければいけない日は来る。必ずやって来る。ハセムの言うことは、残ざん酷こくであろうと事実だ。

　でも、それは今ではない。まだやれることはあるはずだ。

「すみません。僕のわがままですけど、つきあってもらえますか」

「了解デス。さあ、まずは盗賊サマたちのとこに行きますか。そろそろ時間でしょう」

　理人はうなずく。

　ひとまずイシュアンたちと合流しようと、彼女たちがいる教会に向かった。

　すると問題の建物の前に、見慣れたベールと銀髪の少女が、ぽつんと一人立っていた。

（ウルスラ？）

　所在なさげにあたりを見回し、理人を見つけると、ほっとしたように駆け寄ってくる。

「リヒト」

「どうしたの。浄化は終わったんだよね」

「はい。無事に……でも、イシュアンさんとトトさんが戻ってらっしゃらなくて」

「へ!?」

「わたしの処置が終わるまで、席を外すとはうかがっていたんですが……こんなに長い間なんて思わなくて……」

　歯切れの悪い口調に、緊張が走る。

　何かトラブルでもあったのだろうか。事故。犯罪。ログワイヤ卿の裏にいるはずの組織に、命を狙われたこともある。だが、まさかこんな街中で──？

「いやあ。なんかそんな非常事態じゃないみたいですヨ、お二人さん」

　ひどくのんきな声で、ハセムが言った。

　彼は周りより頭一つ高い背を利用して、人ひと混ごみの向こうを見通している。

「うらやましいねえ、俺も焼きリンゴは好こう物ぶつだ」

　リンゴ……？

　やがて、理人にも状況がつかめてきた。

　混み合う雑ざつ踏とうの先から、焼きリンゴと綿あめを持ったイシュアン・トロールとトト・ハルネラが、仲良く並んで歩いてくるのだ。

　目の前まで二人がやってきても、なかなか次の言葉が出てこなかった。

「よ、リヒト！　もう帰ってきてたのか」

「…………イシュアン……」

「ウルスラも！　浄化はすんだか？　元気になったか？　おい、どうしたんだリヒト。聞き込みいってきたんじゃないのか？」

　うつむき眉み間けんをおさえる理人を見て、イシュアンが急に心配そうな声になる。いっそこのまま寝てしまえればどんなにいいだろう。

「うまくいかなかったのか」

「うん、まあ、ちょっと振り出しって感じかな……」

「そうか……」

　彼女の顔色が曇るのがわかった。

「…………でもまあ、あれだ！　右がだめなら左を探せって教えもあるだろ。一発で宝を見つけようなんて甘い甘い」

「いてっ」

　勢いよく肩をはたかれる。

「そういう時は、まず頭空っぽにしてからまた考えるんだ。おまえもちょっと行って観てくればいい。ほらトト、例のやつ」

「はいイシュアン様。リヒト様、こちらがパンフレットです！」

　ずずいと献上品のように、冊子が差し出される。

　理人は面食らいながら受け取った。

「なに、これ」

「芝居のパンフレットだ」

「しばい？　劇？」

「そう。ウルスラが浄化してもらってる間、時間があったから劇観に行ってきたんだ。すぐ近くに劇場があってさ。面白かったんだよこれが。な、トト」

「そうなんです！　とにかく泣けましたあ」

　とても楽しい時間を過ごしてきたようだ。

　こちらの気も知らず──とまでは言えない。しかし、さすがにそんな趣味に時間を費やす余裕はない。一応、パンプレットは開いてみる。

「へえ、まつろわぬ恋歌か。評判はいいらしいですネ」

　後ろからのぞき込んできたハセムが、口笛を吹いた。

「ハセム・デラ。あなた見たことがあるんですか？」

「いいや？　バーゼルで噂を聞いただけですヨ。南部出身の劇団なのに、べらぼうに出来のいい芝居だって。今はハミタッドの具合が良くないから、ティマーニに出てきてるらしいですネ」

　挿さし絵に色までつけてあるパンフレットは、この世界の基準で言えば、確かに豪華で気合いが入っているように見える。文字は、例によって読めない。

　表紙はバルコニーから手をのばすヒロインと、その下で愛を囁ささやくヒーローの図だ。

（なんか……どっかで見たことある絵だな……）

　中もぱらぱらとめくっていく。

　宴うたげの中で出会う男女の挿し絵。

　引き裂かれる二人の挿し絵。

「ロメーオとジュリエタっていう、敵対する部族の姫と戦士が恋に落ちるんだ」

「許されない中で燃え上がる恋心なんです」

「うはあ、お嬢様好みのロマンスですね」

「ハッ、これだから浅せん薄ぱくな人間は。まつろわぬ恋歌はそれだけじゃありません。具体的な名前は伏せられていますが、作中の敵対する部族はシュロ族とナホバ族がモデルになっているようです。最近のハミタッドの情勢から考えれば、非常に挑戦的な風ふう刺し劇であるとも言えます」

「はいはい。硬こう派はな面もあるとおっしゃるんですネー」

「真面目に聞きなさいって！」

「剣けん舞ぶのシーンとかもちゃんとしてたぞ。悲しい話なんだけど、ぜんぜん退屈しなかったんだ」

「そうなんですよイシュアン様！」

　理人は、盛り上がる二人に向かって、念のため聞いてみた。

「ねえ、イシュアン」

「ん？　なんだ？」

「そのまつろわぬ恋歌ってさ……二人で駆け落ちするために片方が仮死状態になるけど、連絡がうまくいかなくてほんとに死んだって勘かん違ちがいする展開？」

「おまえなんで知ってるんだ!?」

「ご存じなんですかリヒト様！」

　ビンゴか。

　理人はだんだん、指先に感覚がなくなってきた。

　王道の物語なんて、全世界共通、パターンはそう多くないとは言うけれど──。

「……うん。ちょっと、似たような話に心当たりがあってさ」

「そうなんですか？　ちなみに次回作は『真夏の夜の夢』って言うそうですよ。こっちも気になりますよねー」

　駄だ目めだ。これはもう──いくらなんでも無視はできない。

　理人はパンフレットを閉じて言った。

「その劇、僕も観たいんだけど、次の公演って席取れるかな」

「は!?」

　一同、あっけにとられたように理人を見た。

「み、観るのか？　いや、観てほしいからこっちも勧めたんだけどさ」

　こちらの顔色が、およそ観劇を希望する顔に見えないから戸惑っているのかもしれない。

　確かに、動機としては不純と言えば不純だ。演技や筋立てを楽しみたいわけではないのだから。

「無理にとは言わないよ。でもできれば、劇の脚本を書いた人に会いたい。その人、路葉に会ったことあるか、さもなければ──路葉本人だ」

　こんなところで、断たれた糸がまたつながるとは思わなかった。
















　主演女優の楽がく屋やは、王おう侯こう貴族の温室のように花があふれていた。

　どれも彼女のファンや支し援えん者しやが贈ってくれた花はな籠かごだ。籠の中をあさると、たまに花以外の貴金属や恋文が紛まぎれていることもある。とても一人でさばききれるものではなく、最近は下働きの娘に整理を手伝ってもらう。

「スルヤ様、こちらの贈り物はどうしましょうか」

　両手いっぱいの花籠を抱え、下働きの少女が訊たずねてくる。

　スルヤは鏡台の前から動かず、鏡越しに物を見て言った。

「贈り主は？」

「えっと……商工会の会長様です」

「純粋に花だけね？」

「そうです。お花だけ、だと思います」

「じゃあいいわ。そこの端にでも飾っておいて」

「端って……もう場所なんてないのに」

「なんとかして」

　少女はおろおろしながら、巨大な花籠を抱えて右う往おう左さ往おうした。大事な支援者を無下にするわけにいかないのだ。スルヤはおしろいでそばかすがすべて隠れたのを確認すると、紅べにを唇くちびるに乗せた。

「──おいスルヤ！　そろそろ時間だ！」

　乱暴なノックとともに、主演男優が顔を出した。

「わかったわ。ちょっと待って」

　綿で余計な紅を落とし、最後に鏡を見直してから、楽屋を出た。

　個室の楽屋の向こうは、舞台のためのスタッフが大勢行き交っている。スルヤとガリプの顔を見て、うやうやしく立ち止まって礼をする人間が何人もいた。

　小劇場から大劇場に移る時、思い切って裏方や端は役やくの役者を外から募集した。かなりの賭かけだったが、少人数では表現できなかった演出の助けになり、結果として評判はさらに上がった。

（そうよ。ウチらだけでもできる）

（やってかなきゃいけないんだから）

　ここに来るまで、自分たちは大きな罪を犯した。だが、もはや自分たちは止まれないのだ。たとえて言うならそう──崖がけを転がり落ちる石のように。
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　劇団の名前は『赤せき蜂ほう座ざ』。

「ハミタッドから来た一座で、自前の天てん幕まくから小劇場に場所を移して、好評だからこの大劇場で延長公演を始めたそうです。先さきの週のはじめからだったでしょうか」

　劇場前のチケット売り場に並びながら、トトが神妙に説明をしてくれた。

　夜の部の当日券を求める列は、かなりの長ちよう蛇だだった。理り人ひとたちは、列が動くのを待ちつつ、立ち話を続ける。

「ハミタッドって……ここからもっと南に行ったとこなんだよね」

「ええ。とても自立心が強くて、中央の統治に反発することが多いので、『まつろわぬ民たみ』の地とも呼ばれています」

「ちょうど首しゆ長ちようが、その南なん部ぶ平へい定てい唱えて勅ちよく使し兵へいを送りこんでるところですヨ。名物の反はん骨こつ精神もいつまで保つか見物ですネ」

　内戦のまっただ中ということだ。

「なんでそんなとこに路みち葉ばが……」

「まあクロかシロかは、劇観てから判断すればいいんじゃないでスカ？　そんなに『ちきゅう』の芝居にそっくりだって言うなら」

　たしかに、最終的にはそれしかなかった。そのためにも、一刻も早いところ席を確保したいところなのだが──。

「──はあ？　売り切れ!?」

　先頭にいたイシュアンがすっとんきょうな声をあげた。

「ちょっ、どういうことだ。いくらなんでも早すぎないか!?　何席残ってたんだよ」

　チケット売り場の窓口に向かって、食いつかんばかりに訴えている。

　理人は隣に並んだ。

「売り切れなの？」

「だってな、さっきのチケットはちゃんと買えたぞ。なあ、立ち見でもいいからなんとかならないか」

「申し訳ございません。お客様の前で完売となってしまいました」

　受うけ付つけ嬢じようの言葉は、とりつく島もない。

「入れ違いか。運が悪いな……」

「またのお越しをお待ちしております」

「──いや待てリヒト、まだいける」

　イシュアンは、猛もう然ぜんと後ろを振り返る。ギラリ、と獲物を捕らえるネコ科の獣の目になった。

「おいそこの！」

　入れ違いでチケット売り場を離れた人間を見つけて、ダッシュした。

「は？」

　相手はまだ十代の少年だ。イシュアンは、一転してにこやかな笑顔になる。

「いい天気だな。昼飯は何食べたんだ？」

「いや、意味わかんないんだけど」

「まあまあまあまあ」

　さりげなく相手を壁際へ誘導し、腕をついて退たい路ろを断つ。見事な手際だ。主にカツアゲ的な方向で。

「まつろわぬ恋歌の当日券、何枚手に入れたんだ？」

「何枚って……十八枚」

「じゅうはちぃ!?　ふざけんなよ取り過ぎだって。少しこっちによこせ」

「無理だよダメだって！」

　耳元で叫ぶイシュアンに、少年は大きく首を横に振りまくる。

「ただとは言わない。金なら払う。さあ今こそ踏み出すんだ金持ちへの道。見えないか黄金に輝く栄えい光こうの小道が。じゃらりじゃらりと全部お金でできてるっていう」

「だから無理だよ！　これは僕のだけじゃないんだから！」

　少年はあくまで頑かたくなだった。

「代表で買いにきたのか？」

「そうだよ。僕らはスルヤ様親しん衛えい隊たいだから」

「────」

　なんとも言えず微妙な顔つきになるイシュアンと入れ替わりに、今度は少年が語りに入った。

「あんなに美しくも可か憐れんな女優はいないよね。ジュリエタ姫をやるために生まれてきたっていうか、舞台の上で神こう々ごうしく輝く様はパナティーアの再さい臨りんもかくやだよね。ちなみに僕は天幕時代から知ってるからね。べつにこれは自じ慢まんじゃないよ事実だから」

「ああ、そう……つか、そんだけ観てるならもういいだろ」

「は？　意味わかんないよ。役者の演技ってのは生ものでしょ。毎回違うスルヤ様を目に焼きつけることが大事なのに何言ってんの」

　どうしようもなく越えられない壁がそこにあるようだった。

「すいません。僕からもお願いします」

　理人も隣で頼むことにした。

「どうしてもこの劇を観たいんです。融ゆう通ずうしてもらえませんか」

「えー……」

　ややチンピラ（？）が入ったイシュアンに比べ、いかにもおとなしくて穏おだやかそうな理人の登場で、少年はやや表情を変えた。

「……君たち、イエンマルドの人間じゃないよね。どこから来たの？」

「ウィルタミアの王都です」

「へ、そこからここまで来たの？　噓、本気で？　まさか、スルヤ様目当てで？」

「いや、そうではないんですけど……」

　少年は少しほっとしたようだった。

「そうだよね。いくらなんでも話早すぎだよね」

「ただちょっと、脚きやく本ほんの方に興味があるんです」

「脚本？」

　理人はうなずいた。

「僕の故郷の話に似てるって聞いて……どんな話か確かめてみたいんです」

「そうだ。おまえ、赤蜂座に詳しいんだろ。まつろわぬ恋歌の脚本書いたの、誰か知ってるか？」

「え、え、誰が書いたって……」

「路葉響きよう子こって名前じゃないですか」

　少年は、真剣に考えこむ顔つきになった。

「……あのさ。劇団『赤蜂座』に、ちゃんとした脚本家はいないはずだよ」

「え？」

「少なくとも、表向きに明記されてる脚本家は存在しない。パンフレットにもポスターにも名前はない。評論家に対しては、座員全員で話し合って作ってるって答えてたはず」

　存在──しない？

「そんなまさか……」

「君、いますごい問題に足つっこもうとしてるよ。自覚ある？　ファンの中でも、あそこまで完成度の高い脚本を、役者だけで作れるはずないって思うやつはいるんだ。誰か頭脳ブレーン役の人間がいて、でも事情があって名前を明かせないんじゃないかって。聖職者か族長筋すじの高貴な人じゃないかって、もっぱらの噂うわさでさ。だけど君の故郷の話に似てるっていうのは新説だよ。ウィルタミアの王都に同じ筋立ての話があるってこと？」

　思わぬ新情報を得たと、少年は興奮気味に訊ねてくる。

　正確には、ウィルタミアではなく地球のイギリス産なのだが、馬鹿正直に話すわけにもいかなかった。

「もっと田舎いなか出身だよ。でも、ちゃんと観てみないと合ってるかどうかわからない。要所だけ似てて、全然違う話かもしれないし」

「ああ、そうだね。そういうのもありがちだしね。んー、気になるなあ。どうするかな……」

　少年はひとしきり考え込み、そして、ちらりとこちらを見返した。

「今日の公演は無理だけど、明日の昼の部なら前売りの一枚譲ゆずってあげてもいいよ。一枚だけだけど」

「ほ──本当か？」

「ありがとうございます！」

「個人的に観るつもりだったんだ。でも、仕事抜けられそうになくてさ。仲間に売るしかないかって思ってたんだ。君たちでもべつにいいしね」

　イシュアンが興奮気味に理人を見返す。理人はうなずいた。

　一枚だろうと問題ない。理人が劇の判断ができればそれでいいのだから。

「助かります！」

「いい席なんだよ。心して観てよ。で、どうだったか僕にも教えてよ」

　少年は、この劇場近くの商店で働いているという話だった。チケットを受け取った理人たちは、礼を言って別れた。







「──ってわけで、ごめん。確保できたのは明日の一枚だけなんだ」

　貴重な一枚を持って、みなのところに戻ってくる。

「……まあ、一枚でも用は足せますよね……」

「無む駄だ足あし踏ませて悪いけど」

「わたしとイシュアン様は、もう観てますからべつにかまいませんよ」

「俺もべつに観劇のご趣味はありませんから。ないならないで結構ですヨ」

　そうなると、残りはウルスラだった。控えめにたたずむ嫁と目が合い、理人は頭を下げた。

「ごめん！　当日券も並んで確保するようにするから」

「いえ、結構です。あなたはあなたの務つとめに専念してください。わたしは外で待っています」

「ウルスラ……」

「ご武ぶ運うんを」

　芝居というものは、そんなに命をかけるものではないのだが、彼女は少し勘違いしているかもしれない。

「さあ、いちゃつくのはそのへんにしましょうネ。明日に備えるならもう寝てもいいでしょう」

「──な、ハセムさん」

「そうだな。宿確保するのが先か。昨日から徹てつ夜やだったもんな」

　イシュアンまで、あくび混じりにうなずいている。本当に、このいじり方はなんとかならないだろうか。

（それどころじゃないんだからさ）

　昼のうちから宿を探したおかげで、三人部屋と二人部屋の二つを、無事におさえることができた。当然のように男女で分かれることになった。

「それじゃな、リヒト。起きたら適てき当とうに飯にしよう」

「うん、また後で」

　廊下で二手に分かれ、理人は二人部屋の方のドアを開けた。

　宿は高級ではないが清せい潔けつな作りで、きちんと洗濯されたシーツやカーテンを見るとほっとする。

　奥にある窓を開けると、ごちゃごちゃと密集した家並みの向こうに、さっきまでいた大劇場の屋根が見えた。

　二つの太陽が沈めば、あの中は満員の人で埋まり、赤蜂座の手によって『まつろわぬ恋歌』が上演されるのだろう。

　脚本家がいないことになっている──とは、どういうことなのか。

（路葉。そこにいるんだろ？　違うのか？）

　今はどれだけ呼びかけても、返事はない。すべては明日にかかっていた。

　止めていた息を吐き出し、後ろを振り返る。

「──ハセムさん。ベッド、どっちを使いますか──」

　だが、すでにハセムは、勝手に寝台の一つを確保し、いびきをかいて眠りについていた。

「いつのまに……」

　あまりの早はや業わざに、あきれを通り越して尊敬の念さえ覚えてしまう。

　理人もまた、彼にならって眠ることにした。装備をといて寝台に横たわると、自然に意識は闇に落ちた。







　一方、隣の部屋では、女性陣がせっせと荷ほどきと身み支じ度たくにいそしんでいた。

「お湯いただいてきましたけど、使う方いらっしゃいますか？」

「あ、使う使う。ありがとなトト」

　金属製のケトルを持って、トトが部屋の中に入ってくる。

　自分の寝台を確保していたイシュアンが、立ち上がってケトルを受け取る。サイドテーブルに置いた洗面器に湯をそそぐと、熱い湯気が上がった。

「イエンマルドは居るだけで汗だくになるからな。ブーツの隙すき間まから砂入ってくるし……ウルスラも体ぐらいは拭ふくよな？」

　訊ねられ、ウルスラは小さくうなずいた。

　イシュアンはお湯にひたした布を人数分しぼり、ウルスラにも手渡す。

「ありがとうございます」

「はは」

　屈くつ託たくのない笑顔だった。

　そのまま彼女は寝台に戻り、景気よくブーツを脱ぎ捨て、装備を次々に脱ぎ捨て、上着もショートパンツも脱ぎ捨て、ほぼ下着姿のままマットレスに座り込んで体を拭き始める。

　トトも隣の寝台でベールを外し、三つ編みをほどきはじめているが、どうしても視線はイシュアンの方に行ってしまう。

　言動は中性的で、あまり性別を意識させないタイプだが、こうしてあらためて見る体たい軀くは、やはり女性のそれだ。接近戦もこなす引き締まった肢し体たいに、なおも丸みを帯びた肩や胸。同性でも見とれてしまうほど均整がとれている。

　そこに生命力の塊かたまりのような表情がつく──理人が心を奪われても、そうおかしくはないだろう。理屈として納得はできる。

「──ん？　どうかしたか？」

「い、いえ」

　ウルスラは、あわててうつむいた。












　一人だけ縮ちぢこまっているのも変なので、とりあえずベールを取って畳んでみた。

「……『キョーコ』さんというのは」

　間がもたなくて、思い切って聞いてみる。

「リヒトが探している人というのは、どういった方なのでしょうか」

「あー」

　イシュアンが、髪かみ留どめを外して振り返った。

　理人が実はこの世界の住人ではなく、外部の世界から召喚されてやってきているというのは、地上に出てから教えてもらっていた。そして、一緒に召喚されてしまったかもしれない故郷の女性を探しているということも。

「なんか、私も詳しいところは聞いてないんだよな。向こうで通ってた学校の同級生だったらしいけど」

「リヒトは、学問を修めているのですか？　神しん学がく？　それとも、トトさんのように魔術師の養成所に？」

「いや、もっとごちゃごちゃして沢山あるらしいぞ。歴史に音楽から外国語の勉強までやるんだとさ」

　それは──とても大変なことではないだろうか。

　あらためて夫への尊敬の念を強めるウルスラである。

（……お父様。リヒトはとっても『拾い物』な人です）

　問題は、いろいろ山積みではあるが。

「同級生というのは──お友達？」

「らしいな」

「本当にそうでしょうか」

「……どういう意味だ？」

「イシュアンさんは、気にしたりはしないのですか？　キョーコさんとリヒトがどういうつきあいをしていたのか」

　こちらの質問に、イシュアンは戸惑った顔をした。返事に窮きゆうし、気まずそうにそっぽを向く。

「さあ、よくわかんないからな、そういうの。気にしてもしょうがないっていうか」

　ウルスラはため息が出た。

「……本ほん妻さいの余裕、ということでしょうか」

「あ？」

「いえ──」

　ここで自分たち──特にイシュアンががんばってくれなければ、理人はその『キョーコ』さんとやらと一緒に、故郷に帰ってしまうではないか。

　さすがに世界が違えば、嫁入りも略りやく奪だつも難しくなってしまう、とは口にできないけれど。

「すみません。関係ないことですね。見つかるように祈ります。リヒトのためにも」

「うん、そうだよな。あいつこっち来てピリピリしっぱなしだもんな。なんとかしてやんないと」

　イシュアンは、ほっとしたように相そう好ごうを崩した。

　乾いた寝台に横たわり目を閉じれば、つかのま世界は、地下と同じ闇に包まれる。

　死者の声は聞こえてこないが、思い出すことはできる。心の中で祈ることはできる。ウルスラはそうして、安らかな短い眠りについたのだ。
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　──翌日。

　理人は問題の『まつろわぬ恋歌』を観るため、一人劇場の中へ向かうことになった。

「それじゃあリヒト、終わったらここで落ち合おう。それまで私たちは適当にぶらぶらしてるから」

「うん、わかった。いってくるよ」

「しっかり観てこいよ」

　イシュアンたちと、劇場の前で別れる。唯一、ハセムだけは、女性陣と離れて別件をあたるという話だった。例の副団長ウルバーニの件を報告しに行きたいらしい。

　生の演劇というのは、実のところ生まれてはじめて観るかもしれない。人生初観劇が異世界というのも、微妙な感かん慨がいを生んだ。

　劇場内は二階のボックス席まである立派なもので、理人は一階の真ん中よりやや後ろの席に腰をおろした。

（席って……ここでいいんだよな。たぶん）

　ボックス席や、最前列に近い席は、まだだいぶ空いている。あの少年の言っていた『いい席』の意味に悩んだが、平民の少年が買える範囲で一番いい席なのかもしれない。

　周りの客がパンフレットを眺ながめる様を横目に見ながら、劇の開始を息をひそめて待った。

　吉と出るか凶と出るか。

　そして、すべての客席が埋まりきる頃、フッと客席側の照明が落ちる。

（──はじまった）

　いっそう闇の中で静せい寂じやくが強まる。

　松明たいまつの明かりだけが揺れる舞台の上に、薄汚れた老人が進み出る。




『──これは今は昔、時の勢せい者しやに石もて追われ、まつろわぬ民人が集う地で起きた悲劇なり──』




　おごそかな語りで、客席の心を舞台の中へと引き込んでいく。

　舞台の上のヒロインは、あの少年が心しん酔すいするだけあって美しかった。ヒーロー役の少年も、舞台映えして勇ましかった。しかし、理人の視点は地球産の『ロミオとジュリエット』との差異を見極めることである。

　じっと、食い入るように役者たちの動きや台詞を拾っていく。

　一幕。二幕。そして、すべての筋を見終えた後、理人は確信した。

　カーテンコールの拍手が鳴り響き、そして客席から大半の人がいなくなってから、理人も遅れて席を離れた。

　すでに閑かん散さんとした劇場ロビーを抜け、建物の外へ出た。

「──おい、リヒト！」

　半ば呆ぼう然ぜんとしていると、イシュアンの声がした。

　ウルスラたちとともに、道の向かいに出店している屋台にいた。木陰に並べられたベンチに腰かけ、手を振っている。

　リヒトは三人のもとに駆け寄った。

「ずいぶん遅かったじゃないか。見落としたかと思ったぞ」

「……うん。ちょっといろいろ考えててさ……」

　眉間をおさえて答える。

　全幕見終わる頃には、理人も確信を深めるしかなかった。

　黒か白かで言うなら、完全に──黒だ。『赤蜂座』のまつろわぬ恋歌は、地球産のロミオとジュリエットを下した敷じきにしているとしか思えない。

「で、どうでしたか、リヒト様」

「もう間違いないよ。あそこまでかぶってて関係ないはずない」

「つまりキョーコが関わってるってことか？」

「うん。ちょっと今から裏方の人に会ってくるよ」

「ちょっ、待てよ、一人で突っ走るなって！」

　理人はきびすを返して来た道を舞い戻った。

　少なくとも、赤蜂座の関係者に会えれば、響子の現状なり消しよう息そくなりが聞けるはずだ。

　どうして自分が書いたのに覆ふく面めん作家をしているのか。なぜ名前を出せないのか。

　はやる気持ちをおさえて、建物の裏手へ回る。だが理人は、そこで思わぬものに阻はばまれた。

（なんだこれ）

　ものすごい人だかりだ。

　すでに劇は終わっているはずなのに、男から女まで大量の人間がたむろしている。進もうにも裏口がどこにあるかもわからない。

　それでも無理に通ろうとしたら、ぎろりと睨にらまれた。

「横入りするなよ。ここは俺の場所だぞ」

「場所って……すいません、ここで何かはじまるんですか？」

「はあ？　何言ってんのおまえ」

　その時だった。




「きゃああああああああああああ！」




　前方で大歓声が上がった。

「ガリプくーん！　ガリプくーん！」「スルヤ姫ええええ！」「スレイマン様ぁ！　こっち向いて！」「パミルううう、俺だ結婚してくれえ！」「トアン様、渋すぎぃ！」

　その場にいた人間がいっせいに騒ぎだす。迎え撃つのは、劇場専属の警備兵たちだ。

「はい、押さない！」「これ以上は出ないで！」「そこ、もっと下がって！」

　まるで城の警衛兵なみに武装した男たちが、槍やりをかまえて客を威い嚇かくするのだ。その後ろを、私服の男女五人が悠々と歩いて箱馬車に乗り込んでいく。

　箱馬車から誰かが手を振るたび、まわりの歓声はいっそう高くなった。

　これはいわゆる──。

「なんの騒ぎだ？」

　後ろから、イシュアンが駆けてきた。理人は頭痛をこらえて答えた。

「出待ちってやつみたいだよ」

　目当ての歌手や俳優などが、会場を後にするのを見守る行為だ。追っかけをしているクラスメイトの話を聞いたことがあるが、まさかこっちの世界でもお目にかかるとは思わなかった。

「つーか、これじゃ話なんて聞けないじゃないか。どこの王様だ？」

「本当に街のアイドルなんだね」

「あいどる？」

　適当な訳やく語ごが、パナケイアに存在しなかったらしい。理人は曖あい昧まいにごまかした。

「……その道の人に聞くしかないね」

　これはもう、蛇じやの道は蛇へびだ。そうして理人たちは、『その道の人』のところへ移動したのだ。







「あ、昨日の人たち」

　理人たちにチケットを融ゆう通ずうしてくれた少年は、劇場近くの雑貨店で店番をしていた。

　この地域の名産らしい、色とりどりのランプの笠かさが天井を埋め、少年は台の上で笠磨きに忙しかったが、こちらの顔を見ると飛び降りてくる。

「どうだった？　観てきたんでしょ？」

「そのまんまでした」

「あっちゃー！　大事件だ」

「それでですね、ますます脚本を書いた人間が、僕の知り合いの可能性が高くなったんです。劇団の人に話を聞きたいんですけど、なんとか会う方法はないでしょうか」

「ええ？　そりゃいくらなんでも無理でしょ」

「無理ですか？」

「無理むり。天幕時代ならともかく、今はね。ホテルも劇場も警備が厳しすぎるよ」

「ほー」

　イシュアンが、横合いから親しげに肩を回し、少年の右みぎ頰ほおに『ぶすっ』と親指をついた。

「今後の人生のために、いいことを教えてあげようか。おまえ、本音と違うことを吐く時は、必ず──右頰だけえくぼができるぞ」

「痛ひです」

「さあなんだろなー、このへこみは。なんだろうなー」

　ぐりぐり、親指を回し続ける。ひたすら回し続ける。回して回して回し続ける。

　ついに少年は観念して叫んだ。

「──わかったよ。ただしこの話はよそで話さないでくれよ。特に他の親衛隊の奴らには。僕だけのとっときの奥の手なんだから」

「もちろんだ！」

「もちろんです！」

　イシュアンと理人の声が重なる。少年は、しかめっ面で「近くに」と手招きをする。

　狭い店内でさらに中腰になり、顔をつきあわせて店員から話を聞く様は、かなり異様かもしれない。だが構ってはいられない。

「……ってわけで、座員たちだけで稽けい古こをする時が、一番警備が薄くなる。かなり小さい劇場を使ってるから」

　少年いわく、赤蜂座が自前の天幕を使った公演の、その次に使った芝居小屋で、今も深夜の打ち合わせや脚本の練り直しが行われているのだという。その時だけは外部の人間も遮しや断だんし、初期メンバーのみになるので、狙うならそこだ、という話だった。

「なんで大劇場でやらないんだ？」

「人が多くて気が散るんじゃないかな。よくわかんないけど」

「──ますます怪しいな。よし、じゃあそっちを張ってみるか。あ、そうだおまえ、これ取っとけよ。世話かけた礼だ」

　イシュアンが、懐ふところから小袋を取り出して少年に押しつける。

「いや、いいよべつに」

「どうか取っておいてください。ほんとに助かりました」

　理人も頭を下げ、イシュアンとともに店を出る。

　数秒後、

「って、なんなのこの金額ぅ！」

　中をあらためたらしい少年の絶叫が、店の外までこだました。
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　夜も更ふけ、眠らない商都もいくぶん陰かげりを見せはじめた頃。

　少年が言っていた通り、一台の箱馬車が、公演終了後の芝居小屋に姿を現した。彼らは人目を忍ぶように、建物の中へと消えていく。

　全員が入った後、入り口の前に立った見張りの数は一人だった。

「……よし。打ち合わせ通りにいくぞ」

「はい、イシュアン様」

　行けトトと号令をかける。トトはばちんと自分の頰を打ち、両目を涙目にしてから駆けだした。

「たっ、助けてくださあああい！」

「はっ？」

　立っていた見張りの腕に、泣きながら飛びつく。

「助けてください助けてください。あっちで、お姉様が悪あつ漢かんに！」

「は、悪漢？」

「そうなんです。一見にやけてるけどものすごく失礼な口をきく怪しげな悪漢なんです！　助けてください。このままじゃお姉様が犯されます！」

「なんだそりゃ！」

「お姉様を助けて！」

　指さす路地の間から、いかにも女物のベールがはらりと風に舞った（ウルスラが投げたものだ）のを見て、見張りも顔色を変えた。トトと一緒に走り出す。

　どうもトトの脳内で想定している悪漢のディテールが、某ぼうハセム氏のような気がするが、突っ込んでいる暇はなかった。その間に理人とイシュアンは芝居小屋の中へ忍び込んだ。

　小さな明かりだけが灯ともる待合室に、客席へと通じるドアが一つ。ドアは施せ錠じようされていたので、舞台側へ回れる道を探して奥へ進む。

「ちょっとちょっと！　そっちはダメだよ。どっから入ってきたんだ！」

　まだ他に人がいたか。見張りらしい別の男が、後ろからすっ飛んできた。

　背丈も横幅も大きく、体重も理人の倍はあるだろう。しかしまあ、こうなると開き直るしかない。

「すいません。関係者の知り合いなんです」

「関係者。誰の」

「脚本の路葉響子です」

「ミチバァ？」

　大柄な見張りは、目を丸くする。

「劇団の人に確かめればすぐ分かると思います。相あい川かわが来たって伝えていただければ」

「あーあー、もういいから君。わかってるから」

　彼は大仰に手を振った。

「なんでこう現実と妄想の区別がつかない奴が多いんだろうね。いい？　君はただの一般人。冴えないけど平凡な日常を送る、フツーの人。そのへんの人。スルヤ・メーヤの友達だの、ガリプ様の前ぜん世せの嫁だの、スレイマン様の五番目の愛人だの、そんなのは妄想なの。頼むから目を覚ましてくれない？　今は大事な稽古の最中なんだって」

　イシュアンが、後ろから見張りの男に『膝ひざかっくん』をかました。筋肉も何もないところなので、簡単に巨漢が転がった。

「痛ぁい！　何するのこのクソアマァ！」

「つべこべ言わないで中行って問い合わせろって。勇者リヒトが、『ミチバ・キョーコ』に会いにきたって。一言一句まちがえずに復唱！　ハイドウゾ！」

「こんなところに勇者様がいらっしゃるはずないじゃなあい！　ばーか言ってんじゃないわよふざけんのもいい加減にして！」

「おいおい、なんだいったい。中にまで聞こえてるぞ」

　キレて金切り声をあげる見張りの絶叫を聞きつけ、客席に通じるドアが開いた。

　現れたのは、口ひげを蓄えた、かなりの小男だ。たしか──冒ぼう頭とうの語かたり部べと、教会の神官の二役をしていたはず。座長のトアン・ブルゲ。

　舞台の上では、完全に老人のように見えていたが、こうして見ると、存外若い。さすがは役者と言ったところか。

「あ、これはブルゲ座長！　申し訳ありません。すぐに追い出しますので！」

「熱心なお客さんかい？」

「客は客でも、頭がおかしい方の客ですよ！　よりにもよって、自分のこと勇者リヒトだって言うんですから──」

　見張りの男は得意げに語っていたが、それを聞くトアンの顔色は、血の気が失せて蒼そう白はくになった。

「──リヒト、アイカワ──」

「座長？　どうかしましたか？」

「──い、いや、な、なんでもねえ。ちいと驚いただけだ」

「そ、そうですよね。いくらなんでもですよね。ははは」

　見張りはほっとしたように笑い、座長は何度も額ひたいの汗をぬぐった。

　そのトアンが、あらためてこちらを見た。

　何かを切り替えたように、顔つきは柔にゆう和わで動揺の影もない。

「お客さん。いつも贔ひい屓きにしてくれてありがたいね。うちんとこの芝居は楽しかったかい？　でもできれば、芝居を楽しむ仁じん義ぎは守ってもらいたいね。あんたより年の若い子供でもちゃあんと守ってる。ここは一座の関係者以外は入っちゃいけねえ場所だ。会うなら舞台と客席だけにしてくれ」

　理人は、黙って腰の剣を抜いた。

「ちょっ、きっ、危険！　危険人物──っ！　ものども出会え──っ！」

　見張りの言葉は、もはや耳に入らない。

「──銘めいは『破は魔まの聖剣』。魔ま神じんアルゴスの封印にも使いました。見る人が見れば真しん贋がんの判断はつくはずです」

　目の前にいるトアンの視線は、己のつま先へと向けられた長剣の切っ先と、それを軽々とふるう理人の顔、この間を交互に動いていった。

「ウィルタミア王、エセルバッハ二世より賜たまわったメダルもありますが、そちらもご覧になりますか？」

　騒ぎ続ける見張りの男のパニックが、徐々に別種のものになっていく。

「……え、ま、まさか本物？　本当に本物の勇者リヒッ」

「おまえはしばらく喋しやべるな」

　イシュアンが、その口を張り手でふさいだ。

　座長のトアンは相変わらず、眉ひとつ動かさない。ただゆっくりと、口の端を上げた。

「──世界を救いたもうた勇者様が、こんな場末の芝居小屋になんのご用ですか」

「路葉響子さんに会わせてください。まつろわぬ恋歌は彼女じゃないと書けない脚本だ」

「はて、ミチバ。ミチバ……なんのことやら」

　──とぼけるな。

　激しい怒りが噴ふん出しゆつしそうになるのを、必死におさえる。

「いないとおっしゃるんですか」

「あいにくと聞いたこともない」

「では、脚本を書いた人を出してください。今すぐに」

「これが誰がと言うわけじゃないのですよ。赤蜂座一同、皆で知恵を出し合って作った芝居でして──」

　理人は、抜き身の剣を一いつ閃せんした。

　剣は狭い廊下の壁に深々と突き刺さり、耳の薄皮を一枚裂かれた座長トアン・ブルゲが、呆然と立ち尽くす。

「僕をそのあたりの評論家と一緒にしないでください。もう一度聞きます。路葉響子、あるいはまつろわぬ恋歌の脚本を書いた人に会わせてください」

　明らかに噓うそをついている目で、納得できるはずがない。

「──ちょっと、座長になにするの！」

　背後で女の高い悲鳴がこだました。

　鮮やかな金髪に、はしばみ色の瞳。頰には本来のそばかすが浮いているものの、舞台の上でヒロイン『ジュリエタ姫』を演じていたはずだ。名前は確か、スルヤ・メーヤ。あの少年も心しん酔すいしていた看板女優。

「何やってるのあんた。やばい人なら追い出してよ！　いくら払ってると思ってるの！」

　見張りの男はうながされても、すでに恐怖で動けなくなっていた。理人が剣を引き抜き振り返ると、トアンがうめいた。

「スルヤ……来た……勇者だ……勇者リヒトが来た──」

「な」

　スルヤが、震えながら口を両手でおさえる。

「まさか……ほん、もの……？」

「あなたたちは、路葉と一緒にいたんですよね？」

　こちらの問いかけに、彼女は観念したように目を閉じた。

「いたわよ！　いたからなに？」

　やけくそ気味の肯こう定てい。やっぱりそうだ。

　──このパナケイアに飛ばされていたのだ。

「今どこにいるんですか。無事なんですか彼女は」

「──キヨは、キョーコ・ミチバは、バイヤーン・カヤジの離り宮きゆうにいる」

　理人は、思いがけない返答に耳を疑った。

「バイヤーン……？」

「月の頭──ううん、先さきの月の終わりから。仕方なかったのよ。他に方法がなかったの。キヨさえうなずいてくれれば、お金の清算もできて、劇団も続けられる。まつろわぬ恋歌もはじめたばっかりで、頓とん挫ざさせるなんてキヨだって望まなかったと思うから」

　ちょっと待て。もっともらしいことを言っているが、つまり。

「……売ったってことですか。彼女を」

「だから仕方なかったって言ってるでしょ！　お金たまって、無事だったら買い戻せるかもしれないし！」

　──ふざけるな！

　かっとなって殴りそうになった右手を止めたのは、イシュアンの手だった。

「やめとけ。殴ったおまえが自己嫌けん悪おで引きずるだけだ」

　それでもいいからやらせてくれと、もう少しで口を開きそうになった。

　図書室の片隅で笑っていた響子の顔がよみがえる。相川君と、明るく名前を呼ぶ声も。

　路葉──！

「かわりに私がやってやるから」

　ぱん、とスルヤの頰を平手打ちした。

　それほど力は入れていないように見えたが、打たれたスルヤの体は簡単に揺らいだ。

「……サイテーなこと言ってる自覚ぐらいはあるだろ」

　スルヤは打たれた頰をおさえてうつむいている。

「どんなド底辺でも仲間売るのだけはやらないって決めてる連中だっているんだ。でもあんたらはそうじゃなかった。少なくとも『キョーコ』は仲間じゃなかったってことだよな」

「……そうよ」

　スルヤは嘲あざけるように声を高くした。

「本当になんにも知らなくて、ウチが面倒みてあげないと何もできない子だった。いつかアイカワクンに会って一緒に帰るんだって、そればっかり言って。ウチ、そんな都合のいいことあるわけないって、心の中でいつもバカにしてた。だって相手は五英雄の勇者なんだよ。こんな遠くまで、わざわざ探しにくるわけないでしょって──」

　一方で、うつむき加減におさえた手の間から、ぱたぱたと涙がこぼれていく。

「来たよ。僕らは」

「行こう、リヒト。時間がもったいない」

　迷いながらも、それでも来たのだ。助けに来たのだ。

　イシュアンにうながされるまま、理人はその場を離れようとした。

　その背中に、

「でも、そうだね、あなた、来たんだね。わざわざ探しに来てくれたんだね──キヨの言うこと、間違ってなかったんだ」

　かすれるような声音で、確かに彼女は言ったのだ。

　──ありがとう、と。

　何かの尊とうとい救いのように。
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　ハセム・デラは、ひさしぶりにやってきたティマーニの街中を歩いていた。

　深夜の繁はん華か街がいは、相変わらず雑多な臭しゆう気きがあふれている。部族問わずの人、鳥ちよう獣じゆう、世界中の料理のスパイス、甘い女のおしろい、一歩奥に入れば血の匂いも。

　路地にさしかかるたびに違う匂いが鼻をつき、ハセムは鼻び孔こうをひくつかせた。すれ違い様に財布を狙うスリも、あしらうのはまた一いつ興きようだ。

（まったく、あの孔く雀じやくオバサンたらね）

　ここはあなたの街でもあるでしょうにと、孔雀の羽根を持つ女は言っていた。とんだ冗談を言ってくれる。

　たしかにこのティマーニは、地図上では父親の実家の縄なわ張ばりに入ってはいる。だがハセムは、その家から名前ごと放ほう逐ちくされている身だ。一緒に放り出された身内ともども、なんの権限もありはしない。

　かわりにハセムの身み柄がらを拾ったのは、他部族の将軍であり、ハセムはそのために日々生きていると言っていい。

　ちょうど至急の用事として、街から一番近い、軍の中東支部に連絡を取ってきたところだった。往復で一日がかりだったが、ひとまずの義務は果たせた。

（首お長うの偉大なる剣つるぎたる将軍サマ。犬めはまた一匹獲物を探りあてましてヨ）

　剣士ハセムの仕事は、将軍の『嗅かぎ犬』──あちこちの組織に近づき、鼻を動かしては不ふ穏おんの芽を摘つむのが役目であった。どこに行っても煙たがられる、体ていのいい汚れ役だが、今の自分には相応の待たい遇ぐうだと思っている。

　首長の親使としてウィルタミアへ派遣されていた、副団長ウルバーニ。彼はウィルタミアの大貴族と手を組んで、五英雄をイエンマルド領内で亡なきものにしようと考えていたようだ。ことによれば、ウィルタミアとの外交問題になる危険性もあった。許されない裏切りである。

「しっかし中立穏おん健けん派のウルバーニさんですか……てっきりセルム家革新のシマスさんかと思ったんですがねえ」

　かの人の言動を思い返す。許されるなら、神しん職しよくに戻って愛と平和について祈りたいと語っていたのは、偽いつわりだったのか。このご時世で、あれほど出世の欲に縁えんのない人も珍しかったのに。

　ハセムは、手ぶらのふりをしながら歩き続ける。

　ここイエンマルドは、成り立ちからして部族の寄せ集めだ。まるで継つぎ接はぎ人形が、千切れかけの手足をぶらつかせながら歩いているようなものだ。大国ウィルタミアを羨うらやみつつ、三さん刀とうの三家が互いを監視し、牽けん制せいし合い、首長でさえも安あん泰たいの地位ではない。在位中の失策を、今か今かと狙っているような世界だ。

　ウルバーニはそんな世界に背を向けるように、争いを厭いとい、愛と理想を説いていた──。

（いや──ウィルタミアのログワイヤ卿も、浮き世離れって点では似たようなもんだったか）

　むしろ考え方としては、逆なのかもしれない。この事件に関しては、現世の欲に執しゆう着ちやくがない人間ほど惹ひかれるのだ。そこに──解明の鍵かぎはある？

　考え事をしているうちに、ハセムの足は目的地にたどりついていた。

　この街で拠きよ点てんに借りている宿屋だ。女性や子供も一緒の道中で、あまり安宿は使えない。清潔と安全さ重視のまっとうな宿だ。

　すでにみな寝入っているかと思ったが、道路の向かいから、見慣れた四人がやって来るのが見えた。

　先頭を歩くのは、厳しい顔つきをした、異国の少年。

（異国というか、異世界？）

　この世界に関わりのない、本物のトリックスター。勇ましき名無しの英雄。

　だが残念。楽しい劇を観てきたはずなのに、あまり楽しい結果ではなかったようだ。
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　劇が終わった時の、客席の沸わき具合を覚えている。

　自分の席を立ちながら、みな満足そうな顔で、見終わったばかりの芝居の感想を言い合っていた。あの場面が良かった、役者のここそこがいいと。

　けれどその芝居を共に作ったはずの少女は、すでに仲間の裏切りで放逐されていたのだ。こんな空くう虚きよな話があるだろうか。

（バイヤーン・カヤジ）

　先月からだとスルヤたちは言っていた。こちらの暦こよみだと、実質何日だ？　無事でいるだろうか──。

「おい、リヒト！」

　背中を叩かれ、理人は我に返った。

　目の前にはイシュアンとトトとウルスラがいて、そしてハセムも合流してきていた。

「とにかく居場所は特定できたんだ。一歩前進だろ」

　イシュアンが、励はげまそうとしてくれているのはわかる。

「いったい何がございましたのか、詳しいお話は、宿の中ででも聞かせていただけますかネ」

　ハセムにも言われ、理人はうなずいた。そうして五人全員で、広い方の三人部屋へと集合した。あらためてここまでの事情を話した。

　トトが拳こぶしを握りしめて悔しがる。

「と言いますかっ、売っちゃったって……ひどいひどいひどい。ひどすぎます。なんでその場でとっちめちゃわなかったんですかリヒト様！」

「私がやらせなかったんだよ。怒ってるだけ無む駄だだったあれは」

「ああああ、その出来たお人柄が憎いですお二人とも！」

「──僕が知りたいのは、バイヤーン・カヤジがどういう人かなんだ。路葉を返してくれるような人なのかな」

　予備知識がないので、対策の立てようがない。

　彼所有の離宮自体は、イスメト湖沿岸の保養地にあり、ティマーニの街からもそう遠くないという。

「トトとハセムさんは、何か知ってますか？」

「知ってるもなにもアナタ」

　こちらの質問に、一連の話を聞き終えたハセムが大おお仰ぎように肩をすくめる。

「ハジ、セネル、カヤジ。ヴェズナーヤを滅ぼしイエンマルド建けん国こくの立役者となった、三部族の長おさ。建国三刀の一つ、名門カヤジ家の皇おう子じ様ですヨ」

「そうです。赤あか獅じ子しを旗印にする、名門中の名門です。現政権の首長はカヤジ家の当主が就いてます。バイヤーン皇子は、当主の第一子で、噂を聞くかぎり、その──」

「その？」

「通称『飽あき獅子』。派手で遊び好き。どうしようもないどら息子様だと評判ですネ。側室が産んだ第二皇子の方が優秀だって話もあるぐらいデス」

　絶望的な話を聞かされている気がする。

　理人は、ぎゅっと拳を握りしめて唇を嚙かんだ。

「まーこのごに及んで人買いなんて、相変わらず愉ゆ快かいに楽しくお暮らしあそばしてらっしゃるようですネ、カヤジの坊ちゃんは。お父様の命令でハミタッド平へい定ていしに行かなきゃいけないんじゃなかったでしたっけ？　どうなんでしょうそこんとこ」

「すいません──ちょっと離宮まで行ってきます！」

「どうどう。落ち着きましょう英雄サマ。焦あせるのは良くない焦るのは」

　寝台から立ち上がろうとしたその肩を、ハセムに押しとどめられた。

「でもハセムさん──」

「逆に考えれば、一つの玩具おもちやに執着はしない性格とも言えますよ、カヤジの飽き獅子は。話し合う余地はあるんじゃないですかね。金ならあるんでしょ？　魔神退治の報ほう奨しよう金きんとかで」

「それは」

「あるんですね？　ならよろし」

　そんなあやふやな希望にすがれるほど、理人も余裕があるわけではなかった。

　できることなら、今すぐにでも剣を持って響子を助けに乗り込みたい気持ちなのだ。一分一秒でも早く。

「みすみす引っ捕らえられる手は出してほしたかないですヨ。バイヤーン皇子に書面で申し入れるなら、俺が一いつ筆ぴつ書きますカラ」

「え──ハセムさんがですか」

「そう。だってアナタ、読み書きはからっきしだって言うじゃないデスカ。なら俺の方がまだマシです」

　ましとかそういう問題なのだろうか。

　とんでもないことを言った自覚がないように、ハセムはひょうひょうとしている。

「カヤジ家の縁えん戚せきなら、何回か会ったことありますしネ。通りがいい方がいいでしょ」

「は」

「んじゃ、ちょっくら準備もしてきますネ。失礼イタシマス」

　さよならさよならと手を振り、いつものふらふらした歩きで部屋を出ていく。

　理人は、半ばあっけにとられながら思った。いったいあの男は、どういう素す性じようの人間なのだ。

「……あの人は、いったい何者なんですか」

　ウルスラが、控えめながらも心底不思議そうな口調で呟つぶやいた。

　こちらが聞きたいぐらいだった。

　他の二人も、確かな答えはない。

「さあ……僕も詳しいところは、あんまり知らないんだ。イエンマルドの軍関係の人らしいってのは聞いてるけど」

「とにかく、いい加減で日の当たらない職であることは間違いありませんね！」

「私はどっかの家の皇子だって聞いたぞ」

　イシュアンから、衝撃の告白。

「い、いやそれはさすがに」

「わたしの時は、お邪魔虫だと名乗っていました」

　ウルスラがさらに衝撃の告白。

「それだ！」

「それです！」

　何かしっくりしたようにイシュアンとトトの声がかぶった。

「そうだ。それでいこう。それがいい。職業お邪魔虫」

「胸がすく結論です」

　いいんだろうか、それで。

　廊下の向こうで、ハセムの巨大なくしゃみの声が聞こえた。







　──ともかく、離宮に出した手紙の返事が来るまで、うかつに動くことはできなくなってしまったのは確かだった。

　それからは、宿を拠点にして、めいめいの時間を過ごすことにした。理人は基本的に宿から離れなかった。

「──なんだリヒト。また一人なのか？」

　イシュアンが、男部屋に顔を出して言った。

　理人は窓際で、剣の手入れをしていた。

「うん。ハセムさんは飲みに行ってくるってさ」

「おまえはどこにも行かないでいいのか？」

「いいよ。べつに無理して動く必要ないよね」

　招集があればすぐに動けるようにしておきたかったのだが、イシュアンはそれが気にくわないようだった。

「あー、つっまんない奴だな！　することないならこっちにつきあえ！」

「ちょっ、イシュアン！」

　なぜか首根っこをひっつかまれ、むりやり宿の外へ出された。

「トトは古本屋見に行った！　ウルスラは教会の診察受けに行った！　みんな好きなことやってんだ。こっちも遊ぶぞ」

「遊ぶって」

　とてもそんな気分にはなれないのだが。

　イシュアンが、こちらを振り返った。存ぞん外がい、まじめな顔つきがそこにあった。

「商売の街に来て大市グランバザールを見ないって、馬鹿のすることじゃないか？」

「……馬鹿なのかな」

「ああ。馬鹿だ。王都に行って王宮を見ないぐらい馬鹿だ。私は昨日も覗のぞきに行ったけど、でかすぎてぜんぜん回りきれないんだよこれが」

「大変だね」

「ああ。大変なんだ。はじめから周回遅れで大ピンチだ。だからおまえもつきあえ。馬鹿を返上するために。主に私のために」

　なんという謎なぞの理屈。

「──わかったよイシュアン。つきあうよ……」

「よし」

　イシュアンは満足げにうなずいた後、かすかに笑った。

「おまえってほんと、人のためばっかりなんだな」

「……どういうこと？」

「いつも誰かを助けることを考えてる。ウルスラとかキョーコとか。さっきまでキョーコのことを考えてて、今、私のことだ。こんなくだらないお願いなのにな」

　それは、自分で言うことだろうか。軽くむっとしかけた理人に、

「でもなリヒト、ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ覚えててくれよ。誰かを助けたいおまえを助けたいって思ってる人間も、ここにいるってこと」

　──私のことだよ。

　不意打ちの言葉に、理人は返す言葉を失う。

　彼女は、棒立ちの理人を前にして、羞しゆう恥ち心しんがこみあげてきたようだった。カッと頰を赤くして背を向けた。

「じゃ、そういうことで。行くぞリヒト！」

　いつも以上に早足になる彼女の後ろを、慌てて追いかける。

　鼓こ動どうが跳ね上がるのは、そのせい──だけだろうか。

　問題の大市グランバザールは、彼女が言っていたように圧巻だった。

　屋根アーケードつきの場外商店街に囲われる形で、広大な石畳の広場があり、そこが様々な行商人が店を出す大市グランバザールになっていた。

（……規模が桁けた違ちがいにでかいフリーマーケット会場って感じだな）

　見てみるかぎり、地面に敷しき布ふを敷いただけの簡素な店から、自前で天幕を建てたり、馬車まで乗り付けた大型の店も存在する。

　売っているものも様々で、食品から武器や防具、装飾品にいたるまで多種多様だ。

「昨日は北から攻めた。今日は南だ」

「なにか欲しいものあるの？」

「特にはない。だが探す！」

　ぼきぼきと拳を鳴らしつつ、真剣に燃えるまなざし。いついかなる時も、好奇心を満たすことは忘れないらしい。

「……ＯＫ。荷物持ちでもなんでもお供しますよイシュアン様。馬鹿を返上してください」

「新しい装備も見つかるかもしれないだろ。気合い入れろよ」

　欲を言えば、破魔の聖剣以外の剣が欲しいというのは、さすがに贅ぜい沢たくだろうか。

「でもあれだな、リヒト」

「ん？」

「迷宮ダンジヨンでお宝探すのもいいけど、こうやって売る側に回って大おお儲もうけするのも楽しそうだよな」

　彼女はにぎやかな店のやり取りに目を細め、そんなことを言うのだ。

　動揺が顔に出ないよう、つとめて自然に答えた。

「……いいんじゃない？　むいてるよ」

「どうせなら何売るかな。親がやってた農園でもやり直すかな。ブドウ育てて酒造ってさ。街に売り込むんだ」

「チーズとハムもセットで売りたいとこだね」

「村の奴らもたくさん雇やとうぞ」

「会社名が必要だね」

「それはもちろん」




「「トロール商会」」




　声が重なった。

　露ろ店てんの間で、イシュアンがびっくりしたように目を丸くする。

「……な、なんだよ。もしかして前に話したことあったか？」

「ううん、たまたまだよ」

　焦こがれたあの日々に、今の彼女が重なる。そんな奇跡を信じたくなる。

　たわいもないやり取りを、喜んでもいいだろうか。あの日々が好きだったという思いを、一人で抱え込まなくてもいいだろうか。

「そっか。まあいいけどさ」

　イシュアンは、受け入れてまた歩き出した。

　彼女が再び立ち止まったのは、とある露店の前だった。

　飲食店の屋台エリアを抜けてすぐ。こまごまとした宝ほう飾しよく品ひんを売る店だった。

　宝石のような高価なものは少なく、七しつ宝ぽう焼きや鏡を埋め込んだ、銀や布の小物がメインのようだ。小さな細さい工く物が敷布いっぱいに並ぶ様は、菓子箱をひっくりかえしたかのように賑にぎやかな感じがする。

　細工物を熱心に見つめるイシュアンの碧へき眼がんは、ちょっと意外なぐらいだった。

「欲しいの？」

「買ってやりなよ兄ちゃん！　甲か斐い性しよう見せ時だよ！」

　強こわ面もての店主が、からかい混じりの声を上げる。自分でも頰が熱くなるのがわかった。

「い、いいよイシュアン。世話になってるし、一個ぐらいおごろうか──」

「──これ、ウルスラに似合いそうじゃないか？」

　イシュアンが、こちらを振り返った。

　そんな彼女の手には、銀細工の耳飾りがあった。紫色の七宝焼きが、色石のかわりに使ってある。

「たまにはなんか買ってやれよな。嫁だろ？」

　いたずらっぽく笑う。そんなからかい口調もまた、イシュアン・トロールらしいと言えばらしかった。

　理人は苦笑混じりにため息をつき、懐ふところから財布を取り出した。

「ください」

「おっ、まいどあり兄ちゃん！」

「あと、色違いでこれとこれとこれ」

「ますますまいどありー！」

　店主は、狛こま犬いぬに似た満面の笑みで商品を渡してくれた。

　イシュアンはと言えば、呆然を通り越して青い顔をしていた。

「……だ、大丈夫かそんなに買って。そりゃ、買えって言ったのは私だけど。そんなに？　そこまでウルスラのこと……」

「うん。全員分買ってみたからさ」

「全員？」

　理人は、その場で紙包みを開け、買った耳飾りを手のひらに並べた。

「紫はウルスラの。赤いのはイシュアンの。はい」

「え、私にか？」

「緑がトトで、黄色が──ハセムさん」

「リヒト────っ！」

「噓だけど」

　あっさりと翻ひるがえしてやる。

「そ、そうか。噓か」

「うん、路葉に渡そうと思って」

　イシュアンが、はっとしたようにこちらを見返す。理人はあらためてうなずいた。

「──路葉に会えたら、渡すんだ」

　だから自分は進まなければならない。それは決意の表れでもあった。

　二人で宿に戻ると、離宮から返信が届いたところだった。

　ぜひ会ってお話したいと、バイヤーン・カヤジの名前が添えられていた。
















　ティマーニは、砂漠のオアシスであるイスメト湖を中心に発展している。

　湖の北西部に商業特区と行ぎよう政せい区があり、そこから離れた湖の沿岸は、富ふ裕ゆう層の別荘や離り宮きゆうが建ち並ぶ保養地として人気があった。

　一つ目の太陽が砂漠の向こうへ消えていく頃、理り人ひとたちはバイヤーン・カヤジの離宮へと到着した。

「なんちゅー金余り」

「……腐くさっても三さん刀とう、ですね」

　トトがあまりの絢けん爛らん豪ごう華かさに、軽く引いているのがわかる。

　四つの塔が敷地の四方を守り、中央の屋根は、黄金に輝く玉ねぎ形。規き模ぼは南部のカヤジ家の城や、首長が居を構えるバーゼルの大だい宮きゆう殿でんには及ばないものの、古式ゆかしい伝統的なイエンマルドの建築様式を守って作られているそうだ。そんな荘そう厳ごんな建物を取り囲むように、庭てい園えんには色とりどりの花々が咲き乱れ、湖から引いた噴ふん水すいが、絶えず虹を作る。

　繰り返す。ここは砂漠である。

「そうですね──じゃ、行きましょうか」

「うわ、屈くつ託たくない」

「止まってるわけにもいかないですし」

「実は英雄サマが、この中で一番一直線タイプだったりしますよネ」

　いささか疲れをにじませた声こわ音ねで、ハセムが天を仰いだ。

「お疲れでしたら休んでいてください。そこ、日陰ですし」

「お年寄り扱いは傷つくからやめて」

　ならば黙っていればいいと思うのだ。

　そうして入った離宮の中は、輪をかけて豪華だった。

　建材の石という石が、病的なまでに磨みがき上げられ、要所要所のまばゆい光は黄金の輝き。姫君もかくやという豪ごう奢しやな衣装を着た女官たちが、通路の左右でひれ伏している。

　理人を広間の中央で出迎えたのは、ハイダルと同年代の男だった。




「──ようこそいらっしゃいました。歓迎いたします。勇者リヒト」




　ただしこちらのイエンマルド人は、小こ柄がらで、恰かつ幅ぷくが良く、丸顔のうえ目が大きいと、ハイダルとは逆方向に振った感じだ。にこにこと愛あい想そうがいい所は共通で、握あく手しゆをした手は分厚く体温が高い。

「はじめまして。バイヤーン皇おう子じ」

「いえ、申し訳ありません。わたくしは皇子の目付役にございます。アルメッソとお呼びください」

「──あっ、そうですか。すみません勘かん違ちがいして」

「とんでもございません。よくぞおいでくださいました──お探しの方がいらっしゃるとか」

「はい。そうです。名前は路みち葉ば響きよう子こ。僕と同じ黒髪に黒い目で、年も同じぐらい。ここに来ていると聞いたんです」

「そうですね。確かに、先月より当離宮でお預かりしているお嬢様に相そう違いございません」

　──ついに！

　ようやくたどりついたかとガッツポーズを取りたいぐらいだった。

「まずは皇子にお会いして、あらためて事情をお話しされるとよろしいかと思います」

「そのつもりです。路葉は手違いでこの世界に来てしまっただけなんですよ」

「ええ、わかります。こちらへどうぞ」

　アルメッソはうなずき、理人たちを離宮の奥へと誘いざなう。

「なあ。おっさん。キョーコはいまどこにいるんだ？」

「西せい翼よくの宝ほう物もつ殿でんでございます。お怪我などはしておりませんから、その点につきましてはご安心を」

「よっしゃ。良かったなリヒト」

「うん」

　あとはもう、皇子を説得するだけだ。

　意気込みを間近に感じたのか、アルメッソが歩きながら、理人の隣に並んだ。

「まずはバイヤーン様にお目通りしていただくのが一番ですが──もし万が一、という場合があります」

　意味ありげに言葉を句切ってくる。

「……万が一の場合、ですか」

「ええ。万が一です。もし皇子が、キョーコ・ミチバ様を手放さぬとおっしゃるようでしたら、あとでわたくしめにご一いつ報ぽうを。内々に、脱出の手はずを整えることもやぶさかではございません」

「え」

　一瞬理人は、耳を疑った。

　目付役だというアルメッソは、遠目にはにこにこと愛想のいい表情を作っているが、よくよく見れば、大きなぎょろ目は笑っていない。まったくと言っていいほど。

　──本気なのだ。

「……いいんですか、それ」

　さらに声をひそめる。仮にも自分の主しゆ君くんを裏切る告白だ。アルメッソは、深々とうなずいた。

「ええ。立場は百も承知の上です。致し方ありませぬ」

「……理由をお伺うかがいしてもいいですか」

「我が主君がこれ以上、くだらぬ遊ゆう興こうにふけって公務をないがしろにされるのを、目付として見逃すわけにはいかぬのです」

　アルメッソは息をついた。

「ご存じかと思われますが、今回のハミタッド遠えん征せいは、素行に不安があるバイヤーン様に託された、最後の砦とりででもあるのです。いくらお父上が今上の首しゆ長ちようであらせられようと、その地位とて安あん泰たいではござません。まつろわぬ者たちが住まうハミタッドの完全な平へい定ていは、歴代の首長も成し遂げられなかった一大事業。もし失敗すれば、首長自身もハジ家やセネル家の一派からの突き上げをくらうことは必至。だのに命じられた遠征さえも放ほう棄きして離宮にいると耳に入れば、今度こそ父君はバイヤーン様をお許しにはなりますまい。弟君であるルータン様に、家か督とくが譲ゆずられるのも時間の問題。であるからこそ」

　目付の男は、あらためて理人の顔を見返すのだ。真しん摯しな熱い目がそこにあった。

「あなた方の登場は、私にとって渡りに船。女神の救いにも思えます」

「アルメッソさん……」

「私の口添えなど、必要ないことを願います。どうか女神の慈じ悲ひがあなたにありますように」

　そう言って祈りの仕草をした──その時であった。




「──ほう。そんなことを企たくらんでいるのか。アルメッソよ」




　声は、理人たちの『頭上』から聞こえた。

　階段の手すりに腰かけた若者が、黄金の杯さかずきを揺らしつつ、一階にいる理人たちのことを見下ろしているのだ。












「バ、バイヤーン様！　ご寝所にいらっしゃるはずでは」

「臣下の企みが見抜けぬほど、バイヤーンも間抜けではないわ。この不届きものめが」

　年の頃は、おそらく二十歳前後だろうか。

　豪ごう奢しやな刺し繡しゆう入りの上着の前をはだけ、巻き布をタオルのように首にかけ、まるで獅し子しのたてがみがごとき赤毛は乱れきっている。

　産んだ王おう妃ひの美び貌ぼうを想像させる、繊細な顔立ちではあるが、目つきには子供じみた癇かんの強さも覗いていた。

「おまえという男は、主あるじの許可なく秘宝を横流しする気か？　この離宮の主はバイヤーンであるぞ。父でもルータンでもない」

「わかっております。ですが、そろそろ本来のご公務に戻られていただきたく」

「黙れ。誰に指図されるいわれもない。相手が勇者であろうと、『嗅かぎ犬』ハセム・デラであろうともだ！」

「若！」

「勇者リヒトよ。聞こえるか！」

　バイヤーンは手にした杯の酒をあおる。

　目が合った皇子のまなざしは、いっそうきつく鋭くなる。

「魔神を封じて、礼れい儀ぎも一緒に封じたようだな。こんな安い取引に応じようなどと。キョーコ・ミチバは、このバイヤーンが金を出して買い取った語り部。希少な鳴き鳥であるぞ。なんと言われようと手放す気はない！」

「──それは！」

　そこをどうにかしてもらうためにやってきたのである。

「ぶしつけな真似になってしまったことはお詫わびします、バイヤーン皇子。でもどうか考え直していただけませんか。彼女には、故郷に家族も友達もいるんです。地球に帰してあげたいんです」

　理人の必死な訴えに、アルメッソも加わる。

「そうです若君。日々泣いてばかりの貧相な娘に執しゆう心ちやくとあっては、他のご兄弟や家臣の失笑を買うばかり。このままでは父君のお立場まで──」

「うるさい黙れと申しただろうが！」

　バイヤーンは激げつ昂こうし、右手の杯を投げつける。

　赤い葡ぶ萄どう酒が入ったままの杯は、一階の床に叩きつけられ、高い音が鳴り響く。中身の大半は、目付役のアルメッソがかぶることになった。それでもバイヤーンの怒りはやまない。

「誰がなんと言おうと、この決定は覆くつがえらん！　絶対だ！」

「バイヤーン様！」

「衛えい兵へい！　アルメッソを連れていけ！　良いというまで部屋から出すな！」

　黙って手すりから身をひるがえし、離宮の奥へと消えていく。

「バイヤーン様、若君様、お待ちください！」

　アルメッソは、やってきた衛兵に両りよう脇わきを抱えられながらも、ずっと同じ言葉を叫び続けていた。

　──交渉、決裂だった。







「……手強いな、こりゃ」

　理人の後ろでイシュアンが、ぼそりと低く呟いた。まさしくそうとしか言えない状況だった。

　見事に交渉が決裂し、離宮からティマーニの市街地へと戻る帰り道──理人たちは、昼間の出来事を反はん芻すうしていた。

　バイヤーンの命令で、部屋での謹きん慎しんを与よ儀ぎなくされながらも、アルメッソはしきりに謝罪していた。

『申し訳ありません。バイヤーン様は……若君は、とても寂しいお方なのです。ご正妃の長ちよう子しの生まれでありながら、ご正妃を早くに亡くされ、側室の産んだ弟君との関係に苦く慮りよされて。居場所がないとお感じなのでしょう。ですから人一倍奔ほん放ぽうなふるまいをされてしまうのです』

　だがその『奔放なふるまい』に振り回された結果、どうなったか。響子の身柄は引き渡さないと結論づけられてしまったわけだ。納得できるわけがなかった。

　今は起き抜けで機嫌が悪い。時間がたってからもう一度いさめてみると、アルメッソは言っていた。しかし、本当に退ひいて次があるのだろうか。理人には自信がなかった。

　自室で謹慎中のアルメッソに、裏からの手引きを期待するのも酷こくだろう。

　本当に正攻法で説得できるのだろうか、あのめちゃくちゃな暴ぼう君くんを。

「あー。ちょっとちょっと英雄サマ。あなたなんか物騒なこと考えてませんか」

　聖剣をいじって物思いにふけっているところを、横から釘くぎを刺された。

「一応、皇子様との切ったはったは控えてくださいよ。腐ってもカヤジの跡取りですし、名前出して会っちゃったんですから。へたすりゃ外交問題になりますヨ。俺の首もすぱーんと飛びます」

　そんなことも──わかっているのだ。

（じゃあどうしろって言うんだ）

　このまま黙って引き下がれば、響子は一生あの離宮の中に閉じこめられたままだ。それを受け入れろというのか。

「──できるわけないだろ……」

　思わず独り言がこぼれた。嚙かみしめた奥歯から、鉄のような味がにじんでくる。

　せっかくここまで来て。目の前に当人がいるとわかったのに。

　あきらめ──きれるか！

「あのさあ」

　そのまま離宮まで逆走しようかと考えた瞬間、ふいに背後のイシュアンが言った。

　彼女はどことなく居心地が悪そうに頰ほおをかき、「考えたんだけどさ」と言った。

　その耳には、同じく理人が買った、赤い耳飾りが一つぶら下がっている。

「……どうかしたの？」

「うん。ここで私が離宮に忍び込んでな、『キョーコ』だけ盗とってくるっていうのはありか？」

　親指で、まだ背後に見えている離宮を指さすイシュアン。

（──え）

　理人は驚き固まった。

「君一人で？」

「そう一人で。さっき入って、建物の配置と警備の雰囲気はだいたい覚えたし、いけると思うんだ。いいか？」

　──古こ今こん東とう西ざい、《盗賊》の役目とは、希少なお宝を盗み出すことであるという。





　　　　　＊＊＊






　戦い禁止。返してもらうのも無理なら、盗めばいいんだ。

　イシュアン・トロールが導き出した答えは、ひどく明めい快かいだった。

（まあ、そう言われれば、言い返しようがないかもしれない）

　それでもその結論にたどりつく人間は、あまり多くないとは思う。やはり盗賊というのは、独特な人種だ。

　真夜中のイスメト湖に、細い三日月が映り込む。凪ないだ湖面には小舟一つ浮いていない。

　湖こ畔はんに立つ離宮の敷地から、比較的大型の鳥が一羽、月を横切るように飛んでいくのが見えた。

「こんな時間に飛ぶんだな……」

　夜行性の猛もう禽きん類だろうか。それとも鳥目というのは地球限定か？

　理人が後ろを振り返ると、ちょうどその離宮の外がい壁へきに向かって、ウルスラが蜘く蛛もの糸をのばしていくところだった。

　相変わらず器用な少女だ。魔術を使っていないのに、魔法のように見える。

「うまいね、いつもながら」

　理人が声をかけると、彼女は振り返らずにうなずいた。

「もう少しでできます。待っていてください」

「あわてなくていいよ」

「はい、リヒト」

　真剣に指を操り糸を操る横顔に、同じく紫色の耳飾りがる。

　土産みやげだと言って渡したものだが、ウルスラは畏おそれ多いとばかりになかなか身につけなかった。イシュアンやトトが、そろいのデザインをつけて歩くようになって、ようやく遅れて彼女の顔周りを飾るようになった。

　イシュアンが見立てた通り、デザイン的に一番似合うのは彼女かもしれない。

　当のイシュアンたちは、横で最後の確認に余念がない。

「──いいですかイシュアン様、準備はよろしいですか」

「おういつでも来いだ」

　あちこちの関節をのばしながら、トトの質問にイシュアンが答える。日中に比べ強い日差しもなくなる夜は、余計に彼女の生気や活力をアップさせているような気がする。

　理人も、ついでなので最後にひとこと言うことにした。

「慎しん重ちように行ってよ、イシュアン」

「当たり前だろ」

「戦闘はできるかぎり避けること。やばそうだったらすぐに逃げること」

「もちろんだって。おまえとは違うからな」

「……頼むよ」

「任せろ、リヒト。キョーコつれてきてやるからな」

　いざ本人を目の前にすると、一言どころではなくなってしまった。

　まだ物言いたげな理人を前に、イシュアンが苦笑する。しょうがない奴とばかりに。

「助けるおまえを助けるのが私だからな」

「──できました。イシュアンさん」

　ウルスラが声をあげる。糸が完成したようだ。

「ああわかった。すぐ行く」

　イシュアンはウルスラに返事をして、最後に理人の肩を叩いた。

「それじゃな、リヒト。ちょっと行ってくる」

「気をつけて」

　イシュアンはうなずき、金色の髪をなびかせ、しなやかな肢し体たいが草地を駆けていく。ウルスラが地面から外壁の上まで張り巡らせた細い細い蜘蛛の糸の上を、いともたやすく駆け上がっていく。

　途中、ウルスラが両手を振り上げる。指先からつながる糸が、波のように跳ね上がり、イシュアンはさらに大きく跳ちよう躍やくする。

　まるでトランポリンだ。

「天上への階段ですネ」

　ハセムがより詩的なことを呟いた。その瞬間、イシュアンの体が、壁の内側へと消えた。

　湖畔の離宮は、夜の底で不気味な沈黙を保ち続けている。
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　イシュアン・トロールは、離宮西翼の屋根の上に着地した。

（よし）

　ウルスラの蜘蛛は、案外に便利だ。細い割に耐たい久きゆう力りよくがあり、音も出ない。錨銃アンカーガンのように壁側に傷を作らないのもいい。

「……うん、ほんとにいいな。今度やり方教えてもらうかな……でも面倒みて飼わないといけないからな」

　何はともあれ、侵入成功。目的は『お宝』の奪だつ還かんだ。

　久しぶりに盗賊らしい仕事ができそうだ。

　離宮の庭には警備兵が立ち、犬が放たれている。屋根に降り立ったイシュアンは、まだ誰にも気づかれていない。彼らが庭への侵入者を警戒している間、屋根づたいに離宮の中へと忍び込む。

（たしか──一人で閉じこめられてるって言ってたよな）

　スキルの《聞き耳》を発動させながら、壁の向こうの命の気配を探っていく。

　西翼の建物は、アルメッソが言っていた通り、基本的に美術品などをしまっている宝物庫の役割を果たしているようだ。どの部屋も絵や鎧、骨こつ董とう品ひんなどが並べられ、寝所として使っている人間は少ないらしい。表の警備以外は、ほとんど人の気配がしなかった。それらしい気配があるのは、たったの二カ所だ。

　一つは──。

「……優雅だな、おい」

　ドアの隙すき間まから中を覗いて、軽く脱力しかける。豪奢な寝台の上で、毛け艶づやのいい獅子が、丸くなって寝ていた。これも宝物の一種なのだろうか。

　もう一カ所は、ドアの外から、厳重に施せ錠じようがしてあった。

（これはまた）

　ますます近いかもしれない。

　イシュアンは鍵開けの道具を取り出しつつ、気合いを入れ直す。

　だてに迷宮のドアや宝箱を開けてきたわけではないのだ。あまり見ないタイプの複雑な錠じよう前まえだったが、むしろ燃える気持ちで開錠に取りかかる。

　──かちり。

　ぎりぎり九秒で、錠前が開いた。

　中は暗闇に近い。唯一の光源である、窓から差し込む月明かりも、窓自体が額がく縁ぶちほどの大きさだ。乱れた寝台のシーツが、ちょうど切り取るように浮かび上がっている。

　となると、中にいたはずの人の気配は──。

「っ！」

　いきなり横合いから、棍こん棒ぼうのような鈍どん器きで殴りかかられた。

「こないで、こないでって言ったでしょ！」

　イシュアンはあわててそれを避ける。

「おい、ちょっと、やめ」

「来たら舌かんで死んでやるんだからぁ！」

　そういうおまえが殺しにかかってどうする。

　そうは言っても、相手はただ闇雲に武器を振り回しているだけで、技術も戦法もあったものではない。相手の足元が留守になったところに足払いをかけると、簡単に転がってしまう。

「……や。やだ。こな、こないで」

「落ち着け。おまえ『キョーコ』だろ」

「こないで」

　なおも床の上を、匍ほ匐ふく前ぜん進しんで逃げようとする少女に、イシュアンは小声で呼びかけた。

　少女の体が、雷に打たれたように止まる。

「…………だれ……？」

「私はイシュアンだ。イシュアン・トロール。リヒト・アイカワの仲間で、おまえを助けに来た」

　だからもう、そんな風におびえなくてもいいのだ。

「リヒト……アイカワ……相あい川かわ……」

「そう。勇者リヒトだ」

　何度かその名前を繰り返すと、路葉響子は、目の前に片膝をつくイシュアンに、泣きながら飛びついてきた。

　まるで子供のようにしがみつく。

「ごめん。できれば声は落としてくれ」

「……うっ。こっ、こわかった。こわかったんだよ」

「わかる。怖かったよな」

　やわらかな薄うす衣ぎぬを着た体から、恐れや震えが直じかに伝わってくるから、可哀想でならなかった。

「……うん。でももう大丈夫だ。表でリヒトも待ってる。ここから出よう」

「出る？　出るって……どうやって？」

「とにかく一緒に来てくれ。絶対離れないように」

　イシュアンは、響子の手を取り、入ってきたドアから廊下へ出た。

　部屋は西翼の最上階だ。突き当たりの窓から、上と下を見比べる。見張りがいないのを確認し、素早く屋根の上へとよじ登る。

　廊下に残した響子のため、あらためて錨銃アンカーガンのワイヤーを窓辺へ垂らす。

　響子の手が、ワイヤーの先端についた錨アンカーにのびる。つかむというか──むしろつつく。

（いいから。がっとつかんで平気だから！）

　焦じれるほどの時間が過ぎた頃、響子はようやく両手で錨アンカーの根元をつかんだ。イシュアンは、早々にワイヤーを巻きあげる。先端についてきた響子は、まさに青ざめてがたがたと震える魚のようだった。

　──本当に何も知らない娘なのだなと、あらためて実感する。

「か、風、強いね」

「ああ。ここから飛ぶぞ」

「え？」

　イシュアンは、響子の手をつかんで、屋根の上を駆けだす。十分に助走をつける。

　目標は庭を一つ挟んだ先にある外壁の塔だ。

「しがみつけ、キョーコ！」

「ひっ」

　反射的に響子の両手がイシュアンの首元に回る。イシュアンは左手の錨銃アンカーガンを塔の屋根に向かって射出。巻き取りながら跳躍する。

　目もく測そく通り、塔の壁に一時着地する──はずだった。

　──パアン！

　視界で火花が散った気がした。

　硬い何かにぶつかったように、体が大きく弾き飛ばされる。

（なんだこれ!?）

　巻きにかかっていたワイヤーを最大限に伸ばし、空中でなんとか体をねじって、響子と地面の間に自分が入る。だが、そこまでが限界だった。ろくに受け身が取れずに衝撃が直に来た。

「かはっ」

　痛みにもんどり打ちそうになるが、あえぐように響子の無事を確かめる。

　響子は、完全に意識をなくしていた。そして、首元が強く発光している。はめられた金属製の首くび環わの、宝石部分が何かに反応するように点てん滅めつを繰り返す。

（これ、は──）

　イシュアンの魔法の品マジツクアイテム、『思い出の護り』に近い。




「かかりおったな、コソ泥が」




　イシュアンの周りを、松明たいまつを持った衛兵たちが取り囲んだ。

　そして現れたのは、昼間に出会ったカヤジ家の皇子。バイヤーン・カヤジが前に出てくる。

　派手で着崩れた服装はそのままに、鞘さやもない抜き身の長剣を右手にさげていた。

「魔法の品マジツクアイテムか……」

　バイヤーンは、美しい顔をニッとほころばせた。

「それはバイヤーンの鳴き鳥であると申したであろう。籠かごから出られぬように、風切り羽を切るのは道理だ」

　イシュアンは、倒れたまま唇を嚙かんだ。籠とはあの部屋ではなく、この離宮全体。壁を越えようとした時点で反応する仕組みになっていたのだ。

「さあ、いと珍しき鳥が二羽に増えた。そなたはなんの声で鳴く？　バイヤーンを愉たのしませてくれるであろうな？」

　地面に叩きつけられた時に、骨の一つもいかれたらしい。右肩が、痛いを通り越して熱い。

　完全に動けなくなっていた。
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　離宮の方角で、何か火の玉のような光が弾けた。

　ほんの一瞬の出来事で、あたりは再び闇と同化する。

「──なんだ今の。火花？」

　理人たちは、イシュアンの帰き還かんを待って湖岸の岩陰に隠れていた。響子を連れて出てきたら、そのまま舟で街側へ出る算さん段だんだった。

「魔法の──光のようにも見えました」

　トトにも見えたらしい。同じく暗闇に目を細めている。

「まずいことになってなきゃいいですけどネ」

「ちょっと様子見に行ってきましょうか」

「いや、もうちょっと待ちましょう英雄サマ。そろそろ出てくるかもしれない」

　ハセムの制止が入った。自分で時間が計れないので、余計に時が長く感じられるのだろうか。

　じりじりと頭の上にある月と、離宮の方角を見比べる時間が過ぎる。

「月一つ半のずれ──さすがにちょっと遅いデスか」

「やっぱり何かあったんですね」

「──誰かこっちに来ます！」

　立ち上がろうとしたところで、トトが警告した。

　離宮側から現れたのは、イシュアンと響子ではなく、複数の衛兵たちだった。

　彼らは槍を持ったまま、理人たちがいる手前で立ち止まって声を張り上げる。

「リヒト・アイカワ！　勇者リヒト！　近くにいるのは分かっている！」

「投とう降こうせよ！　イシュアン・トロール殿は、当方で確保している！」

　ガンと殴られたような衝撃が来た。

　トトが、悲鳴をこらえるために、口を両手でおさえつけた。

（やっぱりそうだ……！）

　あの魔法の光は、まさしく戦闘で出た光そのものだったのだ。

「繰り返す。投降せよ。皇子は、対話による解決をお望みだ！」

　理人は、痛むほど奥歯を嚙みしめ、仲間を振り返った。

　どうするのが一番正しいのか。

　だが仲間のうちの誰一人、このまま逃げようという人間はいなかった。それで背中を押された気がした。

　理人はわかったとうなずき返し、岩陰の外へと歩み出た。

　両手をあげて名乗りあげる。

「僕はここにいます！」







「──二度目の対面であるな、勇者リヒトよ」

　バイヤーン・カヤジは、天てん蓋がいつきの長椅子に半身を預けた格好で、理人たちを出迎えた。彼は傍そば仕づかえの女官に酒を注つがせ、乾杯するように杯を突き出す。

　煽あおるような笑い顔に、理人は表情を険けわしくする。

　ここまで衛兵の槍の切っ先を向けられたまま、喋ることもできずに移動してきたのだ。

「ハセム・デラ。貴様も大たい概がいいい様だな。将軍に今の風体を見せたらなんと言うか」

「お前らしいって言いますネ。まず間違いなく。貧乏くじはいつものことですよ、坊ちゃま」

「はは！　その通り！」

　バイヤーンは大笑した。

「……皇子。イシュアンと路葉に怪我はないんですね」

「まあ待て。あまり急せかすな」

　忍び込んだイシュアンの様子は。連れ出そうとしていた響子はどうなっているのか。聞きたいことは沢山あるのに、余裕に満ちたバイヤーンの言動は、それを許さない。

「勝手に人の寝所に忍び込み、大事な収集品を盗み取ろうというのは、乱らん暴ぼう狼ろう藉ぜきもいいところだ。建国三刀への不敬も入れれば、そなたらそろって打ち首にされても文句は言えぬ──と言いたいところだが」

　バイヤーンは杯をあおって、息をつく。

「杓しやく子し定じよう規ぎに勘かん定じようするのは好まぬ。世界救済者たる勇者の首を刎はねれば、またぞろ文句をつける輩やからが出るに違いない。やれ『軽けい挙きよ』『浅せん薄ぱく』『思慮に欠ける』『長子の自覚を持て』とあれやこれやと関係のないことまで──実につまらん。そこでこのバイヤーンは考えた。勇者リヒト。鳴き鳥を解放したいなら、こんな条件はどうだ」

　そこでバイヤーンが話したのは、驚くべき内容だった。

　あっけにとられて、すぐには言葉が出てこない。

「……僕に、それをやれって言うんですか？」

「しかり。できぬとは言わせぬぞ。魔神を封印せしめた剛ごう腕わんならたやすいはず。達成すればキョーコの身柄はそなたに返そう」

「路葉は返すって……イシュアンは？」

　バイヤーンは答えない。

　冗談じゃない、とはねのけたくなったが、バイヤーンはすぐさま続けた。

「──よもや貴様、意見ができる立場だと思っているのか？　二羽の主はこのバイヤーンであるぞ」

　振り上げそうになった拳を、戻す以外道はなかったのだ。

　考えに考え、ぎゅっと拳を握りしめ、理人は顎あごを引く。

「──わかりました。その条件、お受けします……」

「決まりだ」

　バイヤーンの美しい笑みが、悪魔のごとき別の生き物に見えた。
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　イシュアンが薄目を開けると、誰かがこちらをのぞき込んでいるのがわかった。

　綺麗な黒髪を短く切って、瞳も同じようにすっきりとした黒い色をしている。やや黄身がかった肌の色も、イシュアンは見覚えがあった。

「リヒト……？」

「あ、起きた？　大丈夫？」

　声は、やわらかなソプラノだった。ぼやけた視界が、ようやくはっきりする。こちらを見ていたのは、路葉響子だった。

　イシュアンは、部屋の中の寝台に寝かされていて、枕まくら辺べに響子が座り込んでいる。

「ここは──つっ」

「ダメだよ、急に動いちゃ。治療したばっかりなんだから」

　起き上がると、上半身はほぼ裸で、肩に包帯が巻いてある。

　庭に叩きつけられた時に、負傷したのは覚えている。固められたせいで右肩はほぼ動かないが、肘ひじ関節と指は普通に動く。小破はしたが大破はしていないと言ったところか。

　だが、何よりの違和感は、怪我よりも首にはまる金の環わだった。取ろうとしても、継ぎ目が見当たらない。

「……これ」

「ごめんね、気になるよね」

　響子が目の前でつけている環と、まったく同じ物だった。彼女は申し訳なさそうに目を細める。

「あのまま怪我の手当てもしないで、牢ろう屋やみたいなところに閉じ込められそうだったから、せめてあたしの部屋で治療してあげてってお願いしたのはいいんだけど……だったらこれは絶対つけろって、交換条件で……説得できなかった……ごめんなさい……」

　そういう経けい緯いか、と納得はできた。

　意識がない間、彼女なりにイシュアンを助けようとしてくれたのだ。礼を言うのはこちらの方だった。

「そんなことない。キョーコは恩人だ」

「お、恩人なんてそんな。あたしなんてなんにもできなくて」

「──二人とも起きているか」

　イシュアンは、物音に素早く反応してシーツを持ち上げた。

　寝台の上で片膝をつき、反撃の機会を探る。部屋は、一見して女官に与えられたような、やわらかい調度でまとめられた個室だ。武器は──髪に挿さしたピンが一本。不意を狙って相手の眼球を突くぐらいのことはできる。

　バイヤーン・カヤジは、負傷しても戦闘態制のイシュアンを見つけて、愉ゆ快かいそうに口の端を吊り上げた。

　だが、そのイシュアンには何も言わずに、響子へと向き直る。

「キョーコよ。そなたの処しよ遇ぐうが決まったぞ。リヒト・アイカワが身み請うけのために奔ほん走そうしているところだ」

「──相川君？」

「なに、バイヤーンのために一働きしてもらうかわりに、そなたを解放してやろうというのだ。朗ろう報ほうだろう？」

　うそ、と響子が息をのむ。

「……ほ、ほんとに出られるの？　ここから？」

　響子は驚き目の色を変えているが、イシュアンは、相手の言葉を鵜う呑のみにできるほど、素直にできてはいなかった。

「……へえ。ずいぶんと気前がいい話だな、バイヤーン・カヤジ。その一働きっていうのは、いったいなんだ。一生ただ働きってオチはないだろうな」

「さあな。ともかく実に簡単な仕事だ。勇者としては楽すぎてあくびが出るやもしれん。ハミタッドに行って、シュロ族の反乱を制圧してもらうことにした」

「────」

「このバイヤーンは、いま面倒な仕事を抱えているのだ。政まつりごとも戦いくさも好まぬというに、父たる首長は外がい聞ぶんを気にし、ハミタッドを平定せよとうるさいことこの上ない。試しに顔を出してみたが、まあ面白味のない僻へき地ちで見るべきものも何もない。二度と行く気はないが、そろそろ結果を出して黙らせねばならぬ。アルメッソの小言も聞き飽いたしな」

　まるで気のない声だったが、どうも本気で言っているらしい。バイヤーンは、退屈そうに首を回して続けた。

「臣下の報告を聞くところによると、ナホバ族を配下に取り込むことには成功し、残りはシュロ族を陥かん落らくさせるのみ。シュロ族の長は非ひ戦せん闘とう民みんを領地の外へ逃がした後、不ふ遜そんにも『城じよう塞さい街』アミダラの門を閉ざし、我々の出した和わ議ぎの条件は受け入れられぬものであり、不当な介入には徹底抗戦も辞さぬと息巻いているそうだ。勇者リヒトなら、その生意気な鼻をへし折れるであろう？」

「あいつは、うなずいたのか？　その条件で」

「無論。特別にここからハミタッドへ飛べる転移の珠たまも使わせてやることにした。作戦の指揮官のみが使用できる軍事用だ。貴重であるぞ」

　絶句するイシュアンを見て、バイヤーンはひときわ大きく笑い声をあげた。

「なに、そう青い顔をするな、五英雄の盗賊殿よ。勇者の異名に少々の泥がつくぐらい、愛いとしい者のためにはしてしかるべきではないか？　たかが一部族を討ち滅ぼすだけだ。今は自分の身を心配した方がよかろうて」

　ハミタッド平定。まつろわぬ部族を力で屈服させる。

（リヒト）

（おまえ）

　本気でやるつもりなのか──。

　少年の持つ破魔の聖剣が、見る間に血で染まっていく幻影を、見てしまった気がした。
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　勇者リヒト。貴様ハミタッドへ行け。

　それがバイヤーンが出した、響子の解放条件だった。

　彼は買い物の指示でも出すようにそっけなく、自分のかわりにシュロ族の反乱を制圧しろと命じてきた。

　喉のど元もとまで出掛かった否定の言葉を、飲み下すしか道はなかった。

「……シュロ族を屈服させろなんて……そんなの無理ですよ。なんのためにハミタッドが平定されずにこの年まで来たと思ってるんですか……相手は『まつろわぬ民』ですよ……」

　衛兵の案内を受け、地下への階段を降りていく。転移の宝珠は、この先に設置されているらしい。

　石がむき出しの螺ら旋せん階段を進む間、トトはこの世の終わりのような声で呟いていた。

「でも、でもでもやらないとみんな打ち首……！　なんて非道な奴なんでしょうかバイヤーン・カヤジ。廃はい嫡ちやくされて放り出されてしまえばいいのに」

「こらこら娘サン。あまり物騒なことは呟かない」

「でもかわりにやれなんてひどすぎます」

「皇子サマとしても、渡りに船だったんでしょうな。宮殿で無理難題を命じられて、それを丸投げできる相手がのこのこ現れて。本当にかけらも興味がないみたいだから、あの感じじゃ」

　公務の丸投げを命じたきり、ふたたび二度寝に入ったバイヤーンの態度を思いだしたらしく、ハセムも皮肉らしいものをこぼしていた。それなりに腹はたっているらしい。

　正直、理人としては覚悟もできている。人質を助け出すためなら、なんだろうとやってやる。

　だが、それでも言げん質ちを取れたのは響子の身柄の解放だけなのだ。勘かん定じようにイシュアンは含まれていない。

（やっぱり無理にでも引き留めれば良かった──）

　せめて、これが両方なら──。

「──リヒト。迷う必要はありません」

　すぐ後ろを歩くウルスラが、静かにささやいてきた。

「一人だけでも、大きな一歩です。キョーコさんを返してもらったら、そのまま全員でイシュアンさんを連れて逃げましょう」

「────」

「二人同時に連れ出すよりは、一人だけの方が成功率が上がります。だから今は目の前のことに専念しましょう」

　ものすごい大胆なことを聞かされている気がする。

　おそるおそる顔だけ振り返れば、ウルスラは本気の顔でこちらを見ていた。

「あなたが死人だらけの地下から、わたしを連れ出したのと同じ手です。あなたなら絶対にできる」

　こぼれたかすかな笑顔に、胸を打たれた。

「──うん。わかった。それでいこう」

「大丈夫です」

　彼女と地上に出てこれて良かった。そう思った。

「勇者リヒト！」

　と、その時、螺旋階段の上から、リヒトを呼ぶ声がした。

「ちょっとすみません、どうかどいて、すみません──ああ、いた！　リヒト様！」

　トトやハセムなどを押しのけて、狭い階段を駆け降りてきたのは、バイヤーンの目付役であるアルメッソだった。

「良かった間に合った。すでにハミタッドに発たたれてしまったかと」

　彼は汗をぬぐいながら、理人の前に立つ。

「……謹慎の方は」

「お叱しかりは後で受けます。本当に申し訳ない」

　あらためて理人の顔を見上げ、眉を下げた。

「私がいたらぬばかりに。皇子はイシュアン様まで人質にされたとか」

「アルメッソさんが謝られることじゃ……とにかく、イシュアンは無事なんですね」

「ええ、お怪我はされましたが、今はキョーコ様と同じお部屋で治療を受けていらっしゃいます」

　負傷した、という言葉に心臓が痛む。

「いいや、よもやここまで若君がハミタッド遠征を厭いとうていらっしゃったとは、考えが及ばなかったのです。本当に情けない……」

　落ち着け。今は目の前のことだけに集中するのだ。

「ハミタッドの反乱制圧は、皇子抜きで話が進められているんですよね」

「ええ。目付の私と、勅ちよく使し兵へいの上級士官で交渉を進めております。シュロ族側が態度を硬こう化かさせているのは事実です」

「そうですか……」

「確かにあなたの助力があれば百人力とはいえ……皇子も無茶を……」

　ならば理人の派遣も、まるで意味がないということではないのだろう。ここにいるアルメッソの負担を、取り除くという意味もあると言える。

「アルメッソさんは、イシュアンと路葉のことをよろしくお願いできますか」

「も──もちろんです。できうる限りお守りさせていただきます」

「皇子の方もそうですが、彼女らの方も無茶ができないように。くれぐれもお願いします」

　なにせイシュアン・トロールなのだ。こちらから救出に入るまで、どうか無事でいてほしい。

「ええ。どうかお気をつけて」

「行ってきます。すぐに戻ってきますから」

　理人は最後に挨あい拶さつをかわして、アルメッソと別れた。

　転移の宝珠と魔方陣は、階段を降り切った先にある、地下倉庫の端に設置されていた。イエンマルド軍属らしい魔術師が、ろくろく挨拶もせず、理人たちをハミタッドへと転移させるべく準備をはじめる。

（──まつろわぬ民、ハミタッドのシュロ族、か）

　呪文詠えい唱しようの、低い調べが耳を打つ。足元の魔方陣が、音もなく発光する。独特の浮遊感と酩めい酊てい感が襲いかかったかと思えば、目の前の景色が変わっていた。

　暗い地下の倉庫内から、むき出しの土の地面と、薄日が差し込む天幕の中へ。

「──転移完了です」

　先ほどの魔術師とは違う魔術師が、ハミタッドへ移ったことを告げてきた。

「さあ、仕事のはじまりでございますヨ、英雄サマ」

　ハセムがこちらの背を叩く。理人は、こみあげていた吐き気を、むりやりおさえつけて飲み込んだ。

　理人たちの目の前に、羽根付きの鉄てつ兜かぶとと帷子かたびらで武装した兵士と、非武装の老人が、ともに膝をついて待ち受けていた。

「ようこそハミタッドへ。勇者リヒト殿ですね」

　兵士の方が言った。

　大柄な武人らしい男で、四し肢しも胸板も岩のようだ。イエンマルド式の礼をすると、兜の先についた尾お羽ばねの飾りが、別べつ箇この生き物のように揺れ動いた。

「よろしくお願いします。相川と言います」

「バイヤーン様より、伝声で指示は受けております。自分は勅使兵騎団長、オズマンと申します。バイヤーン様に代わり、現地にて作戦の指揮を執とっております。以後お見知り置きを」

　眉間に皺を寄せたまま、オズマンは淡々と語る。

　指揮官たるバイヤーンに丸投げをされ続けてきても、この人はこんな調子で現場を仕切ってきたのかもしれない。周囲の雑音に耳をふさぎ、ただ黙々とトンネルを掘るような。

「リヒト様！」

　一方で老人が、腰を浮かせて握手を求めてくる。禿とく頭とうを紫色の巻き布で覆い、膝まであるたっぷりとした上着は、丁寧な刺し繡しゆうがほどこされ、それなりに地位ある人間のように見える。皺の寄った手が、理人の右手をがっしとつかんだ。

「わ、わたくしめはナホバ族が長ちよう老ろう衆しゆうの一人、バシュニ、と申します。どうぞよろしくお願い致しますとも」

「……どうも」

「思った以上にお若い。いやいや、すばらしい。期待しておりますぞ」

「ぜ、善ぜん処しよします」

「シュロ族の連中がもう、それは頑かたくなで参っておるのです。我々の土地を荒らしたと思えば、おかみの取りなしにもたてついて。いまどきまつろわぬ民を謳うたっても流は行やりませぬ。どうぞどうぞ、勇者様のお力で目にもの見せてくだされ」

「勇者殿」

　オズマンが言った。

「今の状況を説明してもよろしいでしょうか」

「はい、お願いします」

　理人はバシュニから手を離して向き直る。オズマンは、深々とうなずいた。

「では失礼して。ここは勇者殿がいらしたティマーニから、さらに南にある高地、ハミタッドと呼ばれております。この地に暮らす部族は、シュロとナホバの二部族。首長は長きにわたる二部族の争いを終わらせ、三刀の威い光こうのもとにあらためてこの地を平定せよと指令を下されている」

　それは、事前に知らされていた通りの出来事だったので、理人にも理解できた。

「我々はシュロとナホバの紛ふん争そうを終結させるべく、緩かん衝しよう地帯に勅使兵を置き、未解決の領土問題を整理し、双方の部族に和議のための文書を作成いたしました。しかし、ナホバ族側は和議の同意に意欲を見せても、シュロ族側はいっさいの譲じよう歩ほを受け入れず、それどころか武装したままアミダラの城門を閉ざしました。開門の説得を続けて三日が過ぎております」

　オズマンはそう言って、天幕の入り口をたくしあげた。

　目の前に現れたのは、乾燥した草が広がる平原と、断だん崖がいのような深い濠ほりに囲まれた巨大な街だ。

　街というより、もはやそれ自体が巨大な生き物や要よう塞さいのように見える。

　ひどく頑がん健けんな、山中のダムのような分厚さの外壁に、巨大な蔓つる状の植物が這はい回り、街の頂上まで伸びてドームができている。鋭い棘とげつきの蔓が絡み合い、まるで蔓籠だ。

「……なんですかあれ。植物、ですか……？」

「ええ。この地方に生える特殊な蔓ですが、あそこまで樹齢を重ねた風ふう紋もん樹じゆを持つのはあの街だけです。シュロ族の象徴でもあります」

　その異様に強固な街を囲んで、オズマンたちは陣を張っている。

　首都から遠く離れた僻地という言葉に騙だまされていると、痛い目に遭うような光景だ。

「おそらく今あの街の中にいるのは、族長ニーダ・シェルニ以下、武装したシュロ族の兵士約六百人。こちらは魔術実行隊、歩兵と騎兵、一部はナホバ族の騎兵隊も合流していますが、風紋樹と外壁に阻まれて踏み込めません」

　赤いカヤジの旗が、平原の風に翻ひるがえる。自らの威光を、内外に知らしめるように。

　対する街への扉は、固く閉ざされたまま。不気味な沈黙を保っている。

　絶対的な『悪』であったアルゴスを倒すのとは違う。今度の相手は──すべてが血の通った人間だ。

「さあ。あれがハミタッドの東の要かなめ。アミダラです。別名『鉄てつ籠かご』。あなたが破壊すべきものです」
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　今まで考えてみたこともなかったが、籠の中の鳥というものは、どうやって日がな一日を過ごしているのだろうか。

　イシュアンは格こう子しのはまる窓辺に座り込み、彫ちよう像ぞうのように動かない、地上の警備兵の頭を見つめている。格子越しに、ゴミを投げてみたくなる衝動と戦うのも飽きてきた。

（……まずこの首環を外さないと、出ても意味ないからな……）

　忌いま々いましく、首にはまる金の環をつまむ。イシュアンの切り札である『思い出の護り』が発動しなかったということは、よほど特殊な魔術がかけられているのだろうか。

（アイテムの相性ってやつか？）

　叩いたところでびくともせず、いらだちはつのる。

　これさえなければ、あらゆる手段をもってしてでも脱出して、理人の足を引っ張る状況から脱出できるのに──。

「こんちくしょーこの役立たず」

「わっ、ご、ごめんなさい！」

　少し離れたところにいた響子が、びくりと震えた。悪いとイシュアンは謝った。

　彼女は同じ部屋で小さなテーブルに向かい、何やら書き物をしている途中だった。どきどきと、おびえた小動物のように、こちらの動向をうかがっている。

「ただの独り言だ。気にしなくていい」

「……そ、そう」

「びっくりさせてごめんな」

　悶もん々もんとしているのも不毛すぎるので、イシュアンは響子のところに行くことにした。

「何書いてるんだ？」

「…………あ、うん。まだ覚えてる話、まとめて書き出してるの」

「話？」

「日課、だから。やらないと落ち着かなくて。あたし、記憶力ないから……」

　備え付けの便せんに、羽ペンで書きつけているのは、イシュアンにはまるで読めない文字だった。たぶん理人が言う向こうの文字──『にほんご』という奴だろう。

（普通にしゃべれんのになあ。やっぱり世界が違うんだな。変なの）

　あちらの世界で理人と同じ学校に通い、仲良くしていたという。この娘のために、理人ははるばる国境線を越えてやってきたのだ。故郷へ帰るのを延期してまで。

　この見るからに弱々しくて普通に見える少女が、どうやって離宮で身を守っていたかと言えば、『物語』を『語る』ことだったという。

　これにはイシュアンも驚いたが、地球産の物語を語って聞かせ、バイヤーンを退屈させない代わりに、自分の身にはいっさい触ふれさせないというのを徹底させていたというのだ。

「でも約束ったって、バイヤーンが飽きたらおしまいなんだろ？　きっついよな」

「そう、だね」

　響子は力なく笑んだ。

「一つでもかぶってたら怒られるし。あたしもできるだけ覚えてて、どうしたらもっと面白くなるか、バティーヤにも手伝ってもらって……」

「バティーヤ？」

「ん、友達。そこに来るの」

　そう言って、何もない三階の格子窓を見返すのだ。

　──やはり、精神的にはかなり不安定になっているのかもしれない。痛ましくて何も言えなかった。

「まさか本ばっかり読んできたのが、こんなとこで役立つなんて思わなかったよ」

　奇跡だとばかりに響子は言った。

「毎日がね、ほんとに真剣勝負だったよ。昨日は気に入ってもらえても、今日はもう気が変わってるかもしれない。こっちで用意した話がつまらないかもしれない。思い出せなくなってつまったらどうしよう。終わってからもまた扉が開くかもって、寝台の上じゃうまく眠れないの。だからほら、ドアの死角で毛布かぶって、置物のブロンズ像握りしめて、開いたら対抗して襲いかかってやろうって……あっ、そうだ。はじめの時はほんとにごめんなさい！　失礼なことしちゃって」

「いや、それでいい。キョーコは間違ってない。よくやってるだろ」

　急に我に返ったように謝るので、慌てて首を横に振った。

　さんざんな目にあっただろうに、よく自じ暴ぼう自じ棄きにならずにやってこれたものだ。本当に奇跡と強い意志のたまものだ。

「そ、そうかな」

「そうだ。偉い」

「うん。そうだね……ありがとう。ずっとあたし、誰かにそう言ってもらいたかったのかもしれない……」

「正解だ」

　響子は、かすかだがうれしそうに目を細めた。

　かわりにイシュアンは、ため息まじりに壁に寄り掛かる。

「イシュアンさん？」

「べつに『さん』とかいらないぞ。普通に呼び捨てでいいから。なんかもうこっちはさんざんだな。自分で侵入するって言ったのに、これじゃ失格だ。もうちびったれなんて呼べないじゃないか」

「ちびったれ？　え、誰？」

「リヒトだよ」

「ええええ」

　声をあげて身を乗り出してくる。目に生気が戻ってきた気がした。

「だって相川君、そんな小さくないよね。四月の身体測定で百七十四か五か」

「詳しいなおい」

「保健委員を買収してデータを……ううんなんでもない」

「会った時はチビだったんだよ。鼻ったれのベソかきで、剣もろくに使えなかった。魔ま獣じゆう前にして、『いしゅあーん、こわいよー』って死にたいのかって話だ」

「な、なにそれ、おっかしい……！」

「そっから鍛えて鍛えて鍛えまくって、アルゴス封印するところまで持ってったんだ。あいつのケツに青あざがあるなら、それは間違いなく私のブーツの靴くつ底ぞこ形だな」

「あはっ、あははは……！」

　ころころと響子は笑い声をあげたから、イシュアンは少しうれしくなった。

「で、もう一人ラーナっていう女戦士がいたんだけど、こっちも口悪い上にゲンコツ女だから、上から下から責められまくりだ」

　響子は喜び、椅子の上でばたばたと両足をばたつかせた。イシュアンは調子にのり、六年前の道中であった失敗談などを、面白おかしく聞かせてやった。

「やだもー、こんな笑ったの久しぶりだよ」

「ふだん澄ましてやがるけどな、つつけばけっこう馬鹿だぞあれ」

「いろいろあるんだね……信じられない。なんかぜんぜん想像できないよ。あたしの知ってる相川君はもっと」

「もっと？　どんなやつだ？」

　響子の知る、もとの世界で暮らしていた理人とは？

「どんなっていうか……目立つのが嫌いな、普通っぽい人だよ。っぽいってところが特徴かもしれない。クラスの委員会決めじゃんけんに負けて図書委員になって、でもさぼんないで一年間律りち儀ぎに活動したり、発作みたいに人のノート借りはじめたり。なんか真面目に見えるの気にしてたみたいだね。一年の文化祭ではおでん屋さんやって、好きな具はたまごとはんぺんだって言ってたな。でもやっぱりこれも、完売するまでつきあってた気がする。性しよう分ぶんなんだろうなって思った。ミステリーな出で木き杉すぎ君とか言って、ちゃかしちゃって悪かったかも」

　自分の記憶の中にいる理人を語る響子の表情は、ひどく優しいものだった。

　彼女が言っている言葉の意味の、半分ぐらいはわからなかったが、やわらかく優しいものとして響子の中に在あるのだろう。それだけはよくわかる。

　イシュアンと違い、アルゴスにまつわる過か酷こくな過去も、六年間の断絶も、彼女の周りには存在しない。理人を苛さいなみはしない。

　それは──とてもうらやましいことのように思えた。












「そうだキョーコ。リヒトにこれだけは言っとけって、言われてたことがあったんだ」

「ん？　なに？」

「あのな、たぶん言えばわかるって。『パナケイアから地球に戻ると、時間は元に戻る。召喚された時までさかのぼるから大丈夫』だってさ」

　響子は、きょとんとイシュアンの言葉を聞いていたが、やがて伝言の意味がわかったらしく、「よ、よかった……！」と声をつまらせた。

「安心したか？」

「うん、うん……！」

　何度もうなずくばかり。安あん堵どしすぎて言葉にならないらしい。

「……学校、遅れちゃって、単位とかもうダメかもって思ってた」

「リヒトが戻れば、帰れるぞ」

「うん」

　そして彼女は理人とともに、優しい元の世界へ帰き還かんする。イシュアンの知らない世界に行ってしまう。

　浮かんだ未来は、ちりりとイシュアンの胸を痛めたが、気にしないふりをしてごまかした。

（今は考えるな）

　今頃その理人は、響子に会うために死ぬ気で戦っているはずなのだ。遠くハミタッドで、血を流すことさえ厭わずに。





　　　　　＊＊＊






　アミダラを囲う濠は深く、唯一の跳ね橋は上がり門は固く閉ざされていた。

　理人は兵士の間を歩いていく。

「……おい、見ろ。あれが噂の勇者リヒトだそうだ」

「なんだよ、まだ子供じゃないか」

「バイヤーン皇子が自分の代わりに遣わせたそうだぞ。せめて皇子より役にたってもらおうじゃないか」

「は、違いない」

　三日も突入できずに待機を続ける兵たちは、みなストレスがたまっているようだった。彼らの間を歩いていくと、どうしても雑音が耳に入るが、できるだけ気にしないようにした。

　かわりに目の前のオズマンに話しかける。

「オズマン騎団長。シュロ族ともう一度話し合うことはできないんですか」

「再々申し入れてはいますが、シュロ族側は拒絶しています」

「そうですか……」

「浮遊の業わざが使える魔術師が、蔓の隙間から内部への接近を試みましたが、近づく前に外壁からの一斉射撃で撃ち落とされました」

　死体は濠に落ち、いまだ回収できていないという。

「完璧な籠ろう城じようって感じですね……」

「連中は慣れているのですよ。風紋樹は水も栄養も採れる。何かあればアミダラという殻からにこもって、我々中央の人間や、暗黒期の魔獣を退しりぞけてきたのです。だが、そう何度も同じ手を使わせるわけにはいかない」

　オズマンは難なん攻こう不ふ落らくの要塞を前に、厳しいまなざしを投げかけている。

「敵の頭とう領りようはどこに？」

「おそらくは、街の中央にある城じよう館かんです。地図をご覧になりますか」

　アミダラの市街地を記した地図を、その場で見せてもらう。街は中心部に向けて丘状になっていて、頂上に風紋樹の幹みきと族長の城があるらしい。

　目を細めてその位置を頭に焼きつける。

「兵はいかようにお使いになりますか。御申しつけいただければなんなりと」

「いえ、結構です」

「え？」

　理人はあっさりと断った。

「叩くなら上から叩きます。僕一人で行きます」

　オズマンは、理人が今なんと答えたのか、すぐには飲み込めないようだった。ひどく遅れてから、

「ひ、一人でですか！」

　異様な大声をあげた。
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　ウルスラ・アルカンの愛いとしい夫が、単独で『鉄籠』に特攻するらしいという情報は、瞬またたく間に兵隊たちの間に伝わったようだった。口さがない兵士たちが、こそこそと噂しているのが聞こえる。

「無理だろ」

「なに考えてやがるんだあの小僧」

　後ろから蛇を嚙ませてやろうかと考える。

　事実、相川理人は一人隊列の最前線に立ち、他の人間をみな下がらせてしまった。

　他の勅使兵と一緒に後方へ下げられたハセムやウルスラは、集団の中で理人の後ろ姿を見守るしかなかった。

「なあ。ほんとに大丈夫ですかね、英雄サマ。嫁としては心配じゃないですか？　ウルスラさんよ」

「──いえ」

　ウルスラは短く否定する。

「へえ、意外。どうでもいいって？」

「違います。彼が覚悟を決めているなら、問題ありません。戦うと決めたリヒトは──」

「トト！」

　そのとき理人が、隊列の向こうで叫ぶ。

「できるだけ全力でぶつけてくれるかな！　屋根の蔓に！」

「ほ、ほんとにいいんですね？　まっすぐ飛ばすとかできませんよ!?」

「かまわない！　なんとなくでいいから！」

　理人のやや後ろに下がった位置で、魔術師の杖を持つトト・ハルネラが立っている。

　彼女は泣きそうな顔で呪じゆ文もんを唱えはじめる。学生用の真新しい白しら木きの杖が、なんとも頼りない。




『──踊れ光の舞よ、熱とともに在れ！』




　詠唱とともに杖の先端から生まれた光が、急速に膨ふくれ上がる。あまりの重さに耐えきれないように、トトがよろめきながら光弾を撃ち放つ。

　光は高い軌き道どうを描いて飛んでいき、やや左にそれつつ、蔓状のドームの一部に着弾し破裂した。

「当たった！」

　兵士たちから、歓声混じりのどよめきが上がる。

　熱で溶け落ちた箇所から、もうもうと煙が上がる。だが──遠い。

「すみません、やっぱり変なとこいっちゃいましたあ！」

「いや、十分だよ。ありがとうトト！」

　理人が腰の剣を抜く。その柄にオレンジ色の宝ほう珠じゆをはめる。

　ウルスラはその中で静かに呟くのだ。

「──戦うと決めた時のリヒトは──嵐です」

　夫の体が風に包まれ、煙の上がる着弾箇所めがけて高速で飛んでいくのが見えた。
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　今のところ、傲ごう岸がん不ふ遜そんな暴れ馬の聖剣は、理人の意思を汲くんで飛行を続けてくれている。

（どこまでもつか見物だな！）

　アミダラの上空まで一気に飛ひ翔しようした後、トトがこじ開けた風紋樹の穴を見つけて、中へ入り込む。

　煙に視界を奪われつつ、なんとか晴れるところまで移動すると、眼下にこまごまとした家の町並みが見えた。放射線状に整備された道路が、中央の丘の上へと続いていて、すべてが集まるのが風紋樹の巨大な幹であり、根元に建つ族長の城館のようだ。

「あそこに行けばいいんだな──っと！」

　背後から矢がかすめた。

　避けた理人の頰の皮ひ膚ふ一枚を裂いたのは、風紋樹の蔓に潜む街の兵士だった。

　目と目が合う。向こうは逆さまの格好のまま、大型の機械弓クロスボウを持ち、二射目の装そう塡てんをはじめている。

　気づけば他の蔓にも、大量のシュロ族が潜んでいた。いっせいに矢が向けられ、理人は高速でその場を離脱する。

「来たぞ！」

「敵襲だ！」

　高度を下げると、今度は地上の兵士が理人を迎え撃つ。商店の屋根の上に居並ぶ弓隊が、理人を狙う。

「撃て！」

　号令。雨のように降り注ぐ矢の間を縫い、理人が目指すのは中心部にある族長の城館だ。けれど、

（まずい──もたなくなってきた）

　街は急坂にさしかかるが、剣の高度は念じても上がらない。そろそろ飛行距離に限界が来たようだ。

　街の目抜き通りは、武器を持つシュロの戦士たちであふれ返っている。理人と聖剣は、そのど真ん中へと滑り込む形で着地するはめになった。

　やや遠巻きになって、兵士たちが理人を囲う。理人は剣を地面につきたて、その場に立ち上がる。

「……おい、まさかこいつ、一人だけか」

「本気か？」

　城館までは、理人の目測で二百メートルほどだろうか。間にいるシュロ族の兵士は、百五十──いや、二百は軽い。

　こうしている間にも、援軍はやってくるだろう。

「上等だ！」

「かかれ！」

　理人の咆ほう哮こうに似た叫びが街路に響く。眼前の敵をすべて斬り伏せる覚悟で、理人の前進がはじまる。
















「──き、来た！」

　城じよう館かんのバルコニーに顔を出し、遠とお眼鏡めがねで街の様子を覗いていた弟が悲鳴をあげた。

「ね、姉様。どうぞお逃げください。敵が、敵兵がついにこちらまで！」

「このたわけが！　余を誰だと思っておる！　シュロの族ぞく長ちようじゃぞ！」

「ですが」

「いいから貸せ！」

　そう言いながら、ニーダ・シェルニは六歳の弟を押しのけ遠眼鏡を奪い取る。

　対外的には今年十六、実年齢はサバを読んで十三の女族長は、戦時の戦いくさ装しよう束ぞくさえあどけなく可か憐れんに見えてしまう。

　長年箱入りであったことをいいことに、ちまたはニーダを絶ぜつ世せいの美女と喧けん伝でんするが、実際にニーダを知る人間は、『見てて安心する顔』『生まれたての小熊に似てる』と慰なぐさめにもならないこと口にする。

「ふん。たかが敵がどれほどのものじゃ。風ふう紋もんの護りを受け、精せい鋭えいたちが固めるこの城にたどりつける者がおるなら顔が見てみたい──」

　ニーダは遠眼鏡を覗きこみ、言葉を失った。

　弟の言う『敵兵』は、たったの一人だった。一ひと振ふりの長剣を手に、襲いかかるニーダの家か臣しんたちを、次々に斬り伏せている。

　彼の後ろには、斬られて戦闘不能になった兵士たちが山となっていて、その跡は街の半ばから続いているように見えた。みんなみんなニーダの大事な民なのに。

　まるで魔ま獣じゆうの蹂じゆう躙りんを見ているようだ。いや、アルゴスがいた暗黒期ですら、ここまで魔獣の侵入を許したことはない。

　その敵は全身血だらけで、おそらくはアミダラの弓隊の射撃を受けて肩に矢が刺さったままだ。なのに倒れないのだ。ひるまないのだ。

　ただただ前進を阻む草を薙なぎ払うように、目の前の兵士を倒し続ける。それがいっそうニーダには、不気味で恐ろしかった。

　精鋭の門番を一撃で斬り伏せ、敵が城館の中に入ってくる。

（ここまで来る……！）

　はじめて恐怖が実感として押し寄せてきた。

　ごくりとのどを上下させ、後ろを振り返る。そこには小さなニーダの弟──不安げなシェルニ家の嫡ちやく男なん、次代の族長がいる。

　なんとしてでも、この弟だけは守らないと。

「隠れろ。なんでもいいから身を隠すのじゃ」

「ど、どこにでございますか姉様……？」

「探せばあるじゃろう、どこかに！」

　バルコニーから部屋の中に入る。この城館の最上階にある物もの見みの部屋は、ひどく小ぶりの手て狭ぜまなもので、なんとか見つけだせたのは、古道具を入れていた甕かめだった。

「ここに入れ」

「こ、こんなところにでございますか？」

「つべこべ言わずに入れ。ほれ！」

　泣きべそをかく弟の体を、むりやり甕の中へ押し込んでいると、「すみません」と人の声がした。

　おそるおそる、振り返る。

　そこには、下で見た魔獣がごとき敵が、抜き身の剣をぶら下げて立っていた。




「──バイヤーン・カヤジの名みよう代だい、リヒト・アイカワです」












　血に染まる外見に反して、その声は小さく訥とつ々とつとしていた。年もニーダより、いくらか上程度の若者に見える。

　一瞬あっけにとられるも、すぐに我に返った。敵は敵だ。

　ニーダは甕の中の弟をかばい、両手を広げた。

　少年の目に、わずかな戸惑いの色が浮かぶ。

「族長はどこに……？」

「余に決まっておろう！　斬るというなら余を斬れ！　誇りに殉じゆんじて滅ぶというなら亡き父母も喜ぶであろう！」

「いけません姉様！」

「こら、出てくるな隠れていろ！」

　肘ひじで弟の頭をねじこんでいると、少年が「参ったな」と呟いた。

「すみません。できれば武装を解いて会談の席につくことはできませんか。ニーダ・シェルニ族長。話し合いたいんです」

　ニーダは、少年にいらだちを覚える。

　さんざん家臣を蹴散らす真似をしてくれたのに、何を今さら良りよう識しきぶった話をはじめるのだ。

「……これが和わ議ぎを求める者の態度か。皆殺しにしておいて！　返せじいやや兵長を！」

「殺しはしていません。急所は全員外しています」

「は？」

　死んでいない？

　あれだけの数の戦士を？　狙って行動不能にするだけ？

　この男──別の意味で化け物か？

「すみません。バイヤーン皇子の名代として遣わされてきましたが、正直僕にはどちらの陣じん営えいにも肩入れする理由がないんです。ただあなた方が、どんどん悪い立場を選んでいるようで、わからないんです。なぜ武力で反抗する道を選ぶんですか？　ナホバ族に対してもそうです。ちゃんと交渉の席について、正々堂々権利を主張すればいいのに。試合放ほう棄きは不戦敗と同じじゃないんですか」

「何が交渉の席じゃ！　はじめからナホバ優位の調ちよう停ていに同意できるわけがなかろう！」

　ニーダは強い声で吐き捨てた。

「そなた、わかっておらぬと言うなら見せてやろう。弟よ、例の地図を持て」

「はっ、はい姉様」

　仁に王おう立ちで唇をわななかせるニーダの前に、甕から出てきた弟が、うやうやしく巻物を差し出す。ニーダは床の上に、地図を広げた。

「これがハミタッドじゃ。シュロの土地が赤。ナホバが青。白の部分が緩かん衝しよう地帯。中央の連中はこの白を取り払って、こんな具合に塗ぬり直してきおった」

「そんなに不利には見えませんが……この鉱山の権利とか、有利な部分もあるんじゃないですか」

「あんなクズ鉄の禿はげ山やま！　子供の小遣いにもならぬわ」

　本当にみなわかっていないのだ。中央の役人も勅ちよく使し兵へいも。

「かわりに連中が取ったのが、イズローン峡きよう谷こくと平地のニアルドじゃぞ。谷は我らの祖先が眠る聖地で、ニアルドを開かい墾こんしたのも我らじゃ！　知らぬ中央の連中が、さも平等なふりをして作った調停案の、尻馬にナホバの爺じじいどもが乗っておるのが本当じゃ！」

「そうなんです。シュロの牙は弓にあり、ナホバの牙は舌にある。ハミタッドに伝わることわざです」

　ニーダよりさらに小さい弟が言った。

　おそらくはナホバ族の長ちよう老ろう衆しゆうが作った草案を、ほぼ丸のみして採用しているに違いないのだ。どうしてそれをこちらが受け入れられるというのだ。

　敵兵の少年は、少し驚いたようにこちらを見た。

「……本当に族長なんですね、お二人とも」

「馬鹿にしておるのか？」

「いえ──すみません。僕が間違ってました」

　さらには、素直に謝ってまでくるので、調子が狂ってしまう。

　すべては教育係のじいやの受け売りとはいえ、土地の事情を知らねば部族は束ねられないと言いたいだけだったのだが。

「でも、確かにそうですね……遠えん征せいの理由から考えても、勅使兵の人たちが、ハミタッドに精通しているとは思えない……指揮官抜きで現場を動かすだけで精一杯のはずだ……」

「ナホバのやつめ、まったく卑ひ怯きような連中じゃ。会談の席についた時点で、我らの方が数倍不利になるようできておる。いくら交渉したところで焼け石に水じゃ」

「つまり、和議の条件がナホバ寄りで納得ができない、ということですよね」

「それをよしとする中央も信じられんのだ！　シュロは断固として戦う！」

　ニーダの宣言を聞いているのかいないのか、少年は床に広げられた地図をじっと見つめている。

　見れば見るほど無む残ざんな、平等とは言い難がたい境界線。いくら見つめ倒したところで、変わるはずがないというのに。こちらが剣を持ち戦わないかぎり。

（そうじゃ。だから我らは戦うのじゃ）

　けれど実際にできるのは、鉄てつ籠かごの街に閉じこもるだけで、これ以上はどうすることもできない。父や母から託された、大事な部族を守ることもできそうにない。やはり自分は失格だ。

「……いや、違う。これはアルゴス戦じゃないんだ」

「なんじゃ？」

「そうだよな。大事なのは、文句が言えない状況に持ってくことだ。誰にも後あと腐くされがない道を選ぶこと。相手は人間なんだから」

「おい、なにをごちゃごちゃ言っている」

「できるかな。怒られるかな……」

　少年は、地図を見ながらひとしきり呟いていたかと思いきや、いきなり顔を上げた。

　てらいのないまっすぐななまざしを向けられ、ニーダはどきりとした。

「ニーダ族長。仮にですけど、ナホバ族との土地の取り分が、ちゃんと半分ずつだったら納得できますか？」

「な、なんじゃいきなり」

「族長の望みが、ナホバ族より多く取りたいとか、そういう要求でしたら無理ですけど、五十対五十フイフテイフイフテイの互角イーブンだったらなんとかなるかもしれません」

　彼がなんと言っているのか、にわかには理解できなかった。

　取り返せるというのか？　この四し面めん楚そ歌かな状況から、完全な五分に？

「……そんなことが、可能じゃというのか？」

「はい。ただしこれをやるには、族長自身を賭かけていただくことになります。どうしますか？」

　究極の選択だった。

　自分でも、わかりやすいほど青ざめてしまっているのがわかる。袖そでにすがる弟も、心配そうにこちらを見ている。

　血まみれの少年は辛しん抱ぼう強く、ニーダの答えを待ち続けた。

　そして──。

「……余はシュロ族の長だ。民の命と財を守る義務がある」

　この存外に穏やかな目をした男に、賭けてみようと思った。一世一代の賭だった。
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「──あ、リヒト様です！」

　トトの大きな一声に、街を囲う一同がいっせいに反応する。ウルスラもまた、言われた方向を確認した。

「ど、どこだ！」

「いないぞ！」

「上です！　城門の上！」

　彼が街の中に突入して、どれだけ時が過ぎただろう。トトはぴょんぴょんと跳びはねながら、アミダラの街の上部を指さしている。確かに濠ほりの向こうの城門を見れば、ウルスラの大事な夫である理り人ひとと、年若い戦装束の少女の姿が、蔓つると蔓の間から顔を出していた。

（──女連れ）

　チェックをしてしまうのは妻の性さがだ。

「あー、ありゃもしかして、シュロの族長じゃないですかネ」

「族長？　女性がですが」

「暫ざん定てい的ってやつですよ。今あの中に非戦闘員はいないはずですし。オズマン騎団長、あれそうですよねえ！　やったら若いですけど！」

　ハセムは言って、後方のオズマンに確認を取る。

　オズマンはうなずいた。

「相そう違いありません。ニーダ・シェルニ。シュロの女族長です」

「ヤッパリ」

　想像以上に若い族長の登場に、辺りはざわめいた。

「子供……」

「絶世の美女じゃないのか、美女じゃ……」

「いや、将来はまだわからんが……」

　ウルスラにとっては、そんなことよりその隣にいる理人だった。いったいどんな戦い方をしたのか、そこら中に乾いた血がこびりついているが、目には力があるように見える。

　また自分の回復力に物を言わせた、捨身の戦法を取ったのだろうか。大丈夫だと言われても、初見ではぎょっとする風ふう体ていだ。

　彼はこちらに聞こえるように、声を張り上げた。

「──シュロの族長より、交渉に応じるとのことです！　ナホバの使者の方を連れて、中に入ってくることはできますか!?」

　勅使兵たちに動揺が走る。

「ナホバの使者？」

「バシュニ殿か」

　兵士の一人が、後方の天幕にいるナホバ族の長老を呼びに走る。

　オズマンが叫んだ。

「君たちの方が、こちらに降りてくるなら応じよう！」

「わかりました！　では降ります。彼女も一緒に！」

　理人はその腕に、幼い女族長を抱えると、聖剣とともに城門を蹴った。

　濠に落ちる──と思った瞬間、聖剣の飛行能力が発動したらしく、ふたたび地上へ上がってくる。

（危ない！）

　やはりコントロールは不安定なようだ。ウルスラはとっさに蜘く蛛もを放った。

　勢いよく噴出した糸の塊かたまり。理人たちは空中で一回転し、陣営のただ中へ着地した。クッションは、ぎりぎりで間に合ったようだ。

「……どうもありがとうウルスラ。助かったよ」

　干し草の山をかきわけるように、理人が顔を覗かせた。そういう苦笑混じりの顔つきは、やはり彼らしかった。

　蜘蛛の糸の上には、あちこち振り回されたニーダ・シェルニが、蒼そう白はくで座っている。完全に腰が抜けてしまったようだ。

　ともあれ、理人は敵の頭とう領りようを捕らえ、街の外まで連れ出すことに成功したのである。たった一人で。ものすごい戦果だ。

「ニーダ・シェルニ殿ですね」

　騎団長のオズマンが、あらためて訊ねる。ニーダは顎あごを引きうなずいた。

「……そうだ。ハミタッドがシュロ族の全権は余のもとにある」

「いやあ、よくやってくれた！　さすがは勇者リヒト殿だ！」

　さらには、ナホバ族のバシュニが、浮かれた声音でやってくる。ウルスラとハセムの間をかきわけ、喜び勇んで理人に握手を求めた。

「敵の長おさを捕らえれば、もはやシュロ族は屈服したも同然。風前の灯火ともしびでございますとも──」

「たわけ！　余は人質などではない！　対等に話し合いに来ただけだ！　勘違いするな」

　ニーダが嚙かみつくように叫ぶ。

「……おお、これはまた。ずいぶんとはねっかえりの姫君だ。おそろしやおそろしや」

「ニーダ族長。交渉については、全面的に僕に任せると約束してくださったはずです。どうかお静かに」

　理人は冷静にニーダをいさめる。少女は悔くやしげにうつむき黙り込んだ。

　あまり彼らしくない対応のように思える。

（冷静というより、冷淡？）

　そんな中で理人は、あらためてオズマンとバシュニに向き直った。

「今回の和議の案なのですが、シュロ族側としては中央が一方的に決めたものでは受け入れ難い。できればナホバ族とともに新しく案を作り直したいそうです」

「は、今さら？　これ以上どうしろと申されるのか」

「三さん刀とうに押しつけられた案ではなく、互いに思いやって土地を分かち合うことに意義があるそうです。メンツだと思うんですが、こればかりは譲ゆずれないと」

　バシュニは渋い顔をする。

「しかしすでにあるものをいじるというのも……」

「かわりに緩衝地帯をどう分けるかは、ナホバ族側に一任しますから」

「な」

　一転して驚く。

「──まことでございますか？」

「はい。譲じよう歩ほしていただくわけですから、それぐらいは当然です」

「おい、勇者よ！　話が違うぞ！　平等にするのではなかったのか！」

　理人はうるさそうにニーダを一いち瞥べつする。

「平等ですよ。条件はどちらにも遺い恨こんが残らぬように、公平に分けること。それを約束した上でです」

「もちろん！　我々は約束は守り抜きますとも！」

「こやつらがそんなこと聞くわけないだろうが！　やめろ！」

　理人はため息をついた。口うるさいニーダの叫びを受け流し、それどころか、ウルスラに向かって言うのだ。

「ごめんウルスラ。ちょっと彼女と一緒にいてあげてくれないかな。自分の立場がわかってないみたいだから」

「それは……」

　黙らせて拘こう束そくしろということだろうか。

　愛しい夫の言うことなら、言うことを聞くのもやぶさかではない。ウルスラは一応、ニーダのところへ近づいた。だがウルスラの一見冷たく見える無表情を前にしただけで、少女はおびえたように身をすくませてしまう。

　──こんな子供に、わざわざ大事な蜘蛛や蛇へびを使うまでもないだろう。

　一方で理人は、バシュニにあらためて広げた地図を差し出すのだ。おそらく、ハミタッドの全域を描いた地図だろう。老人は目を輝かせていた。良く焼けた丸焼きの肉を見る目だった。

　そして、本当に肉を切り分けるように地図上を分断していく。

「では、あらためて。イズローンの谷は、我々の土地に近いですからこちらで。平原も我々の放牧に必要ですので、こちらで。川もむろん我らで。シュロ族さん側はこの山と湖のあたりでいかがでしょう。ご自由にお使いください。とても広いですよ」

「谷と平原、川を取る側を△にして、山と湖を取る側を○としますね」

「本来ならそちらも我らに縁ゆかりある土地ではありますが、譲り合いは大事ですから」

「──はい。わかりました。いい区分ですね。とても平等だ」

「ええ。完璧です。双方の祖先に恥じぬ和議の案となりましょう」

　理人は深々とうなずいた。バシュニも満面の笑みだ。

「う、裏切り者。この口だけ勇者。見損なったぞ。貴様を信じて出てきてやったのに……！」

「まだ話は終わってませんよ。さあニーダ・シェルニ族長。今度はあなたの番です」

　彼は地図を持ってニーダのもとにやってきて、あらためて記入済みのそれを広げた。

「この△と○、どちらの土地を取りますか」

「へ──よ、余が選ぶのか？」

「ええ。順番ですから。ナホバ族の次はシュロ族の番です」

「ちょっとちょっとちょっとちょっと待ってくだされ！」

　今度はバシュニが悲鳴をあげた。理人とニーダのもとにすっ飛んでくる。

「は、話が。話が違うのでは……我々に一任させてもらうはずでは」

「どういう意味ですか？　ですから分けていただきましたよね。ナホバ族の采さい配はいで」

　バシュニは何度もうなずく。

「え、なんでそれで不満で……あ、まさか分けた土地のどちらを取るかまで自分の領分だと思われていたんですか？」

「当然でしょう！」

「違いますよ。それは勘かん違ちがいですよバシュニさん」

「勘違い……」

「ああ、説明不足だったのはお詫わびしますが……でもまあ、べつにいいですよねこの案のままで」

「ちょっ！」

　老人の顎が外れそうになった。

「だってご自分でもおっしゃってましたよね。双方の祖先に恥じないものだって。感動しましたよ。こんなに自じ己こ犠ぎ牲せいっていうか、相手への思いやりに満ちた案、僕は他に知りません」

　当然だろう。理人が開いた地図を軽く見るかぎり、一方的に自陣有利のつもりで引いた線だ。それを勝手にひっくり返されたのだから。

　長く地下にいたウルスラでもわかる。このままでは、僻へき地ちのさらに端で穴掘りを続ける生活が待っていることになる。とても仲間が待つ里には帰れないだろう。

　バシュニの額ひたいに大粒の汗が浮かび、「あんまりです」とうめいた。

「あんまりにございます。これでは我々の方が圧倒的に不利です」

「なぜ不利になるんですか？　公平に分けるとおっしゃっていたのに」

「こうなるのでしたら、選ぶ方を選択しておりましたとも！」

「でしたら選ぶ方をやってくださっても結構ですが──」

　理人は残念そうに言う。

「ただしその場合は、先により分ける方をシュロ族の方にやっていただきますよ。共同作業ですから」

　──バシュニは完全に絶句してしまった。

「どうします。バシュニさん。どちらを選んでくださっても結構ですが」

「……オ、オズマン騎団長！」

　必死に頼みの綱つなのオズマンに助けを求めるが、

「これならまだ、最初の案の方が──」

「──聞くかぎり、平等なやり方ですね。我々は見守らせていただきましょう」

「なんと！」

　懇こん願がんは悲鳴に変わる。

　ウルスラの後ろでは、ハセムがくつくつと笑いをかみ殺している。

「……ああ、なるほどね、うまいことやりましたよ、英雄サマ」

「……どういうことですか？」

　なぜオズマンたちは、今まで一緒にいたバシュニの味方をしないのだろう。そう思ったのを悟ったのか、ハセムはにやけながら解説をはじめた。

「簡単ですヨ。勅使兵の人たちは、もともとこの土地ハミタツドに興味なんてないんです」

「ない……」

「そうですよ。カケラもからっきしもありません。思い出してみましょうよ、彼らが孤こ軍ぐん奮ふん闘とうでハミタッドにいる理由を」

　それは、時の首長にハミタッド平へい定ていを命じられたから。ただそれだけにして、至上の命題。指揮官のバイヤーンが現場を放棄しても、オズマンやアルメッソたちだけは命令を遵じゆん守しゆしようと現場に居残り続けてきた。

「どういう形であれ、両者に和議を結ばせて、反抗の意思がないことを確認できりゃあそれでいいんです。相手はどっちも『まつろわぬ民』なんですから。やったっていう成果を持ち帰って、馬鹿な坊ちゃんことバイヤーン様の首をつなげる。で、平定を命じた首長閣かつ下かはその成果を三刀のお歴々に誇り、自分自身の地位を固める。そのための遠征なんですから」

「……あんまりですね」

「そうでもないですヨ。ナホバ族の方々は、最初その興味ナシの無関心っぷりを利用して、自分に有利な和議を結ぼうとしてたんですから。ただまあ、今はそれが仇あだになっちゃってるみたいですが」

　ウルスラは、ナホバの長老を見た。

　有利だと思っていた鎧よろいを、言葉巧みにはがされて、再び着ることもかなわず、立ち往おう生じようしてしまっているバシュニの姿を。

「…………も」

「も？」

「……もう一度、土地のわけ直しをやらせていただけますか」

「ええ、どうぞ。何度でも何時間でも。そういう積み重ねが、納得のいく和議につながると思うんです」

　理人はさわやかな笑顔で、地図を差し出した。おそらく長老には、悪あつ鬼きの笑みに見えているに違いないが。

　ナホバの長老バシュニは、顔を真っ赤にして線引きする箇所を見極めようとしている。

「いやあ、ほんとに意地が悪いネ。狙ってこの落としどころに持ってこうとしたなら、大したタマですよ英雄サマも」

「……剣で戦うことだけが、救う道ではないのですね……」

　おそらく、ウルスラには見つけられなかった道であっても、理人の目には見つけることができたのだろう。

　理人が、こちらを振り返った。

　彼が見ているのは、ウルスラの傍かたわらにいるシュロ族の幼い族長──ニーダ・シェルニだ。彼女と顔を見合わせ、『作戦成功』とばかりに指を立てあった。

（リヒトったら）

　やっぱり彼はすごい。こちらが見こんだだけのことはある。

　最後に理人は、平原で隊列を組む兵士たちに呼びかけるのだ。




「さあ、みなさん帰りましょうか！」




　──かくして。『鉄籠』ことアミダラの周りを囲んでいた部隊は、一人も剣を抜くことなく、撤退することになったのだ。もはや攻め込む意味も理由もなくなったから。

「……何しにきたんだろうな、俺たち」

「ぜったい攻め込むしかないと思ってたんだけどな……」

　はるばる遠征してきた兵士たちは口々にぼやき、そして、たった一人でそれを成し遂げた少年に、感かん嘆たんの視線を送るのだ。

　理人はあまり気づいていないようだけれど、それでいい。ウルスラはちゃんと覚えているから。

　奇跡を成し遂げたのが、自分の夫だと思うと、ウルスラは少し誇らしかった。

　そして理人たちは、転移の魔術でティマーニへと戻ったのだ。





　　　　　＊＊＊






「……というわけです。シュロ族側にけが人は出ましたが、死者はなし。二つの部族で作った土地の分割案を守るよう、しっかり監かん視しするのが今後の役割になると思います」

　理人は兵士たちにさきがけ、転移の宝ほう珠じゆでティマーニの離り宮きゆうに戻ってきた。そして、バイヤーンに事の次第を報告した。

　報告を聞くバイヤーンは、例の長椅子に寝そべり、ひたすら苦虫をかみつぶしている。

　これでどうだ、文句あるかという気分だった。

「……何かご不満でしょうか。シュロ族を根絶やしにはできませんでしたけど、一番大事なハミタッド平定はできましたよ」

「ひどい頓とん知ちか詐さ欺ぎの手口を聞いた気がする」

「冗談はやめてください。兄弟でケーキを一番公平に分ける方法は、切る人間と選ぶ人間を分けるのが一番って言うじゃないですか。ごまかした人にげんこつをくらわすお母さんがいれば最高です」

　理人の主張に、バイヤーンは「なるほど」と皮肉げに唇をゆがめる。

「こちらは生まれてこの方、兄弟で菓子の取り合いなどしたこともない上、たしなめる母などとうに死んでおるが、そなたはバイヤーンに母になれというのか。口うるさいハミタッドの母親に」

「ええ。お兄さんも弟もいい子ですから、やりがいあると思いますよ」

「ふざけるなこの詐欺師が。余計な仕事が増えただけではないか──」

　彼は苦々しく吐き捨てた。

　ちなみにこれは、司法・立りつ法ぽう・行ぎよう政せいの三権分立へとつながり、理人の世界の民主主義の基本だったりする。考え自体がないパナケイアの世界で、言っても仕方がないかもしれないが。

「つまり、今後も面倒をみてくださるってことですよね」

「……言げん質ちを取るようなやり口は好かぬな」

「難しいことはないです。あなたには助けてくれる人が沢山いる。大丈夫です」

「助けてくれる人、ね……」

　バイヤーンは、あまり信じていないようだが、理人は意外に心配していないのだ。

　そう。たとえどんな理由があろうと、ハミタッドではバイヤーンという神輿みこしの首を飛ばさないために、大勢の人間が動いていた。その事実には変わりない。バイヤーンの方の中身がともなえば、それはきっと大きな武器になるだろう。アルメッソのような忠ちゆう臣しんもいる。

　彼は決して孤独ではない。

「ともかく、約束は約束です。路みち葉ばは解放していただけますね」

「ああ。好きにしろ。今からこちらに来させよう」

　バイヤーンはほおづえをついたまま、投げやり気味にぱちんと指をはじいた。

　理人たちパーティーの間に、わずかな安あん堵どが広がる。まずは一人目クリアだ。

「さあ、次はどうしましょうか。何をすればいいですか。あなたが次代のイエンマルド首長になって、大陸全土を掌しよう握あくするところまでおつきあいすればいいですか」

　ぎょっとしたようにバイヤーンが起き上がった。

「──貴様。いくらなんでも、それは」

「できないと思ってますか？　皇子ともあろう人が弱気ですね」

「……そんなことを言う人間は──あいにくとはじめてだったな」

　バイヤーンは、あくまで挑戦的な姿勢を崩さない理人を前にして、ほんのわずかだが苦笑した。

「勇者リヒト。イシュアン・トロールを返してほしいか」

「それは、もちろん」

　今でも強行突破で連れて逃げる覚悟はある。だが、争わずにすむならそれが一番だ。

　彼はうなずき、「そうか。だが残念だ」と続けた。

「……え？」

「さきほど無理に脱出を果たそうとしてな、暴れたあげくに、壁から地面に叩きつけられて──」

　気まずげに言葉をつまらせるバイヤーンに、理人は背筋を凍らせた。

　まさか。そんなまさか。

「……打ち所が悪かったとしか言えない。あるいは運か」

「噓だ」

「本当に残念だ」

　理人は、きびすを返して駆けだした。

　──噓だ、イシュアン！

　バイヤーン・カヤジがその直後、仕返しのように舌を出したのも知らずに。





　　　　　＊＊＊






　解放の時間は、突然やってきた。

「──キョーコ・ミチバ、出ろ！」

　いきなり閉まっていた扉が開き、路葉響きよう子こは心臓が破れるほどに驚いた。

　現れたのは、この離宮の衛兵と魔術師だ。強こわ面もての登場に身がすくむ。

　イシュアンが、そんな響子のことを守るように立ちふさがってくれた。

　でもちょっと待て。いまなんと言った？　出ろ？

「聞こえないのか。バイヤーン様が、おまえの解放を決定されたのだ」

「──本気か？　あいつが？」

「ええ、本当ですイシュアン・トロール様。勇者リヒト様のおかげでございます」

　彼らの後ろから、バイヤーンの目付役の男が顔を出した。

「アルメッソのおっさん！」

　イシュアンが、すっとんきょうな声をあげた。アルメッソは深々とうなずく。その目には、涙さえにじんでいた。

「リヒトが成功させたのか、ハミタッド平定」

「はい。あれだけ頑かたくなだったシュロ族を説得し、ナホバ族との和議を成立させました。信じられません。一人の死者も出さずにですよ」

「よっしゃ！」

　イシュアンがガッツポーズを取った。

　よくわからないけれど、理人がとても難しいことに挑戦して、成功したようだ。

（あたしの、ために？）

　アルメッソが、赤い目で響子に笑いかける。

「さあ、キョーコ様。こちらにおいでください。いまその首のいましめを解かせます」

「……は、はい」

　怖い顔の魔術師が、アルメッソにうながされるまま、響子の首元に杖をあて、何か呪文のような言葉を唱える。すると、ずっと首にはまっていた首環が、あっけなく前後に割れて落ちた。

　この二週間近く、響子の心を絶えず苛さいなみ続けてきたのに──。

「イシュアン様もどうぞ」

「え、私もいいのか？　黙ってじゃないよな」

「いいえ、今度ばかりは許可も得ております。キョーコ様を解放する時は、イシュアン様も一緒に返すと、バイヤーン様もお考えになっていらっしゃったのです。ただ……少々素直ではないお方ですから」

「少々？　とんでもなくの間違いだろ！」

　イシュアンの首の環も、魔術師の解かい呪じゆで割れ落ちた。晴れて自由になった彼女は、その場で天井にぶつかりそうな勢いで跳びはねた。

「よし、復活！」

　こちらを振り返る。彼女はくしゃくしゃの顔で笑った。

「なあ、おっさん。もう行ってもいいか？」

「ええ。皆様お待ちです」

「ありがとな、アルメッソのおっさん！　魔術師のおっさんも！」

　彼女は、風のように部屋を飛び出した。

　残りは響子だ。

　響子はと言えば、なかなかうまく状況がのみこめない。急に自由だから出ろと言われても、本当に出ていってもいいのだろうか。大丈夫なのだろうか。そんなためらいばかりが足を止めてしまう。

「名残なごり惜しゅうございますか」

　いつまでもぐずぐずしている響子を見て、アルメッソが言った。響子はしばし思案し──首を横に振った。

「ううん。それはない」

　ここが好きだったかと言われれば、それは絶対に違うのだから。

「そうですか。バイヤーン様は、このお部屋にいらっしゃることを楽しみにしていらっしゃったようです」

「かもしれない。でも、慣れなかったよ。一回も」

　語りの前は怖くて怖くて、いつだって逃げ出したかった。でもできなかった。なけなしの声を振り絞ってきた。ただ一日を生き延びるために。

「いくつ物語を紡つむがれました」

「いっぱい。でも、千せん夜や一いち夜やにはずいぶん足りなかったな」

「千夜一夜？」

「アラビアンナイト──そういえばこれは話さなかったんだ。定番中の定番なのに」

　殺そうとする王のために、千夜一夜物語を語り続けたシェヘラザード。

　自分はあのお姫様のように、根気強くもなければ恋にも落ちなかった。ずっと理人のことだけを思っていた。

　男バイヤーンは常にいらだちを抱え、どんな慰なぐさめもすぐに乾くスポンジのようだった。本当の意味で満たされることはないと思いながら、物語の水を注そそぐのは大変だった。

「あの人、いつか満たされる日が来るかな」

「来ますとも。もうすぐそこです。やるべきこともございますから」

「そうだね……そうだといいね……」

「大役、お疲れさまでございます。皇子はこれから変わるでしょう。この地で若君をお慰めいただきありがとうございました」

　アルメッソが、この世界流の丁寧なおじぎをするから、響子はなんと言うべきか迷った。

　また今度と言うのも、こちらこそありがとうございましたと返すのも、おかしい気がしたから。

「──さようなら」

　ただそれだけを言って別れを告げ、閉じ込められていた部屋を出た。

　でも、そうして慣れた絨じゆう毯たんの上から、冷たい石の廊下に出ると、不思議な気分がこみあげてきた。

　本当にこれで自由なのだ。理人に会えるのだ。そんな感かん慨がい。

　晴はれ々ばれとした喜びだった。長い長い暗いトンネルを抜け、その先には、夢にまで見た花園が待っている。

　学校からパナケイアに飛ばされてきて、本当にいろいろなことがあった。

　泣きたくなるほど悲しいこと。辛いこと。もう二度と思い出したくもない、心を凍らせるような出来事もあった。でも、そんな日々ももう終わりだ。どれだけ神様が響子をへこませようとしても、この想いだけは決して奪い去れなかった。そのことを誇ほこりに思える。

　廊下を歩くうちに、ようやく心から再会を喜べるようになった気がする。

　ああ、いったい何か月ぶりだろう。相あい川かわ理人君。顔を見たらまた泣いてしまう自信がある。でもこれは、心の底からのうれし泣きだ。

　許してね、相川君。あたしは本気で君に会いたかったんだよ──。




「イシュアン！」




　響子ははっとした。この声は──。

　回かい廊ろうの向こう側で、走っていくイシュアン・トロールと、パナケイアの服を着た相川理人が出会うところだった。

「お、リヒト！」

　息せききった二人が、立ち止まって見つめ合う。

「……なんで生きてるの」

「はああ!?」

「いや、だって、死んだってバイヤーンが──」

「噓こけよく見ろ！　ちゃんと生きてる！　おまえまでだまされんなあのひねくれ野郎に！」

　イシュアンは理人の手を取り、自分の頰ほおへと押し当てた。己の熱と感かん触しよくを確かめさせるように。

　理人が、震える声で呟いた。

「……生きてる」

「そうだばっちりだ」

「いきてる……よかった……」

　そうして理人は、彼女の頰に触れたまま目を閉じ、脱力しながらその体を抱きしめた。

（え）

（あれ）

（なんで？）

　響子は驚き、その場に固まった。

「……心配かけてごめんな、リヒト。私の、せいだ」

　一転して、今にも泣きそうなイシュアンの声。強気で気き丈じような彼女が、こんな声を出すなんて知らなかった。

「もう、いいよ」

　愛いとしむような理人の声も。こんな彼は知らない。見たことがない。

　噓だと思いたかった。でも──どれだけ瞬きを繰り返しても、目の前にある現実は変わらない。二人は抱き合っている。

「君が無事なら、それでいい。なんでもいいよ。イシュアンのこと好きだから」

　──噓つき。相川君とは、仲間だって言ってたくせに。ちびったれだって言ってたくせに。

　なんでそれを聞くのが、あなたなの？

　あたしはいったいなんなの？

　ずっと信じてきたのに。

　ほかの何が壊れたって、誰に裏切られて、どんなに追い詰められたって、彼のことだけは信じようって思ってきたのに。

　それだけを信じて、『あのこと』も聞かないふりをしてきたのに──。

（ああああああああああああああ！）

　自分の中で、何かが壊れていくのを感じた。

　いまだ離れない二人から目をそらし、回廊を進んで美しい庭へ出た。

「──バティーヤ。鋼こう鉄てつの鋏はさみ、その使い手たちよ。全部みんな、あなたの言う通りだったよ」

　ただこぼれ落ちてくる涙をぬぐいもせず、響子は空に向かって呼びかける。

「おいで！　言われた通りなってあげるから。あなたたちの望む、本当の勇者に！」

　響子の呼び声に応えるように、その瞬間、あたりに突風が吹き荒れる。

　晴れた空の上から、次々と鳥が舞い降りてくる。普通の大きさの鳥ではない。人も乗れるほどの巨大な鳥だ。深い深い緑色のローブを来た男たちを、そろって背に乗せている。

　先頭の鳥にまたがる女が、途中で外がい壁へきの上に飛び降りた。

「きっと応えてくれると思ったわ。キョーコ」

　いつもの鷹たかの声で呼びかけてくる。

　女の名前は、バティーヤ。響子を『勇者』と呼ぶ、隻せき眼がんの魔術師だ。
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　イシュアンのこと好きだから──。

　とっさに出てきた言葉は、もはや取り消せなかった。

（やばい。何いってんだよいきなり）

　てっきり死んだものと思っていただけに、無事な姿を見てほっとしすぎたのだ。バイヤーンの意い趣しゆ返しにはまってしまった。あの性しよう悪わる皇子め。

　完全に予期せぬ告白とはいえ、口にしてしまえば一瞬のこと。対する腕の中の少女は、身じろぎもせず無言だ。

　さすがに不安になってしまった。なんだか固まらせてしまった気がする。迷惑だったろうか。

「……イシュアン？　大丈夫？」

　小さく呼びかけた瞬間、イシュアンが素早くこちらの胸を押し返した。

「イシュア」

「──上！」

　同時に離宮の回廊を、強風が吹き抜けていく。庭の植木という植木が、折れそうな勢いで翻ほん弄ろうされていく。

　あわてて見上げた空の上──巨大な鳥の群が、旋せん回かいしながら近づいてくるところだった。

「なんだあれ」

「上に人が乗ってる。普通じゃないぞ！」

　イシュアンが鳥から視線を離さず、庭を駆けていく。さらに鳥に乗る男たちの手で、火のついた矢が撃ち込まれた。

「おい！」

　緑が茂しげる美しい庭に、たちまちのうちに引火する。

　衛兵の怒声がこだまする。

「矢を持て！　上だ！」

　イシュアンが、錨銃アンカーガンを上空へ撃ち放つ。一羽の羽を貫き、悲鳴をあげながら離宮から離れていく。

「ちっ」

　痛めたらしい右肩をおさえて、イシュアンが舌打ちする。まだ元通りには動かないらしい。

　その時、離宮の主──バイヤーン・カヤジが、燃え盛る庭に出てきた。

「何事かこれは！」

「知らないって！　こっちが聞きたい。いきなりやってきたんだって！」

　上空から降り注そそぐ火矢と、その対応に躍やつ起きになっている状況だった。バイヤーンは唇を嚙みしめる。

「イシュアン・トロールよ！　そなたキョーコはどうした。同じ部屋にいたはずだろう」

「そっちもわからない！　私の方が先に部屋を出たんだよ！」

「慎つつしみのない女だな！」

「なんの話だ！」

　バイヤーンは舌打ちし、理人の方に向き直った。

「勇者リヒト！　ここは衛兵とイシュアン・トロールに任せろ。そなたはまずキョーコを探して安全な場所へ連れてゆけ」

「──はい、わかりました！」

「他のものは水を運べ！　池の使用を許可する！」

　バイヤーンが他の衛兵たちに、大声で指示を出していく。理人はためらいながらも、中へ駆けだした。

　離宮の中は、逃げ惑まどう女官たちで騒然となっていた。手近にいた一人に声をかける。

「すみません、路葉はどこにいるかわかりますか」

「それどころじゃないわ！」

　金切り声とともに逃げられた。パニックでとりつく島もない。みな逃げることに精一杯なのだ。

（──この中で探せっていうのかよ）

　相当な試し練れんではないだろうか。

　仕方なしにまた走り出すと、薄い煙の向こうに、聞き慣れた声が響いた。

「リヒト！」

「リヒト様！」

　ウルスラとトトだ。理人は、大慌てて立ち止まる。二人が駆け寄ってきた。

「無事ですか、リヒト」

「僕は大丈夫だよ。トトもウルスラも大丈夫だね」

「ええ。イシュアンさんは──」

「外にいる。ハセムさんは？」

「それが──」

「いないんですよ。あの職業お邪魔虫ときたら。途中で逆方向に走っていっちゃいまして、いくら呼んでも音おと沙さ汰たなしなんです」

　トトの返答に、面倒なことをと頭を抱えたくなる。

　だが、ハセムにかぎって、火の手に巻き込まれるということもあるまい。今は自力でなんとかしてもらうしかなった。

「二人とも、できるなら表でイシュアンを助けてあげてくれないかな。まだケガも治ってないみたいなんだ」

「わかりました！」

「リヒト、あなたは？」

　ウルスラの問いに、理人は、

「路葉を探してくる。じゃ、頼むよ！」

　それだけ言い置いて、離宮の奥へと走った。

　すでに大半の人が避難したらしい、人ひと気けのない回廊を、名前を呼んで走り続ける。

「路葉！　路葉いるか!?」

　煙で何度も咳せき込みそうになりながら、あちこちの部屋の扉を開ける。目当ての人影はどこにもない。

　そうして理人は、最後に見たのだ。

（──あれは）

　偶然開けた窓の向こう。見知ったショートカットの少女が、鳥の背に乗って遠ざかっていくのを。







「──路葉！」

　理人は、すぐさま聖剣の宝珠を柄つかにたたき込んだ。

　オレンジ色の光がこぼれ、剣が鈍にぶく振動する。不快な共鳴現象をねじ伏せ、飛べと念じると、すぐさま剣は鳥の後を追いはじめた。

　離宮の外壁を越え、他の鳥も次々に合流してくる。それ自体が一個の生き物のように、密な編へん隊たいを組んで飛翔を続ける。理人の予想よりもずっと速い。

　この先にあるのは、ティマーニの市街地だ。

　どこまで聖剣のコントロールが保つかわからないが、逃がすわけにはいかなかった。

「待て！」

　疾はしれ、破は魔まの聖剣！

　さらに加速してスピードを上げると、ふたたび響子の乗る鳥が、理人の視界に入ってきた。どうやら二人乗りらしい。見慣れぬ女も一緒に乗っている。きっと襲撃の首しゆ謀ぼう者しやだろう。

「路葉！　助けに来た！」

　なんとか距離をつめると、彼女がこちらの姿に気づいて、鳥の上で身じろぎをする。はじめてちゃんと目と目があった。大きな怪我はないようだ。そのことにほっとする。

「路葉」

　彼女が風に吹かれながら、口を開く。




「来ないで」




　耳を疑った。

　いま、いったいなんと──。

「もういいの相川君。あたしのことは放っておいて」

「路、葉──」

　どうして。

　そう思ったのが、顔に出たらしい。彼女は泣きそうな顔で微笑した。

「──相川君には、わかんないよ」

　わかんないよ──。

　とっさに次の言葉が出てこない。

　思わずその場に停止した理人を置いて、巨大な鳥の群ははばたき続ける。こちらを拒絶した彼女を乗せたまま、街や砂漠の方角へと遠ざかっていく。

　ふと背後を振り返ると、やってきた離宮からは、赤い炎と煙が上がり続けていた。
















　風が強くて、とても強くて、目があまり開けていられない。むりやり開けると涙がこぼれそうになる。

「……よくがんばったわね、キョーコ」

　響きよう子こは、手の甲で目元をぬぐった。

「目がしみるだけ。泣いてなんかないよ」

「ええ。そういうことにしておきましょうね」

　バティーヤが、そんな響子の頭を優しくなでる。悲しいお別れをしたのをわかってくれているようだった。

　はじめてこのバティーヤに会った時、彼女は鷹たかの姿をしていた。売り飛ばされて、籠かごの鳥となった響子の部屋の窓辺にまでやってきて、鷹の姿のまま人の言葉を喋った。

　バイヤーンに監かん禁きんされ、明日も知れない身の響子に、バティーヤはずっと話しかけ続けた。彼女の語る言葉は荒こう唐とう無む稽けいで、傷ついたばかりの響子はずっと信じる気になれなかったが、もうそんな強がりもおしまいだ。

　勇者と勇者は結ばれない。運命が互いをはねのけるから。全部その通りだったというわけだ。

「何が『会えばがっかりするに決まってる』よ。あなたすごい美人じゃない」

「この顔を見てそんなことを言ってくれる人は希少よ、キョーコ」

「そう？」

　美しい顔の半分を、長い髪で隠していたけれど、今は風ですべて見えている。少し普通と違うけれど、彼女は彼女だ。バティーヤは笑う。

「でも、よく決心してくれたわ。私の仲間も、とても歓迎しているの」

「べつに……だってこれ、夢とかゲームみたいなものでしょ」

　そうなのだ。目が覚めればすべて元通り、元の日常に戻れるのだという。

　ならばこの世界で起きることはすべて、夢のようなものだ。仮に胸が痛んだとしても、響子を真に傷つけたりはしない。大丈夫。

　響子は涙を流しながら笑った。

「はは。相あい川かわ君も、馬鹿みたい。夢の中の女の子に恋するなんて」

　可哀想で可哀想で、もはや笑ってしまうではないか。

「じゃあ私から、そんな勇ゆう敢かんなあなたに、贈り物」

「なに？」

「きっと気に入ると思うわ。本物の英雄、勇気ある者にしか使えないものよ。はめてみて」

　バティーヤは響子の手に、そっと金色の指輪をのせた。ファッションリングのような繊細なものではなく、遺い跡せきの出土品のように無ぶ骨こつな純金の指輪だった。

　光る宝石のかわりに、磨いた黒こく檀たんのような黒い石がはめこんである。

（黒玉ジエツトとか……？）

　美しいとは思えなかったが、不思議と手に馴染む気もした。モチーフが鳥の翼に見えるところも嫌いではない。

「さあ、そろそろティマーニの街ね。監禁から解放されたら、ずっとやってやりたいことがあるって言ってたわよね」

　響子は指輪をつけた手を、ぎゅっと握りしめる。

「……スルヤに──赤せき蜂ほう座ざに報むくいを」












　その瞬間、リングの黒い石が赤く光った。

　同時に遠く見える街の一部に、火柱が上がる。

「────」

「これもね、『力』の一部よ。穴だらけの世界に、尊とうとき慈悲を行き渡らせる。すべてをそろえて願えば、パナケイアの秩ちつ序じよさえも変えられる。それをなせるのは、真の英雄たるあなた。どう、実感がわいた？」

　黒い煙が、真っ直ぐに上空へとわき上がっている。下では建物が燃えているのだろう。赤々とした炭火のような光が見える。

　人間はどれぐらいいた？　スルヤだけではなく、トアンやスレイマン、パミルやガリプも一緒？

　でも──。

「実感とか、関係ない。これ夢だし」

　響子は言って目を閉じる。読み終えた本を閉じるように。

「そうね。それでこそ勇者かもしれないわ」

　バティーヤはうれしそうだ。

　うつし世はゆめ、よるの夢こそまことと言っていたのは誰だったろう。江え戸ど川がわ乱らん歩ぽ？

　あたしはこれから、彼女と夢の世界を変えていく。

「バティーヤ。これからどこに行くの？」

「北よ。会ってほしい人がいるの。あなたを心から待っている」

「いいよ。どこにでも行ってあげる」

　ほのかに熱を持つ指輪に触れながら、焦こげた匂いがたちこめる街の上空を通過した。

　眼がん前ぜんに広がる砂の海を抜ければ、隣国ウィルタミアだという。

　いつかウチも連れていってねと笑った、友達の声が脳のう裏りをよぎった気がした。





　　　　　＊＊＊






　襲撃が終わった後の離り宮きゆうは、ひどい有様だった。

　絢けん爛らん豪ごう華かをそのまま謳うたっていたような庭は焼け焦げ、白はく亜あの宮殿は煤すすにまみれている。消火に使ったらしい噴水の池は、ほとんど水がなくなってしまっていた。

　その煤だらけの建物の端に、イシュアンやウルスラなどが集まっていた。

　門からひとり歩いて戻ってきた理り人ひとを見て、イシュアンが駆け寄ってくる。

「──来た！　おまえ、どこまで行って来たんだ！」

「イシュアン……」

「ハセムの野郎が、キョーコの乗った鳥めがけて飛んでくの見たって言うから……リヒト？　おいリヒト？」

　理人の顔つきに、何か感じるものがあったようだ。けげんそうに眉をひそめる。

「まさか、追いつかなかったのか？」

「……うん。ごめん」

　正確には、追いつきはしたのだ。だが、それだけだった。それだけの言葉がうまく言えない。彼女は理人を拒絶し、敵の手を取り去っていったのだ。




　──相川君には、わかんないよ。




　悲しそうな言葉だけを残して。

　どうして彼女は、そんなことを言ったのだろう。

　押し黙る理人を前にして、トトやウルスラも心配そうに駆け寄ってくる。だいぶ気をもませてしまったようだ。

「リヒト様！」

「大丈夫でしたか」

　残りの一人──ハセム・デラだけは、遅れてゆっくりと近づいてくる。途中で消えていたはずなのに、いつのまにか合流できていたようだ。

　いつものにやけた笑顔が、今はなりをひそめていた。

「取り逃がしましたか」

　放るような一言に、ごまかす隙すきもない。理人は、覚悟を決めてうなずいた。

「……そうです、ね。僕が行っても、路みち葉ばは来るなって言いました」

「な。ど、どうしてですか？　リヒト様とキョーコ様は、『ちきゅう』でのご学友なんでしょう？　やっと帰れるはずなのに」

　こちらが聞きたいぐらいだった。

　みな一様に驚いているが、肝心のハセムだけは、何か思い詰めたように考えこんでいる。まるで、理人がそう言うのに心当たりでもあるように見えた。

「ハセムさん？　何かあったんですか？」

「いや──ちょっとですネ……」




「──勇者リヒト！」




　そこに、バイヤーン・カヤジの声が響いた。早足にこちらへ近づいてくる。険しい顔を、さらに険しくして。

「戻ったか。探したぞ」

　理人はあらためて向き直った。

「いいか、よく聞け勇者よ。たった今、早馬で知らせが入ったところだ。ティマーニの市街地が炎上しているらしい」

「え」

　いきなりの話題にあっけにとられる理人たちを前に、彼は同じ調子で続けた。

「火元はティマーニ大劇場。『赤蜂座』が公演の最中だったそうだ」

　自分の背中から、徐々に血の気が引いていくのがわかる。

『赤蜂座』。それは、響子を売り飛ばした劇団の名だ──。

「なぜいきなり燃え上がったのかは、不明らしい。軍と代官のハジ家で調査中だが、今は消火作業が忙しいそうだ。ただ──」

「ただ？」

「同じ時間に巨大な鳥の群が、北東へ飛んでいくのが目撃されている。わかるか、鳥だ鳥」

「……北東」

「砂漠の方角ですネ。あるいはウィルタミアの国境ですか」

　違うと言いたかった。考えたくなかった。それを響子たちがやったなんて。

　バイヤーンは、いらだたしげに頭をかく。

「まったく……とんだ食わせ者だったな。おとなしいなりをして、いつから敵と通じていたのか」

「そんなのは、まだ、わかりません」

　精一杯の抵抗だった。

　なぜなら何もわからないのだ。あの敵はいったい何者なのか。どうして一緒に行ったのか。彼女からは、何一つ確かなことを聞いていないのだから。

「……ひょっとしたら、敵に洗せん脳のうされてるかもしれませんヨ。厄介な連中とつるんでるみたいですから」

「厄介？」

「ええ。ちと古い顔見知りが、今回の襲撃者の中にいたようなんデス。ひょっとしたら、あの連中は──」

「ともかくだ！」

　バイヤーンが、荒々しく首を振る。

「これからうちにも、ハジの代官が事情を聞きにやって来るだろう。適当に追い返すつもりだが、貴様らのことにまで構ってはいられぬ。離宮を出るなら馬を出すが、貴様らはどうする」

「……それは、すみません。ちょっと、考えさせてもらえませんか」

「早くしろよ」

　バイヤーンは、再びきびすを返して、離宮の中へ戻っていく。襲撃の消火作業の時にできたのか、着ている長ちよう衣いの裾すそが、かすかに焼け焦げていた。

「……券をくれた方……巻き込まれていないといいのですが……」

「そうですね……心配です……」

　トトやウルスラたちが、火事や敵の正体について話しているのが、ひどく遠く聞こえた。

「リヒト」

　そしてすぐ隣に、イシュアンがいた。

「こんなことになるなんてな」

「うん……」

「……ここに捕まってる間……キョーコと一緒の部屋にいたんだ。ケガの治療もしてくれたし、たくさん、優しくしてくれた。恩人なんだ」

　肩の痛みをこらえているのか、心の痛みをこらえているのか、わからない顔をしていた。

　それを聞いている自分もいま、ひょっとしたら、同じ顔をしているのだろうか。

　痛みと混乱。それをどう位置づけていいかわからない。

　彼女はそして、さらに小さな声音でささやいてきた。

「さっきの件だけどな」

　理人は、ごくりと喉を上下させる。

「聞かなかったことにしていいか」

　鼓こ動どうが速まる。

　さっきの件──こんな騒動が起きる前──直前の告白について言っているのだとわかった。

「なんかほら、それどころじゃない感じだし、頭がうまく働かないんだ。今は考えきれない」

「……うん。そうだね。そうしてくれると、ありがたいよ。ほんとに」

　足元から、何がが砂のように流れていくのを感じる。なんとか平静を保つのが精一杯だ。

「あ、あの、リヒト？　なんか誤解させたかもしれないけど。私はべつにな──」

　理人はせめて笑って、この話を終わらせることしかできなかった。にっこり笑うと、彼女は反比例するかのようにだまりこんだ。

「──ハセムさん。さっきの顔見知りだって話、もう少し詳しく聞かせてくれませんか──」

　隣で口をつぐむイシュアンとともに、再び歩き出すための道を探す。そのための相談を、仲間とはじめるのだ。

　何気なく手を入れたポケットの中には、渡しそびれた黄色い耳飾りが、入ったままだった。









あとがき






　どうもこんにちは、竹たけ岡おかでございます。またお会いできてうれしいです。

『勇者』理り人ひとはますます出で木き杉すぎ君で、『本物』イシュアンは気持ちを自覚するのに四苦八苦し、『嫁』ウルスラさんの夫ドリームはとどまることを知らない三巻です。思ったよりも楽しそうにしてるので安心しましたウルスラさん。

　そして今回の表紙は──『同級生』こと響きよう子こ嬢じようです！　本物ＪＫ！

　せっかくの異世界トリップものなので、パナケイア側の衣装だけじゃなく、現代の制服を着てる場面はぜひぜひ出してほしかったのです。ありがとうございます屡る那なさん。

　さて。ここで終わったら大変なことになるので続きも書きます。がんばって書きます。

　ひたすら旅が続いておりますが、進路は再び北へ。理人は響子を救うことができるのでしょうか。そして彼女が身をゆだねた敵の正体と目的は？　土ど壇たん場ばで明後日の方向に飛んでいった恋の行方ゆくえもふくめて、四巻でお会いしましょう！　竹岡でした！
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